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　数え切れない石材によって構築された空間。決して太陽の光が届くことのない地中深く。

　冷気が漂う石室に、悲鳴が轟とどろいていた。

「治療師ヒーラー、急いで!!　道具アイテムでも何でもいいから、早くッ!?」

【ロキ・ファミリア】の団員達の怒号が飛び交う。その中で怪我けがを負った猫人キャットピープルのアナキティが、喉のどが張り裂けんばかりに何度も叫び散らした。

　人造迷宮クノッソス。

【ロキ・ファミリア】を罠わなに陥おとしいれ、閉じ込めた混沌の地下迷宮。

　その内部で一度は窮地に追い込まれた【ロキ・ファミリア】本隊は、迷宮に侵入したリヴェリア達の手を借りアイズやベートを中心としたパーティを再編、取り残された仲間を救出するためもう一度迷宮内を引き返した。

　そして『絶叫』を聞き付けアイズ達が向かった一帯は、血に彩いろどられた惨状と化していた。

「ああぁ、ああああああああああ!?」

「うそっ、噓うそでしょう!?　ねぇやめてよ、お願い……！」

「ああっ、くそっ、ロイドッ、ちくしょう！」

　同じ釜の飯を食べた仲間が、友が、血だまりに沈んでいた。

　絶命の二文字を伴って。

　石壁、石畳の至るところには飛び散った鮮血の跡が走っていた。迷宮の石室はもはや赤い部屋と呼ぶに相応ふさわしく、ここで行われた蹂躙じゅうりんのほどを物語る。体を斬られた者、貫かれた者、全ての者が負っている共通の刀傷。それはこの惨劇がモンスターの仕業でないことを告げていた。

　壁の一角には、血の筆跡で『ざまぁみろ、勇者！』という共通語コイネーが走り書きされている。

　地面に落ち、血ち飛沫しぶきを浴びた道化師のエンブレムが、赤い涙を流していた。

「こっちはまだ息がある！」

　同僚の言葉に、到着した治療師ヒーラーが駆け寄る。

　回復魔法の光をぶつけるように浴びせるが、

「ダメだ……効かない」


「ああああああぁぁ……！」



　深く抉えぐられた傷口が塞ふさがることはなかった。回復薬ポーションを施しても同じ。鎧よろいの内側から溢あふれ出る血涙は止まらない。絶望する団員達の目の前でまた一人、見知った仲間がこと切れた。

「『呪道具カースウェポン』……団長を斬った剣と同じ……！」

　握り締められたラウルの拳こぶしから紅の斑点はんてんがこぼれ落ちていく。

『不治の呪のろい』。呪詛カースが込められた武器に切りつけられた者は癒いやしの加護を許されない。死に魅入れる呪いである。団員達の希望を打ち砕くかのように、倒れている誰だれもが呪いの武具で深い致命傷を負わされていた。

「解呪の道具アイテムはないの!?」

「誰か、誰か取ってくるっす!!」

　アナキティやラウルは、己おのれの喉から迸ほとばしる叫びが全て無駄であることを理解していた。

　存命者を探して駆け回るアイズも同じ。

　派閥の中でも古参となってしまったアイズやラウル達が何度も見てきた、仲間の死。

　彼女達が最も嫌う死の香りが拭ぬぐえない。この石室は間違いなく冒険者達の『墓場』だった。

「……」

　そんな中。

　混乱する団員達の中でただ一人、ベートだけが無言でその光景を眺め、たたずんでいた。

　くだらなそうに、感情を殺して、その琥珀こはく色の双眼を凍えさせながら。

「っ！　リーネ!!」

「……ぁ、ぁぃ、ず……さ……」

　石室の最奥で、見つけ出した一人の少女にアイズが駆け寄る。

　リーネ・アルシェと呼ばれるまだ若い治療師ヒーラーは、他ほかの仲間と同様、体にいくつもの血の斜線を刻まれていた。アイズが肩を摑つかんで床から抱き起こすも、その体からは今にも力が失われようとしている。

　その腹に突き立つのは、仲間の血を吸った呪いの短剣。

　まるで【ロキ・ファミリア】を見せつけ嘲笑あざわらうかのように、墓標のように突き立っている。

　怒りをあらわにするアイズは、今もリーネを辱める呪いの刃を引き抜き、打ち捨てた。

　──駄目、もう間に合わない。

　多くの仲間の死を看取ってきた【剣姫】の眼が、少女はもう手遅れであることを囁ささやく。

　悲痛に歪ゆがむアイズの顔を間近で見るリーネは、意外そうな顔を浮かべ、微かすかに唇を曲げた。

　やがて、

「ベート、さん……」

　目の前で立ち止まった狼人ウェアウルフの影が、彼女達を覆った。

　見上げるアイズ、か細く視線を傾ける瀕死ひんしのリーネを、琥珀色の瞳ひとみが見下ろす。

　そして狼人ウェアウルフの青年は、嗤わらった。

「ざまぁーねぇな。だから言っただろう、雑魚ざこは足手纏まといだってな」

　血の墓場にそぐわないほどの小気味のいい嘲弄ちょうろうと、その冷笑に、アイズは愕然がくぜんとする。

　ベートの言葉は止まらない。

　歯を剝むいて唇を吊つり上げ続ける。

「てめぇも、他の連中も無駄死にだ。自分てめぇの甘さと自分てめぇの弱さ、もう忘れねえように死ぬほど呪え。死ぬほど恥じろ。ダセェ死に方でくたばった、この後もな」

　嗚咽おえつを漏もらす団員達の目が、仲間の遺体を抱き締める冒険者達の視線が、全て青年の背中に降りそそぐ。

　泣き喚わめく弱者の眼差まなざしを浴びながら、強者は告げた。

「じゃあな。もう二度と俺おれの前に現れんじゃねーぞ。二度と、巣穴から出てくんな」

　ベートの嘲笑が石室に強く反響する。

　ラウルも、アナキティも、彼を仇かたきのように睨にらんだ。

　多くの団員達も涙を流しながら眉間みけんを怒りに歪めた。

　間近にいるアイズもまた、柳眉を逆立て立ち上がろうとして──動きを止めてしまった。

　侮辱に歪むその琥珀色の瞳を見て、最後に呟つぶやかれた言葉を聞いて、手の平を頰ほおに叩たたきつけてやることが、できなかった。


「…………ぁ」



　そして、目を見開くリーネは。

　最期に笑みにも見えないかすかな微笑を浮かべ、手から力を失った。

　薄く閉じた瞼まぶたから、血が混ざった一筋の滴が流れ落ち、頰を伝っていく。

　まるで恋が報われた少女のような、安らかな表情を残して。




　モンスターの咆哮ほうこうが轟いてくる。

　血に濡ぬれた石壁が生者と死者をせせら笑っている。

　ラウル達は、体を震わせながら強者の嘲笑を睨視げいしした。

　アイズだけが、嘲笑を消して少女を見下ろす青年の顔を、知っていた。




　それが、四日前の出来事だった。


















「レフィーヤ達が入団してから初めて……戦死者を出してしまったな」

　リヴェリアの重い呟つぶやきが広い室内に反響する。

　場所は団長の執務室。彼女以外にいるのは部屋の主あるじであるフィンと、ガレスだ。

　朝の早い時間帯、彼等は今日まで目まぐるしい状況の推移を受けて早々に集っていた。亡くなった仲間の埋葬など、やることが山ほどあったのだ。

　壁際にたたずむリヴェリアから漏もれた声を、フィンとガレスも重い表情で受け止める。

「僕達の落ち度だ、リヴェリア。分断された上に、リーネ達を守れなかった……すまない」

「情けないことにのぅ。儂わし等も慢心しておったということだ」

「止やめてくれ、フィン、ガレス。責めているわけじゃない。ただ……いつもこの時だけは慣れないというだけだ。顔と名前を心に刻んだ仲間ファミリアを失うということが……」

　敵の住処アジトに侵入し部下を死なせてしまったことを悔いるフィンとガレスに、リヴェリアは頭を振る。代わりに翡翠ひすい色の瞳ひとみを床に向けながら、やるせなさを滲にじませた。

　縦長の大型時計ホールクロックが奏でる秒針の音が静まり返る部屋を震わせる。

　あたかも黙禱もくとうを捧げるかのように瞑目めいもくしていたフィン達の時間は、僅わずかだった。

「負けは潔く認めよう。問題は、ここからどう雪辱を晴らすか、だ」

　執務机に両の肘を突きながら、フィンが声を打つ。

　その声音にはいつにない語気の強さがあった。細められている彼の碧眼へきがんは自責や後悔以上に、再戦の念に燃えている。それは失った仲間に報いるための誓いのようですらあった。

　死者を悼む時間は終わった。

　今は一秒たりとも立ち止まるわけにはいかない組織の首脳陣は、情報の確認を始める。

「本当に今更じゃが、闇派閥イヴィルスの残党を心のどこかで低く見積もっていたことは否めん」

「ヴァレッタが言うには、あれの正式名称は『人造迷宮クノッソス』……」

「都市の下に存在する、もう一つの大迷宮ダンジョンか……私も僅かながら侵入したが、およそ放置しておいていいものではない」

　ガレス、フィン、リヴェリアの順で発言しながら、敵の住処アジトを議題に上げる。

　人造迷宮クノッソス。

　迷宮街『ダイダロス通り』の地下に存在し、闇派閥イヴィルスの残党が根城としている、広さも深さも計り知れない人工の迷宮だ。フィンの見立てでは横は迷宮都市オラリオほぼ全域、深さは最低でも『中層』にも及ぶという、神であるロキをも唸うならせた常識の埒外らちがいの代物である。

「あの複雑怪奇な迷宮に加え、最硬金属オリハルコンの扉、呪道具カースウェポン、怪人クリーチャー、『精霊の分身デミ・スピリット』……おまけにあのヴァレッタが生きとったとはな」

「六年前、『27階層の悪夢』で死体が発見されたと聞いた時は、あまりのあっけなさに信じられなかったが……」

　十五年前から続くオラリオの『暗黒期』、都市の秩序を乱す邪神の使徒達との戦いを振り返るガレスとリヴェリアは、宿敵ともいえる女の顔を思い出す。

　両者とも顔をしかめつつ、ガレスが言葉を進めた。

「とにもかくにも、敵の戦力はもとより、奴やつ等には圧倒的な地の利がある。決して迷宮の外で勝負を仕掛けてはこんだろう。いや、する意味がない」

「ああ。アイズの話が確かなら、既に七つの『宝玉の胎児』……『精霊の分身デミ・スピリット』が地上に運び込まれている。奴等はもう『待ち』の態勢だ。打って出ることなどせず、ただその時が来るのを待っていればいい」

　ガレスの言葉に頷うなずきながら、リヴェリアはアイズから聞いた話を振り返った。

　人造迷宮クノッソスで分断された後、廃棄された広間で発見した大型のフラスコ。

　中身が既に取り出されたそれには確かに『精霊』の残滓ざんしがあったとアイズは語っていた。『宝玉の胎児』はあの迷宮のどこかで息をひそめ、凄すさまじい力を有する『精霊の分身デミ・スピリット』へと羽化しようとしているだろう。ガレスとティオナ達が辛からくも撃破した強牛パワー・ブルの女体型のように。

『迷宮都市オラリオを滅ぼす』。

　怪人クリーチャー達地下勢力、そして闇派閥イヴィルスの残党が掲げる最終目標。

　全ての『精霊の分身デミ・スピリット』が成熟した暁が、フィン達【ロキ・ファミリア】の敗北であり、オラリオの終わりだ。

「何にせよ、可及的速やかに対策に乗り出す必要がある。人造迷宮クノッソスの攻略のための、ね」

「うむ。ごちゃごちゃ言っとっても始まらんの」

　悲観など食べ飽きている第一級冒険者達の声に陰りなどはなかった。フィンが中心となって建設的な意見を交わし合う。

　小人族パルゥムの首領はガレスとリヴェリアにそれぞれ指示を出した後、「で、本題だけど」と切り出した。

「【フレイヤ・ファミリア】に消滅させられた【イシュタル・ファミリア】の件……どうなってる？」

「どうもこうも、どこから手を付けていいかわからん。一応、元団員達がどこに散らばったかはあらかた摑つかんだが……」

「闇派閥イヴィルスの残党と繫つながっていたと思われるイシュタル本人が天界に送還されてしまったからな。我々が欲している『アレ』の情報もあの女神が持っていた可能性が高いのだが……」

　彼等が触れるのはつい三日前、一夜にして【フレイヤ・ファミリア】の手で滅ぼされた【イシュタル・ファミリア】についてだった。こんな朝早くから集まったのも、件くだんの大事件を受けて錯綜さくそうしていた情報をようやく整理できたがためだ。

「そもそも、【フレイヤ・ファミリア】が何故なぜこの時機にイシュタル派に攻め入ったかの理由も定かではない。我々にしてみれば間が悪すぎるどころの話ではない」

「神フレイヤの男にイシュタルが手を出しおったから、なんて噂うわさなら流れておるようだぞ？」

「そんな馬鹿ばかな理由があるか……」

　ここ数日、情報を集めていたガレスの噂話とやらにリヴェリアが額に手を当てて頭を痛める素振りを見せる。彼等を他所よそに「ンー……」とフィンが思考を回していると、頭痛から立ち直ったリヴェリアが口を開いた。

「フィン、それともう一つ、報告だ。こちらは人造迷宮クノッソスとは何ら関係ないが……」

「その顔を見ると、あまりいい情報じゃないようだね。何だい？」

　神も嫉妬しっとすると呼ばれるほどのハイエルフの美貌の中で、品よく眉まゆをひそめるリヴェリアは、促すフィンに告げた。

「アイズ達……いや、ベートのことだ」

　その名を聞いた瞬間、フィンとガレスも察したように顔付きをあらためる。

「今、団員達の間で、あれは──」

　リヴェリアが言葉を続けようとした、その時だった。

　別塔の方角から、大きな喧騒が執務室に届いたのは。

「……どうやら、遅かったようじゃのぅ」

「やれやれ、困ったものだね」

　ガレスは言うなり扉に向かった。フィンもまた苦笑交じりの吐息をつきながら後に続く。

　リヴェリアもまた、頭痛が再発したかのように額を押さえながら、足早に廊下へと出た。
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「信じられないっすよ、ベートさん!!」

　朝の大食堂にラウルの大声が響いた。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム、『黄昏たそがれの館』。

　団員達が集まる館の大食堂は今、荒れていた。

　全ては一人の団員への不満が爆発したからである。

「リーネ達を無駄死にって……何であそこであんなこと言うんすか!?　死んじゃう仲間ファミリアに向かって……どうしてあんなこと、言えるんすか!!」

「あいつの性格は知ってたけど……あれは、ないわ」

　普段、優柔不断で波風を立てないよう周囲の制止役となる筈はずのラウルが、声を荒げて叫んでいた。彼と並ぶ幹部候補のアナキティも嫌悪を隠しはしない。亡くなった少女と行動をともにすることが多かった猫人キャットピープルの彼女の、二の腕にぎゅっと爪つめを立てるその姿は、感情を自制していることが明らかであった。

　取り沙汰されているのは人造迷宮クノッソスでの一件だった。

　仲間の死に際まで横柄な態度を取った、ベートに対してである。

　狼人ウェアウルフの青年の一貫した超実力主義は【ロキ・ファミリア】では誰だれもが知るところであったが、常に冒険者を貶おとしめては罵倒する彼の言動は日頃ひごろから団員達を怯ひるませ、あるいは反感を買っていた。それが『仲間の死への侮蔑』という決定的な契機を経て、とうとう爆発してしまったのだ。

　収まらない糾弾の嵐あらしに、レフィーヤは扉の脇で立ちつくしてしまう。

「どうしたの？」

「アイズさん！　そ、それが……」

　騒ぎを聞きつけ駆け付けてきたアイズに、レフィーヤが慌あわてて説明した。アイズはみなまで聞かずとも状況を察し、視線を室内に巡らせた。

　顔を真まっ赤かにして目尻めじりに涙さえ溜ためているラウル以外にも、あの石室にいた団員達は声を揃そろえてベートを非難していた。ラウル達と同じ第二軍のエルフのアリシア、犬人シアンスロープのクルス、ヒューマンのナルヴィも糾弾こそしないものの口を真一文字に引き結んでいる。

　リーネ達の今際いまわの際に居合わせられなかったティオナとティオネも、伝聞で知り及んでいるのか、薄ら寒く感じてしまうほど冷たい表情で壁に寄りかかっていた。

　未いまだかつて見たことのない団員達の激昂げっこうは、アイズも気圧けおされてしまうほどだった。

　ベートを擁護する者など誰もいない。

　そしてそれは、当然の帰結である。

　あまりにも彼の侮蔑は、行き過ぎているから。

「……レフィーヤは、どう思ってる、の？」

「わ、私は……ベートさんに怒鳴られて、いえっ、奮い立たされて、アイズさん達を助けられたことがありました……」

　24階層食料庫パントリーでの事件のことだ。フィルヴィスとベート、三人一組スリーマンセルを組んでアイズ達の救援に向かった出来事をレフィーヤは振り返る。

「あの時から、ベートさんってただ怖い人じゃないんじゃないか、ってそんな風に思っていたんですけど……でも、ラウルさん達の話を聞いて……やっぱり、わからなくなりました」

　しかし、覇気のない言葉はすぐにかき消えそうになってしまう。

　揺らいでいる彼女の気持ちが、ティオナ達のもとに傾いているのがアイズにもわかった。

　その声音には確かな落胆と、そして失望が入り混じっている。

「……アイズさんは？」

「私は……」

　うつむいていたレフィーヤに問われ、アイズはすぐさま答えることができなかった。

　脳裏に過よぎるのは、死にゆく少女の目の前で浮かべた青年の眼差まなざし。当時の光景と、それを見た己おのれの感情を言葉にして【ファミリア】に伝えられない自分の唇こそ、もどかしくて腹が立って、仕方がなかった。

「リーネ達が、みんなが報われないっすよ!!」

　アイズが唇を持てあまし、ラウルが一際ひときわ大きな声で叫んだ時だった。

　大食堂に、その灰色の毛並みが堂々と入ってきたのは。

「朝っぱらから、うるせぇぞ」

　ベートである。

　彼が姿を現した瞬間、大食堂は静まり返った。

　全ての団員達の視線が彼の方向に向く。

「ベート、さん……」

　入り口付近で啞然あぜんとするアイズとレフィーヤの目の前を横切って、ベートはあっさりと大食堂の中へ進んだ。いつもとちっとも変わらない気だるげな態度で、不機嫌そうに片方の狼おおかみの耳を伏せながら。

　そんな彼を見て、団員達の反応は様々だった。勢いを失い怯む者、眉間みけんに皺しわを寄せる者、敵意にも似た怒りを隠さない者。共通していることはベートへの非難が渦巻いていることだ。

　しかし四面しめん楚歌そかの中であっても、ベートはベートのままだった。

「ぎゃーぎゃーやかましいんだよ。言いてえことがあるなら、面と向かって言いやがれ。群れなきゃ何もできねえのか、てめえ等は」

　団員達の眉が逆立った。ラウルが身を前に乗り出そうとする。彼等の反応を尻目に、ベートはかったるそうにそのまま食事の席に着こうとする。

　だが、そのベートの歩みを、褐色の足が横から阻んだ。

「ティ、ティオナさん、ティオネさん……」

　震えるレフィーヤの視線の先、アマゾネスの姉妹がベートの前に立ち塞ふさがっていた。

　ティオネは冷え冷えするほど双眸そうぼうを細め、ティオナは笑顔を消して青年を見つめていた。

「何か用か？　アマゾネスども」

「……」

　ティオネが一言も喋しゃべろうとしない中、ティオナが口を開く。

「ベートはさ、何も思ってないの？」

「……」

「リーネ達、死んじゃったんだよ？　もう会えないんだよ？」

　黙って見守る団員達の視線の先で、静かなティオナの声だけが響いていく。

　ややあって、問うた。

「リーネは、ベートのことが好きだって言ってたんだよ？　……本当に、何とも思わないの？」

　ティオナのその問いかけも、ティオネの無言の眼差しも、最後の通告のようですらあった。

　室内から一瞬、音が消える。

　僅かな沈黙を経たベートは──嗤わらった。

「残念だったな。俺おれは弱よえぇ女が──一番嫌いなんだよ」

　直後。

　双子の姉妹の体がぶれた。

　普段と全く変わらない嘲笑を作るベートに、ティオナとティオネが無表情となって動く。

　青年目がけて繰り出された左拳こぶしと右上段蹴げり。

　少女の団員達から小さな悲鳴が漏れ出す最中、二人の鉄槌てっついは──太い手と長槍によって止められた。

「そこまでじゃ」

「ガレス……！」

「流石さすがにここからは洒落しゃれにならないな」

「団長……！」

　ティオナの腕を摑み、ティオネの蹴りを柄えで遮さえぎったのは、食堂に駆け付けたガレスとフィンだった。

　そして、ベートの前に立つのはアイズ。

　迎え撃とうとする彼の挙動を、徒手空拳のまま伸ばした片腕で牽制けんせいしている。

　第一級冒険者達による刹那の制止劇に、硬直する他団員ともども反応できなかったレフィーヤは息を呑のんでいた。

「団長っ、止めないでください!!　この糞くそ野郎を……！」

「派閥の幹部として節度を保て。いつも言っている筈だぞ、ティオネ」

　ここに来て感情を激発させるティオネだったが、フィンの揺るがない眼差しに唇を嚙かむ。代わりに、怒りの目でベートを睨にらみつけた。

　アイズに牽制されるベートもまた、けっ、と吐き捨てながら迎撃の構えを解く。

「はぁ～。朝っぱらから騒ぎを起こして……ホント血気盛さかんやな～、自分ら」

「ロ、ロキ……」

　レフィーヤの前を通って、ロキが入室する。

　一触即発を免れた大食堂の光景を眺め、すっとその朱色の眼を薄く開く。

「ベート、やり過ぎや。こっから出てって、頭を冷やしぃ」

「……ちッ」

　有無を言わせない主神の命に、ベートは舌打ちを放ちながら従った。

　腕を下ろしたアイズに背を向けて、部屋の扉へと進む。

　そんな中、第一級冒険者の中で一人傍観していたリヴェリアが、彼の前に立った。

「なんだ、ババァ。てめぇも俺に何か用か？」

「言葉を選べ、ベート」

　ベートの文句を半ば遮りながら、ハイエルフの王女は諭しかける。

「お前の思いが偽らざるものであったとしても、苦楽をともにした仲間を悼まない理由にはならん」

　それを聞いたベートは、すぐに鼻で笑った。

「はっ、悼んで何かが変わんなら、いくらでも泣き喚わめいてやるぜ。だが、そうじゃねえだろう？」

「……」

「弱よええからあいつ等はくたばった。違うか？　違わねえだろう。俺は何も撤回しねえ」

　そして最後に、集まる団員達を見渡しながら吐き捨てる。

「てめえ等も、いつまでも俺達の足を引っ張んじゃねえよ」

　そう言い残し、リヴェリアの横を通ったベートは大食堂を去っていった。

　ティオナが両手をぎゅっと握り締め、ティオネが「糞野郎ッ!!」と怒りの形相を浮かべて椅子いすを蹴り壊す。すぐに振り下ろされた槍の柄えが彼女の後頭部に直撃する中、ロキとフィン、ガレスとリヴェリアが、同時に嘆息を重ねた。

「これは荒れてしまうな。派閥の中で分裂が起きるかもしれない」

「今更じゃが……本当に、あやつにも困ったものじゃ」

「遅かれ早かれ、こうなるだろうことはわかっていたが、な……」

　頭を押さえて蹲うずくまるティオネを脇に、フィン、ガレスのもとにリヴェリアが合流する。片目を瞑つむりながら彼女が食堂を見回すと、他ほかの団員達はわなわなと肩を震わせていた。ラウル達もベートが去っていった方向を睨んでいる。

「ほいっ、この話ヤメヤメ。もううちお腹なか空いたわー。レフィーヤ、うちのお皿大盛おおもりでお願いなー」

「えっ、あっ、はい……」

　間もなく、弛緩しかんしたロキの声が剣呑けんのんな空気をあっさりと断ち切った。

　飯や飯ー、という主神の気の抜けた指示に、団員達は渋々と従う。

「……」

　叩たたきつけるような配膳の音を背で聞きながら、アイズは一人、青年が去っていった廊下を見つめた。
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　人造迷宮クノッソスの事件の後始末、更に【フレイヤ・ファミリア】に壊滅させられた【イシュタル・ファミリア】の情報収集に追われ、夕餉ゆうげは団員達でそれぞれ取るように指示が出された。

　窓一枚隔てた先で西日の光に包まれる都市の光景を横目に見ながら、ベートは廊下を歩んでいく。

「……ちっ」

　ベートが姿を現すと、他の団員達はすぐにその場を離れた。口を利きくことなどありえなければ、目も合わせすらしない。廊下からも、応接間からも、無言の拒絶をもって遠ざかる。

　ベートがよく連れ立つラウルやクルスも、廊下のすれ違い様こちらに気付いたかと思うと、無表情で横を通り過ぎていった。

「あ……ベ、ベートさん」

　次に会ったのは、レフィーヤだった。

　ばったりと出くわした彼女がベートのことを見上げ、何かを言おうとするが、

「あっち行こ、レフィーヤ」

「ティ、ティオナさん、ティオネさん……」

　現れたティオナとティオネに腕を取られ、目の前から連れていかれてしまった。

　顔を合わせれば一言目には罵り合っていたアマゾネス達が、ベートのことを見向きもしない。

　人は怒りが許容範囲を超えた時、その人物をないものとして扱う。一切いっさいの無視を行い存在の否定を行う。今のベートがまさにそれだった。

　いわゆる針のむしろである。この程度の扱いでへこたれるほど一匹狼ベートの神経は繊細ではないが、大口を開けて飯をかき込めるほど鈍感でもない。

　団員達の前で言動を曲げなかったベートは禍根を残したのだ。その自覚はある。

「──ベート。あれでは僕達も庇かばい切れない」

　今から半刻前。

　事務仕事を終えたフィンに召喚され、ベートはそのように告げられた。

「僕やリヴェリア、ガレスの言葉も今のラウル達には届かないだろう。内輪もめは望むところじゃないが、どんなに説得しようとしても、逆効果だ」

　二人きりの執務室で、フィンは椅子に腰かけながら肩を竦すくめてみせた。

「君を庇ったところで、今度は僕達に反感が向いてしまう。生憎あいにく、今だけは、僕は嫌われ者になるわけにはいかない」

　自分達に不満を集めたくない。清々しいほどはっきりとのたまうフィンのその姿勢に、ベートの腹は立たなかった。彼の言葉はただ嫌われ者になるのを厭いとうのではなく、全てを客観的に捉とらえてのことだ。組織の頭に当たるフィン達に不満が集まれば、それは【ファミリア】の士気に大いに関わる。怪人クリーチャー率いる地下組織と闇派閥イヴィルスの残党を相手にして、今は足並みを揃えなくてはいけない時期だ。仲間割れしている場合ではない。

　それもわかっているから、ベートはフィンの言い分に口を挟まなかった。

「これから君には暇を出そう。ほとぼりが冷めるまで、本拠ホームには戻ってくるな。余計なお世話かもしれないが、先立つものは渡しておく。宿を取ってくれ」

　二人を挟む机の上に置かれた金貨が詰まった袋を、要らねぇよ、とベートは突き返した。

　ダンジョンに足を向ければ金など楽に手に入る。フィンの懸念通り、ベートは自分の面倒は自分で見ると言ってはばからなかった。部屋を退出する間際まぎわ、こちらを哀れむように見るフィンの眼差しだけが記憶に残っている。

　今、『黄昏の館』にベートの居場所はなかった。

「……ちっ」

　もう一度舌打ちをして、ベートは館の正面玄関に足を向ける。

　誰にも見送られることもないまま、茜色あかねいろの空に見下ろされながら、ベートは本拠ホームを後にした。




　オラリオ第五区画に存在する酒場、『焰蜂亭ひばちてい』。

　都市の南部に広がる繁華街に数あるうちの酒場の一つで、ベートの行きつけの店だった。大通りから外れた裏道の一角、壁に釣り下がる真っ赤な蜂はちの看板が目印だ。

　紅玉ルビーを煮詰めたかのような真っ赤な蜂蜜酒はこの酒場の名物で、喉のどと腹を焼くような強烈な味に病みつきとなってしまった常連客リピーターは多い。日が落ち切った夜を迎え、『焰蜂亭ひばちてい』は今日も繁盛していた。

　常ならばラウル達とともに足を運ぶところだが、当然今いまのベートには飲み明かす連れなどいない。

　今夜は一人孤独に口を酒で潤す……筈だったのだが。

「……オイ、なんでお前がここにいるんだよ、アイズ？」

「……なんとなく？」

　二人掛けのテーブルの対面、小首を傾かしげる金髪金眼の少女に、ベートは口を変な方向に曲げてしまう。

　館から付けてきたのか、アイズがベートの同卓に座っていた。

　酒場の中でも中央、酔客の喧騒に囲まれるその卓だけが、間に流れる微妙な空気によって周囲から浮いている。

「お前、俺を付けてきたのか？」

「……はい」

「なんでそんな真似まねしやがった？」

「……寂さびしそうに、見えたから？」

「寂しくなんかねぇーよ！」

　一々言葉に間が空くアイズとの会話の中、ベートは思わず口につけていた杯を卓に叩きつける。そんな青年の様子に、アイズはもう一度小首を傾げた。

　周囲はベートの境遇や心境など全く知らず、暢気のんきに盛り上がっている。

　本日の酒場の客はドワーフの冒険者達にヒューマン、獣人、中でもアマゾネスが多いか。給仕を務める小人族パルゥムの少女がちょろちょろと動き回って、酒や料理をせっせと運んでいた。

　中には酒宴そっちのけでベート達に視線をそそぐ者もいる。いや、むしろその数は多い。【ロキ・ファミリア】の【凶狼ヴァナルガンド】と【剣姫】、迷宮都市のどこにいても注目を集めるのが第一級冒険者という存在である。特に絶世の美少女であるアイズに見入る不躾ぶしつけな視線が後を絶たなかった。が、ベートが一睨みを利かせれば、周りの亜人デミ・ヒューマン達は慌てて顔を背け、二度とこちらを見返すことはなかった。

　同じテーブルに座ったはいいが、ちっとも会話は起こらない。

　注文もせず、綺麗きれいな姿勢でじっとこちらを見つめてくる少女に、ベートは館にいた時より遥はるかに居心地が悪そうな顔を浮かべた。

　誤ってアイズの前に運ばれてきた酒を、取り上げてあおる。

　アイズが「あっ」と言う間に飲み干してしまった。

「……で？　何でこんな場所に来やがった？　様子を見てこいっつうフィンの指示か？」

「フィン……？　ううん、フィンは関係ない、です……」

「じゃあ、どうしてだよ？」

「私が……ベートさんのことが、気になってるから」

「──がふッ!?」

　酒を飲みながら突然むせたベートに、アイズはぎょっとした。

　最初はおろおろしていたが、「クソッタレ、天然がぁ、ちくしょうめぇ……」と一人で納得して勝手に怨嗟えんさに満ちる狼人ウェアウルフに困惑してしまう。

（ベートさんとは、今まで、あまり話したことがない……）

　二人きりが故にベートの飲みの速度ペースが速くなっていることに気付かない中、アイズはこうして戦闘以外で彼と二人っきりで行動をともにするのは初めてだ、と思う。

　ベートはティオナ達と同じ他派閥から改宗コンバージョンした編入組。およそ六年前になるだろうか。ティオナやティオネの移籍より以前のことだ。出会った当初、ベートはアイズのことも見下していたが、ダンジョンでの彼女の戦いぶりを見てからはそれもなくなった。むしろ一目置かれたようにもアイズは感じている。

　以前の所属は【ヴィーザル・ファミリア】。

　改宗コンバージョンした理由は喧嘩けんか別れらしいとフィンに聞いたことがある。前派閥ヴィーザル・ファミリアはそのまま迷宮都市を出たそうだ。ティオナ達より長い付き合いなのに、アイズはその実ベート本人のことは何も知らなかった。

（……私が、ベートさんについて思っていることは）

　アイズが普段ベートに抱いている感情は、やり過ぎではないか、という疑問である。

　その強さは疑っていない。それに言ってしまえば、彼の『強さ』に対する姿勢は自分に近いとすらも感じている。天真爛漫てんしんらんまんに戦うことを好んでいるティオナとはまた違う闘争心だ。

　思考を重ねていたアイズは、思い切って質問した。

「どうして、ベートさんは……あんなに人を見下すんですか？」

「あァ？」

　酒を飲み続けていたベートは、既にほんのりと赤らんだ顔を持ち上げる。

　自分から口を切ったアイズを物珍しそうに眺めた後、笑みを歪ゆがめた。

「雑魚ざこは雑魚だ。自分てめぇより弱い、あまつさえ情けねぇ連中を見下して何が悪い」

　持論を展開するベートにアイズは口を閉ざす。

　駄目だ。これではいつものリヴェリアやティオナと同じように平行線になる。

　そう感じたアイズは、質問の内容を変えてみた。

「ベートさんは……どうして、強くなろうとするんですか？」

「……」

　それはベートが自分に近い、と感じるアイズが故の問いであった。

　自分と近しいならば、力への執着、ともすれば強くあろうとする動機を知れば彼の根幹に触れることができると、そう解釈したのだ。

　数秒沈黙していたベートは、くっと唇を吊つり上げた。

「はッ、珍しいじゃねえか。お前が他人に興味を持つなんてよぉ」

「……」

「自分のことを何も語らねえで、ひたすらモンスターをブチ殺しまくってた昔のお前からは、考えられねえぜ」

「っ」

　顔をしかめるアイズが反射的に口を開こうとした間際、ベートは言葉を被かぶせてきた。

「なら聞くけどなぁ、お前は俺が同じ質問をしたら、答えるのか？」

「！」

　アイズは答えられなかった。代わりに、その金色の瞳を伏せることしかできない。

　ベートは答えられないアイズを非難しようとはしなかった。ただ吐き捨てるように言葉を続けた。

「失望させんなよ、アイズ。必要ねえだろ、他人のことなんて。どうでもいいだろうが、他の奴等のことなんざ」

　真っ赤な蜂蜜酒を飲み切ったベートは、そのまま手にしていた杯を床に放り投げる。

「アイズ、お前は強い。それだけでいいんだ」

「……」

「強く在り続ければ、俺達はそれでいいんだよ」

　酒気を帯びながら、ベートはアイズの瞳を真まっ直すぐ見つめ、言い聞かせるように告げた。

「そうだ、強えヤツは何をしたって許される。何を奪ったっていい」

　だが、真剣な顔付きは一転して軽薄な笑みに変わった。

「例えば──周りにいるこの雑魚どもを、いくら酒の肴さかなにしたってなぁ！」

　賑にぎやかな喧騒を呑み込むほどの大声が、ベートの口から飛び出る。

　驚くアイズを他所に、灰髪の狼人ウェアウルフは椅子の背もたれに腕を置きながら、辺りに視線を振った。

「今に満足してヘラヘラ笑ってやがる糞野郎ども！　その馬鹿面のうざってえことったらないぜ！　毎日毎日自分てめぇより弱ぇモンスターを仕留めていい気になってんじゃねぇ！　シケた金でシケた酒を飲んで、一体何が楽しいんだっての！」

　ベートの嘲笑が響くにつれ、酒場からは話し声が消え、たちまち剣呑な雰囲気に包まれるようになった。敵意の交ざった視線がベートに殺到する。

「ベートさんっ」

「止めるなよアイズ！　何も間違ったことは言ってねえだろう！　取り柄は群がるだけ、言うことだけは一人前で、歯向かう気概もありはしねえ！」

　多くの者に睨まれるベートだったが、好戦的に笑い返すと冒険者達はその眼光の前にすぐに委縮した。

　目を逸そらし、あるいは伏せて、奇くしくも彼の罵詈雑言を肯定してしまう。

「そら、このザマだ。……吠ほえることもできねえなら冒険者なんて止めちまえッ、救えねえ腰抜けども!!」

　武具を身に纏まとった冒険者達は顔を真っ赤にさせ、怒りに拳を震わせるも、言い返すことはできなかった。恥辱を被りながら、誰もベートに牙きばを剝むかない。第一級冒険者という正真正銘の『怪物』の称号に恐れをなしているのだ。

　感情が乏しい、さしものアイズも嫌悪を滲ませながら、ベートを制止しようとしたが、

「──気に食わないね」

　先に、彼に正面から楯突たてつく者達がいた。

　店内の隅に陣取っていたアマゾネスの一団。その中で、滑らかな黒の長髪を揺らす一人の悍婦かんぷが立ち上がる。

「アイシャ・ベルカ……」

「【麗傑アンティアネイラ】だ」

　膨らむ客のざわつきが、彼女が何者であるかを語る。

　ベートとアイズにはすぐにその悍婦──アイシャとその連れが元【イシュタル・ファミリア】の『戦闘娼婦バーベラ』であることに気が付いた。多くがＬｖ．３、第二級冒険者で構成される強者達だ。

　どうやら察するに、主神イシュタルが送還されてそれぞれの派閥ファミリアに移籍した後、元仲間内で酒宴を開いていたらしい。そこへベートが水を差したというわけだ。

「腰抜けなんて一緒くたにするな。あんたの汚い声を聞いて黙っていられるほど、私達は腑ふ抜けてなんかいない。……第一級だが何だか知らないが、思い上がってんじゃないよ」

　最後の重低音の言葉には殺気がこもっていた。

　言いたい放題だったベートにアイシャは怒気を隠しもしない。彼女の背後で立ち上がるアマゾネス達も同様である。露出の高い衣装から褐色の肌を覗のぞかせながら、眦まなじりを吊り上げ、有り体に言えば『喧嘩上等』の空気を発散していた。

「はッ──雑魚が」

　続々と立ち上がる女戦士達を見つめていたベートの口が、獰猛どうもうに引き裂かれる。

　それはともすれば、喜悦の笑みであった。

「粋いきがってんじゃねーぞ、娼婦アバズレども！　蹴り殺されてーか!!」

　彼もまた、椅子を飛ばして立ち上がる。

「ベートさんっ、待っ──！」

「上等だよ、お前の方こそブチのめしてやる！」

　立ち上がったアイズの声は、アマゾネス達の雄叫おたけびの中にかき消された。

　にわかに囃はやし立てる客の声援が爆はぜ、瞬く間にベートと『戦闘娼婦バーベラ』達の大喧嘩が勃発する。

　吹き飛ぶ皿、椅子、テーブル、血の欠片かけら。

　もはや慣れ切ったように長台カウンターの中で黙々と皿を拭ふく店主ドワーフの前で、怒号と悲鳴が飛び交う。

　呆然ぼうぜんとするアイズをほったらかしにして、乱闘が繰り広げられた。




　雲に隠れる月の断片がうっすらと輝く中。

　熱に浮かされていた夜の帳とばりは、すぐに静けさを取り戻した。

　蒼白となる冒険者達の前で、床に倒れたいくつもの体が折り重なっている。

「はっ、口ほどにもねぇ」


「ぐぅッ……！」



　十人以上いた戦闘娼婦バーベラを掠かすり傷一つ負わず倒してのけたベートは、残ったアイシャの首を摑んでいた。

　真っ直ぐ突き出された右手が、最後まで抵抗を続けていた女傑の首を締め上げる。

「【凶狼ヴァナルガンド】……！」

　勝負が決まった今もなお、アイシャの瞳から闘争心は失われていない。

　これだけ痛めつけられながらまだ牙を収めない女傑に、ベートは思い切り唇を吊り上げる。

　そのまま止とどめを刺そうとすると、

「止めて」

「……」

　抜剣されたアイズの《デスペレート》が、ベートの首もとに突き付けられる。

　笑みを消したベートが見やると、【剣姫】の双眸は凍てついた光を宿していた。

　もう喧嘩は終わった。アマゾネス達が倒れた今いま、降りかかる火の粉はない筈。乱暴な正当防衛を行う必要はない。そう言外に告げている。

　毒気を抜かれたようにベートは鼻を鳴らし、アイシャを解放した。

　崩れ落ちたアイシャから、何度も咳せき込む音が響く。

「どうして……人をそんな風に、傷付けるんですか？」

　拳でも、言葉でも。

　言葉が足りないそんなアイズの問いかけに、ベートは答えなかった。

　傷を押してアマゾネス達が姉貴分アイシャのもとに駆け寄るのを脇に、少女は見つめ返しながらはっきりと告げる。

「私は、ベートさんのそういうところが……嫌いです」

「……はッ、そうかよ」

　少女の断言に、狼人ウェアウルフの青年は鼻で笑ってみせた。

「興醒きょうざめだ」と言ってアイズの前から歩み出す。長台カウンターの店主ドワーフに有り金が詰まった小袋を投げ込み、つま先を扉の方向へ。床に座り込みながら睨んでくるアマゾネス達の視線を歯牙にもかけない。

　外へ出ようとする間際、酒場中からベートのもとに集まるのは、今朝けさの【ロキ・ファミリア】のものと全く同じ、嫌悪の眼差しで。
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　横目でそれを瞥見したベートは乾いた木扉の音を鳴らし、酒場を後にした。

「……」

　眉を悲しげに下げるアイズは、口を噤つぐみながらたたずむ。

　彼女も今度はもう、追いかけようとはしなかった。
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　繁華街は人込みで賑わっていた。

　燦然さんぜんと輝く大賭博場カジノや大劇場シアターなど、光り輝く魔石灯の光から逃れるようにベートは泰然と裏道を通っていく。人工の灯りに取って代わって、月夜の蒼然そうぜんとした薄明りが辺りを照らすようになる。

　そして、誰もいない曲がり角を折れた途端──ベートはその場で蹲った。

　俗に言う『カエル座り』である。

「やっちまった……」

　先程までの憎たらしいほどの嘲笑はどこにいったのか、首をがっくりと折りながら、悄然しょうぜんとした呟きを屈かがみ込んだ石畳に転がす。

（飲み過ぎた時はいつもこうだ……舌の回りが良くなって、いつもの暴言くせに拍車がかかっちまう……）

　酔いが醒さめたベートは既に素面しらふであった。というかアイズが真顔で放ったあの『嫌い』という言葉が酒気など【吹き荒れろエアリエル】してのけた。

　ベートは自分の言動に後悔しているわけではない。今更である。だが他者の視線など蚊ほども気にしなくとも、少女アイズのアレはキツい。よくわからないがとてもキツい。最近ではトマト冒険者もとい『兎うさぎ野郎』を捕まえて『豊穣ほうじょうの女主人』でやらかしたが、今回の騒動は決定的かもしれない。

　さしものベートにも自己嫌悪の渦が発生する。同じ過ちを繰り返す自分こそ救えない冒険者だと。こればっかりは自業自得であり、臀部でんぶから生える狼の尻尾しっぽも生気を失ったがごとくしおれていた。

【凶狼ヴァナルガンド】を知る者がいれば目を疑うほど盛大に落ち込む中、「くそったれ……」と全身で溜息ためいきをつく。

　石畳にめり込もうかというほどベートが失意に沈んでいた、その時。




「いたぁーっ!!　ベート・ローガぁ！」




　腹が立つほど明るい声が、ベートの背を叩いた。

「……あぁん？」

　顔だけ振り向かせると、背後にいたのは一人のアマゾネス、それもまだ幼い少女だった。

　成熟した肢体には遠い、細い褐色の体。胸もとも──馬鹿女ティオナよりは勝っているが──膨らみかけもいいところだ。衣装は短い胴着チョッキにこれまた際どい腰布など、他のアマゾネスと比べてまだ被覆面積はあるもののやはり露出が激しい。臍へそも丸出しだ。唯一、伸ばして結わえられている黒い髪が大人っぽさに一役を買っていた。

　ベートを名指しして指を向ける少女は頰ほおを上気させ、金の耳輪イヤリングを揺らしながら、飛び跳ねる子犬のように近付いてくる。

「やっと会えたぁー！　もうずっと会いたかったんだからー！」

「何だ、てめぇは……」

　立ち上がったベートの数歩手前で、スタン！　と両足で着地を決めるアマゾネスの少女。

　あと一歩懐ふところに踏み込んでいたら右足の銀靴フロスヴィルトで蹴り飛ばすところだったが、そんなことも露知らず、少女は顔に湛たたえていた笑みに衝撃を走らせる。

「えーっ！　忘れちゃったの!?　私はずっとベート・ローガのこと覚えてたのに！」

「てめぇみてえなアマゾネスなんざ知るか。それより、さっきから気安く人の名前を呼んでんじゃねえ！」

「ひっどーい!?　私にあんな酷ひどいことしたのに！」

　人の話を聞かない少女に、ベートは露骨に不愉快な感情を表した。

　というか一々うるさい。馬鹿女ティオナとも違うやかましさだ。主神ロキがよく言う『テンションが高い』というやつか。

　いや、これは興奮しているのだろうか。

　俺ベートに会えて？

　と、そこでベートの片眉が上がる。

　彼女の容姿に見覚えはなかったが、そのキャンキャンと高い声音が記憶を刺激したのだ。

「てめえ、まさか港街メレンで一戦やった【イシュタル・ファミリア】の……？」

「うんっ、そうそう！　思い出してくれた!?」

　目をキラキラと輝かせる少女は頻しきりに頷く。

【カーリー・ファミリア】の儀式にティオナやティオネ、アイズ達が巻き込まれ、都市の外に存在する『港街メレン』に救援に向かった時のことだ。

　カーリー派と結託していた【イシュタル・ファミリア】を相手取り、『獣化』して蛙女フリュネを制したベートの背中に、無謀にも曲刀シミターで斬りかかろうとしたアマゾネスの少女おんながいた。変装していて容貌はわからなかったが、その腹に重い拳を叩き込んでやった覚えがベートにはある。

　確か、あの時とき呼ばれていた少女の名前は……。

「レナ！　わたし、レナ・タリー！　今度は忘れないでね、ベート・ローガ！」

　ベートの記憶を補完する少女──レナは自己紹介とともに、満面の笑みを浮かべた。

「あっ、そうだ！　ベート・ローガ、さっきアイシャ達と喧嘩したんだって!?　うあーっ、何で遅刻しちゃったんだ私ー!?　しっかり乗り遅れてるしー！　もったいなーい！」

　どうやら、レナはアイシャ達と同じく『焰蜂亭ひばちてい』で飲み交わす予定だったらしい。言葉通り遅刻して酒場についた後、張り倒された仲間から事情を聞いて慌ててベートの行き先を追った……そんなところだろう。

　両手で頭を抱えたり叫んだりと忙せわしないその姿を見て、ベートはそこまでは察した。

（だが、解せねえ……何なんだ、このガキ女）

　相変わらず子犬のようにころころと笑いかけてくるレナに、眉をひそめてしまう。

　ベートは自分が『嫌われ者』であることに自覚があるし、慣れている。人の悪意と害意を嘲笑で受け止めながら倍返しすることなど日常茶飯事だ。

　だがこの少女は違う。明らかにベートに『好意』を持っているのだ。

【ロキ・ファミリア】の中でも恐れられ、多くの団員達から一歩距離を置かれている一匹狼ベートに、だ。

「ねぇねぇっ、ベート・ローガ、一緒にお酒飲まない!?　アイシャ達がいる酒場に戻るのが嫌だったら、別の場所で二人きりでいいからさ！」

　……ていうか、近い。めちゃくちゃ近い。

　なんだコイツ。

「おいっ、離れろっ、何なんだテメェは!?」

「レナって言ってるじゃ～ん、ベート・ローガ！」

「そういうことじゃねえ！　つうか名前を呼ぶなっつってんだろう!?」

　さりげなく右腕に取り付こうとするレナに対し、ベートの怒鳴り声が人気ひとけのない裏通りに虚むなしく反響する。

　全くもって理解不能であった。何故こんな好意的なのかわからない。しつこく主神ロキの言葉を参照させてもらうなら『うひょー！　端はなから好感度最大限マックスやァ!!』というやつだ。

「まともに会ったこともねぇ癖くせに馴なれ馴れしいんだよ、このガキアマゾネス！」

「しょうがないじゃん、惚ほれちゃったんだから!!」

　レナを振り払おうとしていたベートはそこで、ぴたりと動きを止めた。

　頭上の狼の耳を痙攣けいれんさせながら、目の前の少女をまじまじと見る。

　熱っぽい眼差しでじーっと見上げてくるレナの瞳。

　ベートの琥珀こはくの瞳と色が近い橙真珠オレンジパールのごとき双眸は、『色』に濡ぬれた『女』の目だ。

　具体的には『獲物』を見つけた女種族アマゾネスの目──。

（──おいコラちょっと待てフザケンナ）

　目の前の女レナの顔はベートもよく知るものだった。

『雄』を求めるアマゾネスの顔。想い人フィンを地の果てまで追い回す凶戦士ティオネと同類。

　ベートの顔に戦慄せんりつが走った。

「港街メレンでベート・ローガと会って、私、変わっちゃったの。あの鋭い目に睨まれた瞬間から、じゅわ、って体が熱くなったの！」

　アマゾネスは、強い『男』に惹ひかれる。

　アマゾネスは、自分を打ち負かした『雄』に心を奪われる。

　女種族の厄介やっかいな性さがを思い出したベートは、顔に刻まれた刺青いれずみごと頰を引きつらせた。

　まさにあの港街メレンの夜、ベートはしっかりレナを打ち負かした。というか瞬殺した。『獣化』に伴う凄まじい威力の鉄拳で。

　──発情してやがる！

　ベートは状況を正しく理解してしまった。

　立ちつくすそんな彼を他所に、レナは熱を孕はらんだ吐息をつきながら、その細い顎あごに指を添える。

「それでね？　お腹を殴られたあの時、感じたの……『あ、運命だ……』、って」

　ベートは確かにこの時『悪寒』を味わった。

　腹を殴られて惚れるとか意味が分からない。アマゾネスおかしい。

「……順番がおかしくなっちゃったけど、告白させて！　ベート・ローガ!!」

　次の瞬間、がばっと顔を上げたレナは両腕を広げて跳躍ジャンプする。

「ベート・ローガ、好き!!　子供作ろう！」

　抱き着こうとする少女に、気付けば、ベートは握り拳を繰り出していた。

「ふぐぇ!?」

　一世一代の告白に対する返答、渾身こんしんの右ストレートが少女の腹に突き刺さる。

　体がくの字に折れ曲がったレナが石畳の上に墜落した。びしゃん！　と弾はじける音を聞いてベートははっと正気を取り戻す。

「お、おい……生きてるか？」

　しまった、気持ち悪くてつい力を込め過ぎてしまった。

　第一級冒険者でも悶絶もんぜつするだろう威力に、流石に心配の素振りを見せると、


「ふっ……ふへっ、ふへへへへへへぇ……！　お腹にいいのもらっちゃったよぉ……！　これで二回目ぇ……！　これ、絶対に妊娠しちゃう……！」



（なんだコイツやべぇ）

　ベートは瞬時に後退あとずさった。

　剝き出しの臍を両手で押さえて、ビクンビクンッと石畳の上で悶えているレナは恐怖の塊だった。笑みを浮かべた口から滴る涎よだれがその凶気を助長する。

　それは戦闘で決して退くことのないベートが抱いた初めての感情だった。

「……アマゾネスには碌ろくなやつがいねえ」

「ごほっ、ごほっ……え～、そんなことないよぉ。私達アマゾネスは本能じぶんに正直なだけなんだって」

　呆あきれながら呟かれた言葉に、レナが亡者のごとくよろよろと立ち上がる。

　お腹を押さえながら涙目で笑っている少女にまだ薄ら寒いものを感じつつ、ベートは半眼を向ける。

「俺はさっきも、てめぇの仲間をブチのめしたんだぞ？」

「そんなところもカッコいい！　あのアイシャ達より強いなんて痺しびれちゃうし、惚れ直しちゃう!!」

　駄目だこいつは。

　まともに相手をするだけ無駄だと悟ったベートは背を向けて、その場から歩き出した。

「あっ、待ってよ!?　どこ行くの!?」

「宿いって寝んだよ。付いてくるんじゃねえ」

　当然のように追いかけてくる少女に吐き捨てながら、歩を進める。

　と、結わえた黒髪を弾ませていたレナはそこで、首を傾げた。

「宿……？　本拠ホームじゃなくて？」

　ベートは舌打ちをつきたくなった。口を滑らせた自分の迂闊うかつさを罵倒する。

「もしかして……【ファミリア】の仲間と喧嘩しちゃった!?　もしかしなくても今帰る場所がない!?　ねぇそうでしょう、そうなんでしょう!?」

　うぜぇ。

　前に回り込み、今日一番の気持ち悪い動きで興奮するレナを、ベートはまた殴り付けたくなった。

「じゃあ私のところに来なよ！　寝台ベッドもちゃんとあるし、二人でも全然いけるよ！」

「誰が行くか！　俺がどこで夜を過ごそうが勝手だろうが！」

「でもさぁ、ベート・ローガお金持ってるの？　繁華街ここらへんの宿って全部高いよ？」

　そのレナの言葉に足を止めたベートは、二つ目の失態に気が付いた。

　──しまった、金がねえ。

『焰蜂亭ひばちてい』の弁償代として店主に格好を付けて投げ入れたあの小袋が、有り金全てだ。

　今すぐダンジョンに向かえばいくらでも稼げるが……はっきり言って面倒過ぎる。

　更に言えば、【ファミリア】以外に友人と呼べる者はいないので上がり込む場所もない。ベートは実は、というより案の定、冒険者の中でも屈指の嫌われ者だった。

　そんなベートの機微に目聡めざとく気が付いたのか、レナはスススッとすり寄ってくる。

「へいへいお客さ～ん！　今ならレナちゃんがいい宿やど教えてあげるよ～！　料金はなんと無料タダ！　しかも可愛かわいい娼婦おんなのこつき！　朝までグヘヘでムフフなことも好き放題！」

（自分で可愛いって言いやがったコイツ……）

　まるで娼館の客寄せのように誘惑してくるアマゾネスの少女を、醒めた目で見下ろすベート。

　何かを爛々らんらんと期待している橙真珠オレンジパールの瞳に、意地でも行かねえ、と決意していると……レナはきらりと目を光らせた。

「それにもしベート・ローガが来てくれないなら、私【ロキ・ファミリア】の館に行っちゃおう！　暴行を加えられたー！　って！」

「なっ!?　ふざけんなっ、【ファミリア】は関係ねえだろう!?　行ったらブチ殺すぞ！」

「惚れた雄に殺されるならそれでもいいよ！」

　まさかの脅迫にこの時ばかりはベートも焦あせった。

　普段なら痛くも痒かゆくもないが、はっきり言って今は不味まず過ぎる。酔って少女に暴行などと誤解されれば、もはやベートの派閥内の尊厳は修復不可能だ。ティオナやラウル達の目がゴミムシを見る目と化すだろう。まさか本当にレナを始末するわけにもいかない。

　恐るべきは自派閥の迷惑を顧みず都市最大派閥ロキ・ファミリアに突撃しようと考えているこの少女おんなだ。後先考えず欲望を満たすその姿勢は本能に忠実なアマゾネス故か。

　憤懣ふんまんという名の激しい懊悩おうのうが発生する。

　顔を怒りに燃やしながら唸っていたベートは、歯を嚙み締めながら、呻うめき声を出した。

「……これっきりだっ。今日泊まったら、二度と妙な真似をするんじゃねえぞ！」

「やったー!!　だいじょぶだいじょぶ、二度と強請ゆすったりなんかしないから！　このネタでは！」

「おいテメェ!?」

　ぐらぁ!?　と吠えるベートにお構いなしにレナはその場で飛び跳ねる。

　頰を桜色に染める少女はベートの腕を取って歩き出した。

「さっ、行こう！　宿よりずっといい場所、教えてあげる！」

「おいこらっ、引っ付くんじゃねえ!?　離しやがれえええええええ！」
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　引っ張っては振り解ほどきながら格闘して進むこと数十分。

　レナが案内する場所はオラリオの南東、第四区画に存在した。

「おい、『歓楽街』じゃねーか……」

「ち、違う違う！　別に娼館おみせに連れ込んでぼったくろうってわけじゃないよ！」

　妖あやしく輝く桃色の魔石灯、淫靡いんびな麝香じゃこうの香りが漂う『夜の街』に、ベートがまるで『ゴブリン』を見るような目付きでレナを見下ろしていると、彼女は必死に否定した。

『仲間ファミリアと仲違なかたがいした後すぐ女を侍らせて歓楽街』などという醜聞が広がりでもすれば体裁が悪過ぎるので、人目から隠れるように裏通りを移動していく。レナが目指したのは南東のメインストリートを挟んだ対岸、歓楽街の北側に当たる第三区画だった。

「イシュタル様が送還されて、別の【ファミリア】に移ったけど、改宗コンバージョン早々ホームに男を連れ込んじゃうと流石に私もばつが悪いもん」

「そもそもホームに他派閥よその団員やろうを入れる時点で問題だろうが……」

「だから！　『隠れ家』に行くの！」

　道中そんな風に説明するレナは、立ち入り禁止区域にひょいと軽い調子で侵入した。

　管理機関ギルドに雇われている見張りの冒険者をあっさりとやり過ごし、ベートを引き入れる。

「ここは……【イシュタル・ファミリア】の領域テリトリーか」

「元、が付くけどね」

　栄華を極めしかつての淫都いんとは、主神あるじを失い、瓦礫がれきと焼け跡を残す退廃の都みやこと化していた。

　軒を連ねる娼館はほとんどが半壊状態。壁を破られ、屋根の一部が吹き飛び、鎧戸よろいどの破片が地面に散乱している。中には通りごと火の手に巻かれた大娼館もあった。多くの魔石灯が沈黙し、区域全体が月夜の闇やみに覆われている。当然、人の気配は全くない。

　随所に破壊の爪痕を残す光景は、まるで敵国に攻め入られ陥落した城下町のごとくだ。視界の奥では【イシュタル・ファミリア】の本拠ホームであった巨大建造物、『女神の宮殿ベーレト・バビリ』がやはりあちこち破壊された様相でそびえている。

【フレイヤ・ファミリア】との抗争──美神の派閥の電撃侵攻によって一夜のうちに壊滅した淫都いんとの成れの果て。再開発が予定されている復興区であった。

「【フレイヤ・ファミリア】にやりたい放題壊こわされちゃったけど、まともな館も結構残のこってるんだよ。はい、到着！」

　レナが言う『隠れ家』は、第三区画の中でも南東端の巨大市壁寄りに存在した。

　大陸中央カイオス砂漠の文化圏の色を濃く反映した四階建ての建物。塗り固められた石材は白く、意匠が凝らされた窓など外観も適度に品が良い。生きていれば高級娼館の一つであっただろう。他の建物に隠れた裏通りという立地から言って、名の知れた上級冒険者や他国の要人達がお忍びでよく通いそうな店だった。

　くだらなそうな目をするベートは、もはやレナになされるがまま中へ入る。

「アイシャくらいにしか知られていない、私だけのお城なの。移籍先の【ファミリア】の部屋が空くつい最近まで、使ってたんだ」

　無人の娼館は内装も洒落ていた。玄関に隣接するホールにはうっすらと埃ほこりを被った天鵞絨ビロード張りの長椅子ソファー、色鮮やかな豪奢な絨毯じゅうたん、高そうな壺つぼ、様々の調度品がしつらえられている。廃墟になった今、物盗りが多発してそうだなとベートが思っていると「再開発が予定されてるから、貧民街ダイダロスどおりから降りてくる浮浪者もすぐに見張りの冒険者に追い払われちゃうんだ」とレナがご丁寧に説明してくれた。

「で、私達も気付かれちゃうと面倒だから、灯りをつけるのはナシね？」

　そんな風に両手を合わせてお願いもされる。勝手にしろ、とベートは投げやりに答えた。

「部屋は適当に使っていいんだな？」

「あ、待って待って!?　上っ、上がいいよ！　最上階！　一番いい部屋だし、使う分にはまだ全然大丈夫だから！」

　勝手に探索しようとするベートを慌てて制止し、レナは最上階を強く薦めてきた。

　胡乱うろんな目を向けると……少女は艶つやのある己の髪に右手を伸ばす。

　しゅるり、という音を立てて青い髪留めが解かれると、結わえていた長い髪が背中に広がり、ぐっと色気が増した。まるで幼気いたいけな少女から『色』を知る大人の女に変わったかのようだ。目を細める子猫のような笑みが急に扇情的になる。

　が、ベートは無反応だった。

　脚衣のポケットに手を突っ込んだまま、白けた面つらでずかずかと階段を上がっていく。

「えっ……も、もぉー！」

　階下から聞こえる癇癪かんしゃくの声など無視し、最上階、僅かに隙間すきまの開いている扉を蹴り開けた。

　ホールのものより一層格式高い絨毯に、魔石灯の代わりに備えられた雰囲気作りの燭台しょくだい。十人は優にくつろげる大部屋で、長い支柱が備わった特大寝台ベッドが壁際にある。貴賓室ビップルームなどという言葉が浮かんだ。

　鼻を微かすかにくすぐるのは、さっき利用していたと言っていたレナの残り香か。ベートは口もとに皺を寄せてしまった。

「絶対ぜってえあの趣味の悪い寝台ベッドは使わねえ……」

　他の連中が盛った場所なんて死んでも御免だったので、窓辺付近の床にぞんざいに腰を落とす。柔らかな絨毯が体を受け止める中、ふと横に視界を開けば、開け放たれている窓から歓楽街の景色が一望できた。

『夜の街』の中で最も高い美神の宮殿が奥にそびえている光景は、控え目に言っても絶景であった。

「はッ……いいご身分じゃねえか」

　女に導かれるまま、退廃の都を見渡せる特等席で一夜を過ごす。

　一時的とはいえ派閥を追われた自分自身を皮肉るベートは、しばし景色を眺望した。

　ややあって今度こそ寝転がり、頭の後ろに両手を組んで、目を閉じる。

　散々飲んだ酒も手伝ってか眠気がすぐに押し寄せてくる。涼やかな夜気に肌を撫なでられながら睡魔に身を委ゆだねようとすると……がちゃ、と。

　部屋の扉が静かに開く音が鳴った。

「──ベート・ローガぁ」

　甘い猫撫ねこなで声が、ベートの狼の耳を震わせる。

　レナだ。しかも衣装が変わっている。
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　より布の面積が広くなった黒の夜衣ネグリジェ……だがほとんどが透けて見える薄布ヴェールの仕様で、もはや下着と言って相違ない。しなやかな体の線ラインは美しく、ほんのりと火照ほてっている瑞々みずみずしい肌が『雄』を惑わす蠱惑的こわくてきな色香を漂わせている。

「ねぇ、嫌なこと忘れて……気持ちのいい夢を見よう？」

　微笑を浮かべ、ほっそりとした足の指がしずしずとベートのもとまで赴いた。

　膝ひざを折ったレナから漏れる熱を孕んだ吐息。鍛えられた雄の肉体に覆い被さろうと少女の体が傾いていく。

　アマゾネスの本能に焦こがれる少女が目論もくろむことはただ一つ。子作りである。

　振りかけられた香水に混じる麝香の匂においは男を殺す気満々マンマンであった。薄い肩を月明りに濡らしながら、レナは寝そべる狼人ウェアウルフに己の肢体を重ねようとして──。

「寄るな」

「ぎゃん!?」

　派手に蹴り飛ばされた。

　寝た姿勢から振り上げられた脚にしたたかに蹴られ、宙を舞ったレナの体は音を立てて床に転がる。ベートはしち面倒臭そうに尖とがった犬歯を剝いた。

「えーっ、噓うそでしょー!?　この状況で普通、寝ちゃう!?　襲ってくれないの!?」

「騒ぐと見つかるんじゃねえのか、ガキ女」

　がばっと勢いよく起き上がったレナだったが、はっとして口を両手で塞ぐ。だがすぐに頰を膨らませたかと思うと、猫のように四つん這ばいになって再び近付いてきた。

「ねー、まぐわおうよ～。一緒に頑張って、子供を作ろうよ～。私を孕ませてよ～」

「うるせぇ黙れド淫乱」


「なんで手を出してくれないのぉ～～？　やっぱりアイシャ達みたいにたわわに実ってなきゃダメ？　それともベート・ローガ、不能？　もしかして男色なの？」



「殺すぞッ」

　ミャーミャー鳴いてこっそり手を伸ばしてくるレナをベートは散々迎撃した。

　接触は勿論もちろんすぐ隣で寝ることも許しはしない。宙に舞うこと数度、特大寝台ベッドの上に不時着したレナは「うあー！」と叫んでとうとう仰向あおむけに倒れ込んだ。

「こんな筈じゃあ～。ベート・ローガを私なしじゃ生きていけない体にするつもりだったのに～」

「悪意ありありじゃねえか」

　しくしくと泣きながらアマゾネスの少女は寝台ベッドの敷布シーツを濡らす。

　ようやく去った嵐に棘とげが滲んだ嘆息をつくベートは、部屋の天井てんじょうを見上げた。

「ねぇ、なんで私じゃダメなの？」

「てめぇに限った話じゃねえ。俺は雑魚が嫌いだ。一緒に寝でもしたら弱さが移る」

「え～っ、ベート・ローガより強い女なんて、そうそういるわけないじゃん」

「……」

　敷布シーツにくるまるレナの声に、一度無言になる。

　寝返りを打ったベートは目を閉じる寸前、忌々いまいましそうに呟いた。

「……俺は、弱い女が一番嫌いだ」
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　ちくしょう、やっぱりだ。

　嫌な予感はあったのだ。たゆたう意識の中でベートはそう思った。

　こういう時に限って、記憶かこの夢を見るのだと──。




　それは狼人ウェアウルフの半生だった。

　ベート・ローガは大陸北方の大地で生を受けた。迷宮都市はおろか他の大都市や国々とも無縁な放浪の獣人部族。遊牧民とも異なり、もっぱら狩りをして日々を過ごす屈強な『平原の獣民じゅうみん』、その族長の子として生まれたのだ。

　屈強な父親と豪快な母親、そして後から生まれた妹。長に許された大型のテントを出れば、人懐なつこい笑みを浮かべて待っている狼人ウェアウルフの兄貴分達。部族の全員がベートの家族だった。

『弱肉強食──ベート、忘れるなよ。いつだって自分てめえの牙を磨け』

　誰よりも強かった父親は、何度もその教えをベートに説いた。

　崇拝する神など持たない部族は女子供に至るまで精強であった。恩恵ステイタスを授さずからずとも地上のモンスターなど一蹴し、時には不義理を働いた隊商キャラバンも護衛ごと叩き潰つぶす。彼等には月夜に覚醒かくせいする種族の大いなる力はもとより、野生の技術と知恵──部族の歴史たる『技と駆け引き』が蓄えられていた。徒党を組む『平原の獣民じゅうみん』は下級の眷族ファミリアにも決して負けはせず、近隣諸国や神の派閥から勧誘の使者が派遣されることもざらであったが、ベートの父親は先祖の教えに従って拒み続けた。

　大自然の流れに身を任せ、生きては朽ち、朽ちては生まれる。

　教えに則る父親と、戦士達の勇ましい姿は、幼いベートにとって誇りだった。

『おはよう、ベート』

　ベートには同じ日に生まれた幼馴染おさななじみの少女がいた。狼人ウェアウルフには珍しいくすんだ金の長髪。同世代の子供の中でも光り輝く宝石のように美しく、可憐かれんだった。成長するにつれ当然のようにベートは異性への感情を抱き、そしてこれも当然のように少女を巡って他の男児と争うことになった。

『欲しけりゃ奪え』。部族の単純な教えに従ってベートは牙を磨き続け、子供達の中でも最も強くなった。そしてまんまと少女を勝ち取ってみせた。『……強くなくたって、一緒にいるのに』と風かぜにかき消えそうだった少女の温かな呟きは、ベートが唯一持つ甘く純粋な思い出かもしれない。

　部族に似合わぬ大人しい彼女は、弱かった。驚くほど脆弱ぜいじゃくだった。

　ならばベートは自分の牙がより強固になればいいと身を鍛えた。父親に頼み込んで戦士の一員として扱ってもらい、大人達の狩りにも幾度となく加わった。ゴブリンやオーク程度なら一人でも悠々と倒せるようになった。

　雄大な山々に囲まれた緑の丘で、幼馴染に見守られながら、時にはませた妹も加わって、ベートは己の牙を磨きながら日々を過ごしていった。

　そして、ベートが十二歳の誕生日を迎えた年。

　その時はあっさりとやって来た。





『親父、おふくろ、ルーナ…………みんな』



　金色の月が出た夜。

　部族は死に絶えた。

　全滅だった。

　突如として平原に出現した『怪物』に、皆殺しにされたのだ。

　たった一人、ベートを除いて。

　これは後から得た知識であるが、その『怪物』は世界の三大秘境の一つ──北の最果てに存在する『竜の谷』から降りてきたらしい。

　羽ばたくことのできない翼を有する禍々まがまがしき巨獣はその鱗うろこをもっていかなる攻撃も跳ね返し、咆哮ほうこう一つで獣人達の鼓膜を割り、月の光を浴びて覚醒した戦士達をもあっさりと喰くい殺した。父親と母親は八つ裂きにされた。妹は踏み潰された。ベートは、運が良かった。『怪物』の爪に顔を撫でられた後、岩場に突っ込み、戦いが終わるまで意識を断たれていたから。

　岩石の割れ間から這い出て、ぼろぼろになった体を引きずると、視界に広がったのは夥おびただしい鮮血と戦士達の肉塊、そして地平線の彼方かなたに消えようとする『怪物』の黒い影だった。

『怪物』はベート達たち部族に取って代わり、『平原の主ぬし』となったのだ。弱者を喰らって糧とする強者の特権をもって。

　その日、ベートは全てを失った。

　モンスターによる無慈悲な蹂躙じゅうりん。

　この広い世界では日常茶飯事で、何の面白おもしろみもない、神も飽き飽きしたような悲劇だった。

『弱肉強食』。

　父から常に教えられていた理をベートは正しく理解した。これが世界。これが摂理。これが真理。弱者はささやかな幸せも一瞬で取り上げられる。今まで屠ほふってきた獲物のように、今度はベート達が『獲物』に回っただけ。とても単純だった。単純過ぎて、胃の中の全てのものをブチまけた。

　強者は何をしても許される。何を奪ってもいい。

　弱者は何をされても抗えない。何もかも奪われる。

　弱者であっては、生き残れない。

　父親は弱かった。部族の戦士達も弱かった。母親も、妹ルーナも、俺ベートも──そして半身を喰い千切られて無残な肉の塊と化した、幼馴染アイツも。

『レーネ……！』

　ベートは哭ないた。

　顔を焼く深い傷を野放しにしながら、血の涙と一緒に哭き続けた。

　月の光を浴びて、一匹の獣に成り下がりながら、夜天に向かって吠え続けた。




　部族の最後の生き残りとなったベートは、故郷である平原を捨てた。

『平原の獣民じゅうみん』の教えに逆らって、人が集まる場所を目指した。弱者だった部族の再興に意味はない。弱者が固まってもまた奪われる。淘汰とうたされてしまう。だから未練ごと切り捨てた。

　ベートが求めたのは『強さ』だった。もう二度と折れることのない『牙』だった。弱者の肉を削そいで、強者を喰らい返すことを誓ったのだ。あの『平原の主ぬし』を打ち倒すことを。

　ベートは部族に立ち寄った行商から聞いたことがあった。大陸の最西端には、世界三大秘境の一つ、『ダンジョン』を有する迷宮都市が存在するらしい。そこは世界の中心で、多くの神々と、最も強い『冒険者』が集うのだと。

　強さを求めるベートの旅が始まった。

　左の顔面に刻まれた傷跡は、『魔法』や道具アイテムなら跡形もなく消えるにもかかわらずそのままにして、更に刺青を彫った。

　己の弱さへの誡いましめ。弱き頃の象徴を顔に刻んで、忘れないようにした。

　何も失うことのない、強者への飢えをも一緒に喚起するように。

　彫師の手で刻まれた、目もとから頰にかけて稲妻のように走る刺青を見た時、ベートは笑ってしまった。

　それはまるで、己が望んでやまない『牙』のようだったから。




　強さへの飢えと、弱さの象徴が一体となった──狼の『牙』。
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「……ちッ」

　目覚めたベートが行ったことは、舌打ちだった。

　頰の刺青が放つ幻痛を、過去の残滓ごと振り払い、眉間に皺を刻む。

　と、

「──あ」

　まるでその舌打ちを誤解したように、寝ているベートに忍び寄っていたアマゾネスの少女が硬直した。

　ちなみに全裸である。

「……何をしてやがる」


「え、えへへへ…………夜這いならぬ、朝這い？」



　髪を解いたレナの答えを待たず、ベートは蹴りを見舞っていた。「ふぎゃー!?」と部屋の隅にすっ飛ぶ少女に再三舌打ちを放ちながら、起き上がる。

　窓の外は暁闇ぎょうあんの空が広がっていた。この『隠れ家』が背にしている巨大市壁から、白んだ空の光がうっすらと歓楽街を照らしている。レナの接近に気付かないほど没入していた『夢』に、心中で悪態を吐きつつ、ベートはしばらく早朝の歓楽街を眺めた。

（しばらく本拠ホームに帰れねえとはいえ、何もしないわけにはいかねえ。まずはダンジョンで小銭を稼ぐとしても……フィン達の方は『アレ』の在処ありかを探るだろう）

　視界奥にそびえる巨大な宮殿を──美神の住処であった城を鋭く見据える。

　部屋の隅で悶え苦しんでいるレナに、ベートは振り向いた。

「おい、ガキ女」

「なにぃ、もぉ～？」

　涙目になって見返す少女に、ベートは告げた。

「妙な記号が刻まれた、赤い『鍵かぎ』を知ってるか？」
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　石の通路に冷えた空気が流れている。

　そこは日の光とは無縁な地下迷宮だった。

　数多あまたの水黽ミズグモのモンスターが気色悪い音を奏でながら闊歩かっぽする中、迷路の奥より激しい声が響き渡ってくる。

「あの糞ボケの女神め！」

　荒々しい声の主は毛皮ファー付きの長外套オーバーコートを纏う一人の女だった。

『人造迷宮クノッソス』奥部、様々な壁画を有する遺跡然とした回廊。

　そこで闇派閥イヴィルス残党の幹部、ヴァレッタ・グレーデは怒声をまきちらしていた。

「あれだけ協力してやったにもかかわらず、あっさり【フレイヤ・ファミリア】にやられやがった！」

「フレイヤの動きが予想外だったからねぇ。計画通りことが運んでいれば、いい線いっていたと思うけど」

　彼女の怒声を受け止めるのは軽薄な笑みを浮かべる死神、タナトスだ。

　周囲にいる位の高い団員達に見守られながら、ヴァレッタは主神の前で激昂する。

「今更そんなこと言っても意味ねぇだろう！　一番ヤベぇのは、あの女神おんなに預けてた『鍵』も行方ゆくえ知れずなことだ！」

　闇派閥イヴィルスの残党は人造迷宮クノッソス増設のため、出資者スポンサーとしてイシュタルにあるものを譲っていた。

　それが『鍵』。

　正式名称は『ダイダロス・オーブ』。

　迷路内の随所に設置された最硬金属オリハルコンの『扉』を開けるための魔道具マジックアイテムだ。

　その行方が今、わからなくなっていた。

「確かにそれは不味いけど、瓦礫になった歓楽街を中心に探させているんでしょう？」

「見つかんねーんだよ、ちっともなァ！　あれがフィン達のもとに渡れば目も当てられねぇってのに……！」

　破壊不能、脱出不能。それこそが人造迷宮の最大の武器だ。だが『鍵』が渡ってしまえばその圧倒的な優位性が崩れることになる。ヴァレッタは爪をぎりぎりと嚙みながら、仕留め損ねた仇敵フィンの顔を思い浮かべて憎悪に満ちる。

　今ここに、ヴァレッタ以外の主要人物はいない。名工ダイダロスの系譜のバルカも、怪人クリーチャーのレヴィスもだ。面倒事は全てヴァレッタ達に押しつけて勝手に行動している。前者はどうせ壊れた迷宮の修繕か穴掘り、後者はまだ『精霊』のお守もりでもしているのだろう。

　糞共がっ、と吐き捨てる彼女の苛立いらだちが増す。

「タンムズの野郎はどこに消えやがった……！」

　美神イシュタルの青年従者の顔を思い浮かべながらヴァレッタは唸った。女神の忠実な右腕として信頼され、この人造迷宮にも何度も連れてこられている。そんな彼は【フレイヤ・ファミリア】との抗争があったあの日の夜から消息を絶っていた。

「どうするの、ヴァレッタちゃん？」

「……あの女神おんなの本拠ホームを中心に『鍵』を探すッ。【ロキ・ファミリア】に先を越されるわけにはいかねえ！　お前等、行け！」

　はっ！　というかけ声とともに【タナトス・ファミリア】の団員達が駆け出していく。

　この状況も楽しんでいるかのように目を細める男神にもまた、神経を逆撫でされながら、ヴァレッタは舌打ちを放った。


















「人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』の在処ありかを突きとめる」

　朝の会議ミーティング。

【ロキ・ファミリア】の大食堂の中で、フィンは団員達に向けて告げた。

「まず間違いなく闇派閥イヴィルスの残党が全て確保していると思われるが……一つだけ、目途がある」

「港街メレンに食人花を運んでいた、【イシュタル・ファミリア】ですね？」

「ああ。神イシュタルが連中と深く関わっていたのは間違いない。彼女が『鍵』を持っていた可能性はある」

　ティオネの弁を肯定しつつフィンは声を打った。

「【フレイヤ・ファミリア】の電撃侵攻によって、神イシュタルは闇派閥イヴィルスと連絡を取り合うこともできなかった筈はずだ。あの混乱の最中で失われたか、あるいは眷族けんぞく達が在処を知っているか……その可能性に賭かけるしかない。今日から全員で『鍵』を探してもらいたい」

　それを聞き、団員達の顔が引き締まった。

「歓楽街の捜索と並行して、他ほかの派閥に散らばった元【イシュタル・ファミリア】の団員に接触し、情報を集めてほしい。勿論もちろん、極秘にね。さて、ここまでで何か質問はあるかい？」

「はいはーい。内容についてじゃないけど、リヴェリアはー？　どこにもいないけど」

　いつものようにティオナが手を上げ、思ったことを口にする。

「リヴェリアにはお使いを頼んでる。こんな朝早くから申し訳ないけどね」

「ふぅーん。……じゃ、あと、あの狼おおかみ男は？」

「ふふっ、気になるかいティオナ？」

「べっつにぃー。ただサボってるのが許せないだけ」

　ティオナはぶすっとした顔を隠さなかった。ベートに暇が出されていることを、彼女を含め団員達は知らない。良くも悪くも狼人ウェアウルフの青年を気にはしているティオナに笑みを漏もらしながら、フィンは煙に巻いておいた。

「ベートは今頃いまごろ鼻はなを鳴らして何かを探しているんじゃないかな？　さ、これ以上質問がないなら捜索の組と事情聴取の組を分ける。……それじゃあ、ロキ。あとは」

「オッケーや、任せときー」

　団員達に指示を言い渡す寸前、フィンは側にいるロキの耳に顔を近付けた。

　立ち上がる団員達が各々の班を作ってざわめきが起こる中、ロキは喧騒を縫ってアイズのもとにこっそり近付いた。

「アイズたん、お願い聞いてもらってもええ？」

「ロキ……？　なに？」

「お仕事やりながらでええから、それとなくベートの様子も見といてくれへん？」

　ロキの言葉に、アイズは軽く目を開く。

「ハブられて可哀相かわいそうっちゅうのもチョッピリあるんやけど、まぁ、ベートはベートやからなぁ。みんなの前ではあんな憎まれ口叩たたいとったけど、手がかりを探す筈や」

　その朱色の瞳ひとみには眷族に対する信頼があった。

　アイズ達が仲間に抱くものとは違う、神おやならではの信頼だ。

「敵は地上では仕掛けてこんやろうし、ベート自身も流石さすがに迷宮街ダイダロスどおりには突っ込まんと思うけど、何かするかもしれん。ちょっと探しといてくれ」

「……でも、私は……」

「ん？　どうしたんや、アイズたん？」

「ベートさんに、嫌い、って……言っちゃった」

　うつむきながら、そうこぼす。

　言葉足らずの彼女から昨夜の出来事を聞き出したロキは、やがて腹を抱えて大笑いし出した。

「だひゃひゃひゃー！　そりゃアカン、ベート息してないでホンマー！」

「だから、その……私が会いにいくと、駄目だって……」

　しゅんとするアイズに向かって、笑うのを止やめたロキは子供に語りかけるように問うた。

「アイズたんは、ベートと今の【ファミリア】のこと、どう思っとる？」

「……私は、ベートさんに嫌い、って言っちゃったけど……」

　穏やかな目をするロキの前で、アイズは自分の胸の内を見つめ直すように、探り出した言葉を口にする。

「また前みたいに、ティオナ達がベートさんと喧嘩けんかして……ラウルやレフィーヤ達が慌あわてて止めて……それを見て……みんなが笑う、ような……」

「うん」

「……そんな、いつもの【ファミリア】に、戻ってほしい……」

　金の瞳がちらりとティオナやティオネの様子を窺うかがう。ラウル達も含め、何かが物足りず、ぎこちなくなっている【ファミリア】の景色を。

　顔を上げて自分の思いをしっかり口にしたアイズに、破顔したロキは子供に満点を言い渡すように金の髪をくしゃくしゃとかき混ぜた。片目を瞑つむるアイズはくすぐったそうにしたが、拒もうとはしなかった。

「うちも同じ気持ちや。今のティオナ達は頑固になっとるから、それをできるのはアイズたんしかおらん、とも思っとる。フィン達は色々しがらみがあるしな」

「……」

「不安やったらレフィーヤ辺りに力を借りてもええ。どや、頼まれてくれへん？」

「……うん。わかった」

　短く返事をしたアイズに、ロキはもう一度笑みを浮かべて肩を叩く。

　団員達が部屋をぞろぞろと出ていく中、アイズは晴れている窓の外に視線を飛ばした。
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「変な記号が刻まれた魔道具マジックアイテム、かぁ……」

　東側の巨大市壁の影に覆われる歓楽街の一角、高級娼館を利用した『レナの隠れ家』。

　本来ほんらい娼婦達の生活空間として与えられた一階の居室リビングで、運んで貯め込んでいた食料のパンをはむはむと頰ほお張りながら、レナは手もとの羊皮紙を見下ろす。

　紙には雑ながら要点は押さえた、ベートの素描スケッチが描き込まれていた。

「この魔道具マジックアイテムを探してるんだ？　ところで……何でご飯食べないの？」

「てめぇにこれ以上借りを作ったら、面倒臭ぇことになる」

「えぇ～、そんなことないってー。私の手作り料理なのにー」

　だからだっての、とベートは聞こえないように呟つぶやきを転がす。

　レナとテーブルを挟む彼の目の前には、切る、焼く、盛もる、といった簡潔なアマゾネス料理が並んでいた。

　薄切スライスされた干し肉とパン、チーズと蜂蜜はちみつの瓶びんを一瞥いちべつしつつ、視線を上げる。

「てめえ等の元主神イシュタルがこれを持っていたかもしれねぇ。何か心当たりはあるか？」

「う～ん……」

　魔石製品によって冷蔵されていたミルクを飲み干すレナは、『Ｄ』の記号が刻まれた球体の素描スケッチを見て、ちらりとベートの顔を窺う。

「……これに間違いない、とは言い切れないけど、心当たりはある、かも？」

「本当かっ？」

　卓に手をついて身を乗り出すベートに、レナはもったいぶりながら頷うなずく。

「それを教えろ！」

「えー、タダじゃあなぁ」

「あぁ？」

「私、昨日さんざん恥をかかされちゃったし……何か見返りが欲しいなぁー」

　瞑目めいもくしながら笑みを浮かべ、思わせぶりなことを口にする少女に、ベートの頰がひくつく。

「てめぇ……ブチのめされてえのか？」

「ベート・ローガ乱暴らんぼー。いいの？　ここは交渉のテーブルだよ？　商談相手の気分を害したら台なし……アマゾネスの私でもわかるなぁ～」

「ごちゃごちゃ抜かしてんじゃねえ！　本当に体に直接聞くぞ!?」

「きゃっ、体に無理矢理聞くなんて、ベート・ローガ朝から大胆！」

「都合のいい解釈してんじゃねえ!?」

　昨夜に引き続き、ぐらぁ!?　と怒鳴るが、頰を両手で挟んで身をよじるアマゾネスの少女には何の意味もなかった。

　やりにくいったらない。これが普通の冒険者なら、ベートが襟えり首を摑つかんで凄すごみさえすれば片が付いていただろう。だが、目の前の相手は怯おびえるどころか喜んでしまうのが始末に悪い。というか気持ち悪い。

『嫌悪』でも『恐怖』でもなく、『好意』とはこんなに厄介やっかいなものだったか。

　今更ながらベートはティオネに粘着されるフィンの気苦労が真の意味で理解できたような気がした。今まですまねぇ、と謝罪してやりたいほどに。

「てめぇ以外のアマゾネスから聞き出すって方法もあんだぞ！」

「私以外はこの魔道具マジックアイテムについて知らないかもよ？　それに、港街メレンの時もそうだけど、昨日大喧嘩した相手にアイシャ達が口を割るかな～」

「ぐっ……!?」

　正論であった。『いけ好かない狼人ウェアウルフ』として覚えられたベートは情報を聞き出すどころか唾を吐かれることだろう。交渉の余地が残っているのはこのレナ以外存在しない。

　声を詰まらせるベートに、レナは指で輪っかを作り目配ウィンクしてみせた。

「情報を買う時はしっかり代金を……冒険者の決まりじゃない？」

　ベートは、尖とがった犬歯をあらん限りに嚙かみ締める。

　もう一つ、目の前の少女が手に負えないのは、求めているものが金を始めとした真っ当な『情報料』ではないということだ。

「……何をすりゃあいいんだっ、言えっ」

「じゃあ、子作り──あっウソウソ冗談だって！」

　拳こぶしを固めて本物の殺意を放つベートに、レナは慌てて訂正する。

　汗を湛たたえて考える少女は、ぱっと笑いながら言った。

「デートしてよ、ベート・ローガ！」
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　朝日が市壁を越えて、都市が活気付く頃。

　北西のメインストリート、通称『冒険者通り』は今日もダンジョン探索に繰り出そうとする亜人デミ・ヒューマン達で溢あふれていた。その近辺に建つ【ディアンケヒト・ファミリア】の施設、純白の治療院にも多くの者が足を運んでいる。

　そんな中、ハイエルフのリヴェリアは施設奥の商談部屋にいた。

　彼女と対面しているのは、白銀の長髪を流すヒューマンの美少女、アミッド・テアサナーレである。

「例の短剣について、何かわかったか？」

「検証は済ませました。その上で言わせてもらいますが……この武器は、異常です」

　硬い声音で返答するアミッドが視線を下げるところ、机の上には黒塗りの短剣があった。

『不治の呪のろい』を宿した『呪道具カースウェポン』である。

　リーネ達の遺体を回収する際、アイズが人造迷宮クノッソスから持ち帰ったものだった。

「凄すさまじい『呪詛カース』……あの日フィン団長を解呪する際も、流通している道具アイテムでは意味をなしませんでした。多大な精神マインドをそそいだ私の『魔法』で、ようやく……」

　当時の記憶を振り返りながら、アミッドは小さな手を握り締める。

「私の体で試しましたが、防呪の装身具アクセサリーや魔道具マジックアイテムでもこの剣つるぎの呪いは防げません」

「防御手段はなく、解呪も【戦場の聖女デア・セイント】にしかできない強力な『呪詛カース』、か……」

　従来の装備や道具アイテムでは、防げもしなければ治すこともできないと語るアミッドの声音は危機感に満ちていた。更にリヴェリアをして危惧を抱かせるのは、この呪われた武具が一振りではないということ。

　アイズやフィンが交戦した怪人レヴィス、リーネ達の側に放置された短剣、掠かすり傷程度で済んだがティオネも相手取った暗殺者アサシン達が使用していたと言っていた。

　厄介な武器の作成者が最低でも一人、敵の中にいるということだ。

「この『呪道具カースウェポン』を作成した呪術師ヘクサーは……常識の埒外らちがいです。およそ私達の想像が及ばないほどの能力、あるいは妄執の持ち主……」

　顔も知らぬ、しかし確実に常軌を逸した呪術師ヘクサーをアミッドは恐れた。
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　リヴェリアも同じ思いである。

　闇派閥イヴィルスの残党に『呪道具カースウェポン』が行き届いている可能性がある。何の対策もなければいたずらに犠牲者が増えるだけだ。人造迷宮クノッソスを攻略する上で、『鍵』の入手と並行してこの問題を何とかしなければならない。

「注文していた解呪薬は、作れそうか？」

「……はっきり申しまして、難しいというのが実状です」

　既に何度も作製を試みているのだろう、アミッドの相貌には疲労が蓄積されている。透き通るような色白の肌が故に、その疲労の色は痛ましいほどに浮いていた。

「ですが、やります。……こんな武器、あってはいけない」

　しかし、アミッドは強い意志をあらわにした。

　精緻せいちな人形のような彼女が滅多に見せることのない、感情の発露である。

　呪いの短剣を睨にらみつけた後、リヴェリアを見返した。

「この呪い、私が殺します」

「……頼む」

　まさしく聖女の誓いのように告げる少女に、リヴェリアもまた懇願した。
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　切り上げられた曲刀シミターが、モンスターの顎あごを断つ。

『グゴオオッ!?』

「よっ！」

　そのまま刃が翻ひるがえり、牛頭人体の『ミノタウロス』の首を宙に飛ばした。

　結わえられた黒髪が薄暗い岩窟の燐光りんこうの下を横切る。

　軽かろやかにモンスターを仕留めたレナは、前方に広がる群れへ躍りかかった。

「ベート・ローガ！　ほら、いこー！　デート、デート！」

「男と女の遊びは、いつから血生臭くなったんだっての……」

　凶暴な怪物と斬り結びながら笑顔で手を振ってくるアマゾネスの少女に、ポケットに手を突っ込むベートは憮然ぶぜんとしながら、飛びかかってきた黒犬ヘルハウンドの頭部を片足一本で爆砕させた。

　ダンジョン中層域、『岩窟の迷宮』。

　第三級冒険者が根城とする17階層にベートはいた。

　レナが要望したのは、男女の情緒もあったものではない『ダンジョン・デート』だったのだ。

　戦って殺しながら親睦を深め、二人の仲を深めようという女戦士アマゾネス流の物騒な交際術。これがこの種族では当たり前なのか、レナが特別なのかベートには判断がつかない。

　寝やるか、戦やる。

　この二つしかアマゾネスの頭にはないらしい。デートと聞いて苦虫を嚙み潰つぶしていたベートからすれば、はっきり言って大助かりではあるのだが。

「見て見て！　この白兎アルミラージ、可愛かわいいー!!」


『キュィィィィィ!?』



「言ってる側から仕留めるんじゃねぇ」

　愛くるしい兎うさぎのモンスター『アルミラージ』にはしゃぎながらスポーン！　と体術で放り投げるレナ。通常のデートとはあまりにもかけ離れた物騒な光景に、レフィーヤ辺りがここにいたなら卒倒したことだろう。

　少女はとても活き活きしながら、全滅している女子力の代わりに鋭い斬撃を繰り出す。

「ベート・ローガがいてくれるから、私なんだかとっても調子いいよ！」

　レナの武装は右手の曲刀シミター、そして左手に装備した金の意匠の手甲だった。

　刀剣で踊るように斬閃を走らせながら、相手の攻撃を手甲で弾はじくか受け流す。軽い己おのれの体を活かし独楽こまのように回りながら戦う独自の戦闘型バトル・スタイル。よくしなる細い手足はアマゾネスの体術を遺憾なく発揮し、素足で巨虎ライガーファングの牙きばを顔面ごとへし折るほどだった。僅わずかしかない腰布がはためき、純白の下着と腿ももの褐色の肌を何度もちらつかせる。

　左手の手甲は拳具にもなり、モンスターの体を真正面から破壊してみせた。

（能力ステイタスはＬｖ．２、昇格ランクアップ間近ってところか……24階層までは余裕で通用しそうだな）

　こちらの加勢も必要とせず、たった一人でモンスターの群れを斬り伏せていく少女にベートは瞳を細めた。

　汗をきらめかせながら戦う少女は控えめに言っても可憐かれんで、美しく、輝いて見えた。なるほど、今の彼女の姿を見て心を奪われてしまう男は続出するかもしれない。

　怪物の汚い吠声ほえごえと鮮血のシャワーさえなければ、という条件付きだが。

「邪魔だ」

『ガアアアア!?』

「わっ！　さすが、やっぱり強い！」

　レナの打ち漏らした『ミノタウロス』を再びベートの片足が粉砕したところで、戦闘は終わった。アマゾネスの少女はとても充実しているように、たっぷり息を吐く。

　戦闘の後処理をちっとも手伝わないベートに対し、レナは甲斐性かいしょうのない男の世話をするように『魔石』と『ドロップアイテム』の収拾をるんるんと一人でやってしまう。

　これで少しでも機嫌を損ねてくれれば楽なものを、という浅はかな考えなど通用しそうにない。二人きりでいるところを他の冒険者に見られでもしたら目も当てられねぇ、とベートは昨日から格段に増えている舌打ちをまた重ねてしまった。

「楽しいね、二人でダンジョンを探索デートするの！」

「楽しかねぇよ」

「私はすごい胸がドキドキしてる！　何だかベート・ローガの顔が上手うまく見れないから、誤魔化ごまかして戦いに没頭しちゃうくらい！」

　本当に、何が楽しいのか。

　駆け寄ってベートの目の前で立ち止まるレナは、小さく舌を出しながら破顔する。

　レナ・タリーという少女は、ティオナとはまた違った意味で天真爛漫てんしんらんまんだった。こちらの方がまだ利口なのでベートとしては助かるが、やはり空気を読まない。恐らくそれは彼女の先天的なものではなく、胸に抱く『好意』に舞い上がっているからだ。

「……てめぇ等アマゾネスは、強つえぇ野郎なら誰だれにでも尻尾しっぽを振るのか？」

「ええっ？　そんなわけないよ、心外しんがい心外！　それならアイシャ達だって自分に勝ったベート・ローガに群がってくるじゃない！」

　それは、確かにそうである。

　全員が全員、世間一般で思われているようなアマゾネスではないとレナは抗議した。

「ちゃんと好みとかあるし、私の場合はビビッ！　と来たの！　『あ、この雄だ！』って！　昨日言ったでしょ、運命なんか信じちゃったって！」

「……」

「だから！　……この人の子供を産みたいって、そう思ったの」

　妖精エルフならば顔をしかめてしまいそうな、とても直球過ぎる求愛。

　秘ひし隠しもしない女戦士アマゾネスの恋の言葉。

　頰を紅潮させ、僅かな羞恥を滲にじませるレナは、勇気を振り絞るようにベートへ微笑ほほえんだ。

「これ以上もぐったら泊まり込みになりそうだし、ベート・ローガ、それは嫌でしょ？　それで、さ？　えっとっ……もしよかったら……次も会えたら、今度は『下層』まで行かない？」

　その少女のいじらしい姿に──ベートの心は冷え切っていた。

　醒さめた琥珀こはく色の瞳で、今も微笑んでいる少女を見下ろす。

　くだらない『好意』。

　冒険者には、強者には必要のないそれ。

　ただの雑音ノイズ。

　自他ともに認める嫌われ者の狼人ウェアウルフは、反吐へどが出そうになった。

「──馬鹿ばかじゃねえか」

「えっ？」

　だから、突き放してみたくなった。

　とても自分勝手で、横暴で、人を傷付けてばかりの無道な狼が頭をもたげる。

　この勘違いしている女にはっきりと理解させてやろうと。

　その『好意』を、『嫌悪』に反転させてやろうと。

「てめぇの身の程も知らねえで、何をほざいてやがる」

「うっ……そりゃあ、私はアイシャ達に比べればちんちくりんだし、弱いし、蛙女フリュネとかにも散々コキ使われてきたけど……これからは違うよ！　私、いつかベート・ローガみたいに強くなるから！」

　ベートは、嘲笑あざわらった。

「てめぇには無理だ、『雑魚ざこ』」

　橙真珠オレンジパールの色を帯びる少女の瞳が、見開かれる。

「いつかなんて言っているうちは、雑魚は雑魚のままだ。そんな薄っぺらな文句、何の役にも立ちはしねぇ」

「そ、そんなの、やってみなくちゃ……」

「わかるんだよ。てめぇは夢を見て、ヘラヘラ笑って、モンスターに喰くい殺されながら後悔する。自分てめえの救えねぇ弱さを、くだらねぇ希望を持った馬鹿さ加減を」

　ベートの瞳に様々な光景が去来する。

　愕然がくぜんとする目の前の少女を通して、様々な血の景色が蘇よみがえる。

　その中に響く、彼自身の嘲笑の音も。

「つくづく虫唾むしずが走るぜ。雑魚が雑魚のまま、何も知らねぇで、不相応な望みを口にするのはよぉ～」

「わ、私は……」

「違わねぇよ。てめぇは吠ほえ返すこともできねぇ雑魚だ。……ゴミをゴミと言って何が悪い」

　立ちつくす少女をせせら笑いながら、ベートは言った。




「雑魚じゃあ、強者おれには釣り合わねぇ」




　傲慢なほどに、傲岸なまでに、言い切った。

　人も、モンスターも寄り付かない冷然とした暗い岩窟に、強者の嘲笑が木霊こだまする。

　動きを止めていたレナはゆっくりとうつむいた。

　まるでしゃくり上げるように、少女の細い体は次第に震え始める。

　一度嘲笑を消したベートは乾燥した達観、そしてほんのわずかな失望かんじょうを、頰に刻まれた刺青いれずみから滲ませた。

　だがそれも一瞬、唇を吊つり上げ、わざと過ぎるくらいに鼻を鳴らす。

　やがて、うつむいていたレナは顔を振り上げ、




「それじゃあ、私が『雑魚』じゃなくなったら、ベート・ローガの隣にいていいってこと!?」




　吠えた。


「…………は？」



　振り上げられた少女の顔には、これまでにないほど輝く橙真珠オレンジパールの瞳があった。

　嘲笑を浮かべていたベートの口唇が、阿呆あほのように開く。

「やったっ、やった!!　強くなるだけで第一級冒険者の伴侶になれるんだ!!　競争率が半端はんぱない雄の奥さんに!!　そうだよね、そういうことだよねっ、そういうことでいいんでしょう!?」

「あ、あァ？」

「やったー！　私ベート・ローガの子供を産めるんだ!!」

「はァ!?　ちょ、てめっ、ばかっ、なに言って──!?」

　諸手を上げて俄然がぜん興奮を爆発させるレナに、ベートは心の中で叫んだ。

　──違ちげぇ！　そうじゃねえ！

　自分が望んだいかなる反応より斜め上をブチ抜いたレナの言動に、混乱の極致に陥おちいる。

　ベートの嘲笑に向かって、こんな奇天烈きてれつな返答をした者は初めてであった。

「待てッ、この雑魚!?　てめぇ、俺おれの言ったことが何もわかってねえだろ！」


「そんなことないよ！　私、今までにないくらい燃えてるもん！　絶対強くなれる!!　これで私がＬｖ．６になったら……うへっ、うへへへへへへへへへっ……！」



「こ、このっ……!?」

　この女……!?

　類を見ないほどの邪念の笑みは強者ベートをもビビらせた。そんな彼を他所よそにレナは胸と胸が触れ合おうかというところまで押し迫り、顔を至近距離で見上げる。

　瞳の中身がぐるぐる渦を巻いている。怖こえぇ。

「私が強くなったらベート・ローガの、ううんっ、貴方の妻にしてください！」

　──ティオネだ！　ティオネがいる!!

　勇者フィンに迫りまくる捻子ねじの吹っ飛んだ凶戦士バーサーカーがここにも!!

　ベートの失敗は、恋に燃える女戦士アマゾネスを甘く見ていたこと。

　本能に忠実な肉食の少女にとっては、嘲笑や侮蔑の言葉など、人の恋路を邪魔する障害物にもならないのだと。

　いやむしろそれを燃料に変えてのけるのだと、ベートは理解してしまった。

「それにさ、私、わかっちゃったよ！」

　やがて、思考が短絡ショートするベートにレナは声を弾ませながら告げた。

「ベート・ローガの言う『雑魚』って、悪口じゃないんだね！」

「────」

　そう言われた瞬間。

　ベートの時は止まった。

「釣り竿ざおの餌というか、ロバの人参にんじんっていうか？」

「……」

「とにかく私のこと、応援してくれてるんだよね？　そうなんでしょう！」

「……違ぇよ、馬鹿」

　ベートが絞り出せた言葉は、それだけだった。

　聞いちゃいないレナはスキップを踏むように前へ進み出す。まるで逸はやる足を抑えられないように、機嫌良く。

「……」

　壁の燐光がほんのりと明るさを増し、冷然としていた筈の岩窟から薄闇うすやみが晴れていく。強者の嘲笑は姿を消し、代わりに小鳥が囀さえずるような少女の明るい笑い声が響いていた。壁まで伸びる狼の影が、牙の向けどころを失ったようにたたずんでいる。

　少女の後ろ姿を見るベートは、おもむろに視線を自分の右手に落とした。

　喚起されるのはとある情景だ。

　レナと同じことを言った人間が、過去にも一人いた。







「足を引っ張ってんじゃねぇぞ、雑魚ども！　荷物にしかならねえのか、てめぇ等は!!」

　その日も、ベートは罵声を吐いていた。

「ベート、いい加減にしろ！　パーティの輪を乱すな！」

「うるせぇババァ！　俺は間違ったことは言ってねぇだろう！」

「お前の正論で連携を必要以上に乱す道理などない！」

　二年前、【ロキ・ファミリア】の『遠征』。

　目標階層に進む傍かたわら、モンスターに襲われあわや下位団員達が窮地に陥りかけた。大幅な足止めを食らったことにベートは罵倒を連ね、見かねたリヴェリアと遠征中だというのに口論を繰り広げたのである。

　フィン達の仲裁もあってことなきを得るが、下位団員達はベートの言葉に項垂うなだれ、涙を溜ため、唇を嚙んだ。第一級冒険者の侮蔑に傷付き、何も言い返せなかったのだ。

　そしてその少女──リーネ・アルシェも、その一人の筈だった。

「おい、鈍間ノロマ。どうして『遠征』に付いてきやがった。治療師ヒーラーだろうと自分の身を守れねぇと、話にもならねぇぞ」

「っ……」

「雑魚は巣穴に引っ込んでろ。雑魚は、一生戦場ここに出てくるんじゃねぇ」

　迷宮内で取られる大規模の休息レスト。岩陰で会ったヒューマンの少女に出会い頭にベートがそのように嗤わらうと、彼女は震えながら顔を上げた。

　大きな眼鏡めがねの奥にあるその瞳からは、畏怖や恐怖が消えていた。

「これで、ベートさんに怒られるの、七回目です」

「あぁ？　数えてやがったのか？　とことんどうしようもねえ女だな」

「はい、どうしようもありません。ベートさんに助けてもらったのも、七回目……ううん、もっとです」

　リーネはそう言って、勇気を振り絞るようにベートの右手を取った。

　その手にはリーネを含め下位団員達の防衛に回ったせいで負った傷があった。ベートは軽く舌打ちを打った。ダセェ傷だと。雑魚にかかずらった結果がこれだと。

　自分の『牙』の不出来を忌々いまいましく思った。

　そんな心の声はおくびにも出さず、雑魚のせいで要らない傷が増えた、そんな風に言おうとした。

　しかしリーネは、まるでベートの胸の中を見透かしたように、先に笑みを浮かべたのだ。

「私……やっとわかりました。ベートさんの言う『雑魚』って、悪口じゃないんだって」

　その時のベートもまた、時を止めた。

　ベートの鋭い顔立ちが歪ゆがむ。

　頰に刻まれた刺青が──『牙』が歪む。

　目尻めじりに涙を溜めたリーネは三つ編みを揺らし、健気けなげに微笑んだ。

「私はまだ、ベートさんの言う『雑魚』です。でも、ベートさん達を癒いやすことはできます」
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「……」

「だから、私も貴方に付いていって……いいですか？」

　温かな治癒の光を、『傷』を負った手に施しながら。

　少女は頰を染め、ベートを見上げながら笑いかけたのだ。







「……」

　あの時の自分は、彼女に何と言っただろうか。

　今のベートにはそれがもう思い出せない。

　もしあの時、彼女にかけた言葉が違っていたら……あの少女は、他の団員達は冷たい迷宮で命を落とさずに済んだのだろうか。

「ベート・ローガ！」

　レナの声が意識を追憶の海から引き上げる。

　視線の先にいるアマゾネスの少女は、記憶の中のヒューマンの少女とは全く異なる笑顔で、ベートに笑いかけていた。

「私、頑張るから！　雑魚じゃなくなったら、ベート・ローガの一番にしてね！　約束だよ！」

「……うるせぇ。言ってろ」

　粗暴さが鳴りをひそめたその反応に不思議そうに首を傾かしげたレナは、ベートのもとまで戻ってきた。

　その手を取って、優しく引っ張ってくる。

　自分のものに重なる両手を黙って見ていたベートは、無愛想ぶあいそうな顔でばっと振り解いた。

　もうっ、とレナは頰を膨らませたが、すぐに破顔して今度こそ歩みを再開させる。

　感傷。くだらない仮定。しかし振り払えない問い。

　失われかけていた筈の記憶に波紋を広げたアマゾネスの少女と一緒に、ベートは僅かに眼差まなざしを遠ざけながら、まだ出口が見えない迷宮を進んでいった。
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「ねぇ、だからこう『鍵』っぽい魔道具マジックアイテム、知らない？」

「だから知らないって言ってるだろう！」

　太陽が西の空に傾きつつある時間帯。

　都市の中央広場セントラルパークで聞き込みを行っているティオナは、同族のアマゾネスに怒鳴られていた。

「なんかちょっとしたことでもいいからさぁ、教えてよサラミ～。同族のよしみでさ～」

「サ・ミ・ラだ!?　オレは食べ物じゃねぇ！　さっきから間違え過ぎだろ!?　とにかく、お前達【ロキ・ファミリア】の欲しがってる情報なんてオレは何も知らねぇよ！」

　小麦色の肌に灰短髪のアマゾネスは、男口調の端々に散々怒りを滲ませながら去ってしまった。聞き込みを行っていた元【イシュタル・ファミリア】の団員に振られ、ティオナは「ダメかぁ～」と頭をかく。

「収穫はあった？　って、その様子じゃ聞くまでもないわね」

「あ、ティオネ！　ティオネの方は!?」

「全然ダメ、ていうか問題外。【フレイヤ・ファミリア】の野郎ども、派閥幹部わたしが団長の手紙を持って本拠ホームを訪ねてもなしのつぶてよ！　ったく、あいつ等～！」

「まぁ、うちと【フレイヤ・ファミリア】って仲悪いしねー……」

　ティオナ達はフィンの指示のもと、人造迷宮クノッソスの手がかりを求め情報収集を行っていた。元【イシュタル・ファミリア】に事情聴取を請うのは勿論、彼の派閥を攻め滅ぼした【フレイヤ・ファミリア】にも接触を図っている。

　が、ティオナ達の収穫はゼロ。

　後者のティオネに至っては言葉通り無視をされ、取り付く島もない。

「中央広場ここでアキ達と落ち合う予定だけど……多分この調子じゃ収穫はなさそうね」

「うーん、かもねぇ……お？　レフィーヤ達だ！」

　そこで、固まっている仲間の姿を認めティオナが手を振った。レフィーヤの他にエルフのアリシアもいる。

　レフィーヤはこちらを見るなり駆け足でやって来た。

　続く団員達ともども血相を変えながら。

「ティ、ティオナさん！　ティオネさん！」

「どうしたの、そんな慌てて？」

「そ、そのっ、さっきエルフィ達がベートさんを見たらしいんですけど……！」

「……あのクソ狼がどうかしたの？」

　ベートという名を聞いた瞬間、一気に不機嫌となるティオネ達に、レフィーヤは動転の声をぶちまけた。

「あ、あ、あのベートさんがっ、アアアアアアアマゾネスの女の子と一緒にっ、まるでデートしているみたいにっ、仲良く歩いていたって……!?」

「「はぁ!?」」

　途端、アマゾネス姉妹の目がかっ開かれる。

「あたし達が苦労してるのにっ、自分は楽しく女遊びぃ!?」

「何やってんだッあのクソオオカミィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!」

　ティオナ達は大激怒した。

　汗水垂らす情報収集が上手くいっていないことも相まって、昼間っから女遊びに耽ふけっているという狼人ウェアウルフに溜まっていた鬱憤うっぷんを爆発させる。


「リーネのことは知らんぷりだったのにぃ──!?　あいつぅ～～～～～～～～!!」



（……この二人には言わない方が良かったかも……）

　両手を振り上げて怒れる化身となるティオナ達を前に、ベートが女連れという信じられない情報を耳にして我を失っていたレフィーヤは、アリシアや団員達とともに汗を流す。

　よよーと涙を流すリーネの魂がティオナ達の周りを旋回する、その光景を幻視してしまった。




　ティオナ達の憤激が打ち上がっているその頃。

　レナは迷宮探索ダンジョン・デートのあとも、ささやかな『本命デート』を残していた。

「ねぇねぇ、ベート・ローガ！　どう、この髪飾り、似合う？」

「似合わねぇ」

「もぉー！」

　メインストリートから外れた裏通り、露天商の前ではしゃぐレナにベートはつっけんどんに答えた。石畳に広げられた外套の上に商品の髪飾りを戻したアマゾネスの少女は、ぷくぅと頰を膨らませる。

「さっきからそんなんばっか！　それじゃ女の子に好きになってもらえないよ！」

「てめぇなんかに好かれたくねぇから、ちょうどいいな」

「もぉ～っ!?」

　レナが悔しそうにぴょんぴょんと跳ねる。

　地上に戻ってからこの調子で連れ回されているベートにはもはや吐き出す溜息ためいきも残っていなかった。言い慣れた罵倒の声さえ出てこない。

　レナは非難がましい目付きで見上げていたが、すぐ機嫌を戻して笑顔になる。

「おい、いい加減心当たりっていうのを教えろ」

「だめだめっ、それを聞いたらベート・ローガ、私とのデート切り上げるつもりでしょ！　今日一日は付き合ってもらうもん！」

　横に並んで宝石や小物を売っている露天商達を横目に、賑にぎやかな裏通りを歩み出す。

　この頃になると、ベートはもうどうでもよくなっていた。アマゾネスといえどやはり女心はあるのか、年相応の少女のようにデートの真似まね事をするレナに、半分投げやりで付き合っている。何が楽しいのか、品物に目を輝かせては手に取らせてもらい、「見て見て！」と言って感想を求めてくる。

「露店巡りは嫌だった？　楽しいと思ったんだけどなぁ」

「まずてめぇとのママゴトに乗り気じゃねえことに気付け」

「ベート・ローガって本当に釣れないよね～……あ、お花屋さん」

　裏通りを出ると、ベート達の前に現れるのは街角の花屋だった。店名は『ディア・フローラ』。無所属フリーの麗しい少女達が切り盛りする店は色とりどりの美しい花で満たされている。配達から帰ってきたのか、神に見初められてもおかしくないほどの美しいヒューマンの少女に、通りかかった冒険者の視線が思わずといった風に引き寄せられていた。

　そんな中、レナは店頭に並べられた商品から、小振りで薄青色の可愛らしい花々をじーと凝視する。

「ねー、ベート・ローガ？」

「あンだよ」

「私の好きなもの聞きたい？　贈物プレゼントされたらすっっっごく喜ぶもの、聞きたいー？」

「聞きたくねぇ」

「じゃあ教えてあげる！　私ね、ミオソティスの花を渡されたらすごーく喜ぶよ!!　一回惚ほれちゃった雄を惚れ直しちゃうんだから！　チラッチラッ」

　うぜぇ。

　隣からすこぶる期待した眼差しをそそいでくるレナに、もう何度目とも知れない感想をベートは心の中で呟く。ほとほとうんざりした顔は、もはや作るまでもなく自然に出てきた。

「……レナ？　それにあんたは……【凶狼ヴァナルガンド】！」

　そんな問答を花屋の前で繰り広げていた時。

　背後からかけられた声に振り向くと、長い髪に長い脚をもつ悍婦かんぷが立っていた。

「てめぇは、昨日の酒場の……」

「げげっ、アイシャ!?」

「何やってんだ、レナ！　こんな男と一緒に！」

　レナの元同僚であり、先日の酒場でベートと大立ち回りを繰り広げたアイシャ・ベルカは、眉まゆを吊り上げて詰め寄ってきた。

　焦あせるレナの片腕を取って、ベートから遠ざけようとする。

「ま、待ってアイシャ!?　今ベート・ローガとデート中なの！　やっとの思いで摑んだ好機チャンスなの！」

「この狼人ウェアウルフとデートぉ？　バカッ、趣味が悪すぎるよ！　もっとマシな雄を選びな！」

「目の前でよくも言ってくれるじゃねぇか……」

「こんな男に花なんかねだるんじゃない！」

　酒場の一件が後を引いているのか、アイシャはベートへの悪感情を隠しもしない。先程の会話を聞いていたのか、苦虫を嚙み潰したような表情で薄青色の花を一瞥して叱りつける。半眼となるベートの言葉を綺麗きれいに無視しながら。

　妹の面倒を見る姉貴分のように言い聞かせようとする彼女に、レナは懇願した。

「お願いアイシャ！　二人の子供を産むまで待って！」

「殺すぞ？」

「なんだい、種馬だったのかい？」

「殺すぞッ？」

「うーんと、種馬っていうより、種狼？」

「ブチ殺すぞ!?」

　レナとアイシャの会話に、狼人ウェアウルフの怒号が轟とどろく。

「見逃してよ、ねっ、ねっ？　そうだ、アイシャの方こそ何をやってるのよ！」

「ったく、あんたってやつは……私の方は散歩がてらの見回りだよ。他の店や【ファミリア】に散らばった娼婦や戦闘娼婦バーベラ達の様子を見て回っているのさ」

「へぇ～、アイシャもマメだねー」

「茶化すんじゃないよ。それに、レナ、お前また歓楽街の『隠れ家』に行ってただろう！　あんたの今の【ファミリア】から昨日は帰ってこなかったって聞いたよ！」

「うひぃ!?　ごめん、アイシャ～！」

「あの廃墟に近付くなって言ってるだろう！」

　憤慨するベートを他所に、アマゾネス達はしばらく会話を続けた。

　レナより遥はるかに整った容姿と、しなやかかつ肉感的な肢体を持つ極上の娼婦は、少女の説得に折れたのか嘆息とともに説教の矛を収める。

　代わりに去り際、ベートに詰め寄った。

「おい、【凶狼ヴァナルガンド】。連れ回すのは見逃してやるけど、こいつに何かあったらタダじゃおかないからね」

「連れ回されてるのは俺の方だっての」

　睨みを利きかせて背を向けるアイシャに、ベートはうんざりしながら答えた。

「アイシャはねー、ああ見えても優しくて面倒見がいいんだ！　戦闘娼婦バーベラの中でも下っ端な私をよく助けてくれたし、みんなが匙さじを投げたヘッポコ狐ぎつねの娼婦の世話を焼いたり、他にも沢山あってねっ？」

「知るかっての。ってオイ、引っ付くなっ」

　姉を自慢するようにペラペラ喋しゃべるレナが、嬉うれしさの感情に身を任せ片腕に抱き着いてくる。

　彼女を引き剝はがそうとしつつ、ベートは心の中で渋い顔を浮かべた。

（ちっ、やっぱり地上はダンジョンに比べて目立つな。顔見知りとばったり出くわしでもしたら目も当てられねぇ……）

　早速アイシャに見つかってしまったことにベートは危機感を抱いていた。

【ファミリア】の者に見られたら面倒臭いったらない。

　そう、こんなところをよりにもよってアイツにでも見られたら──。


「…………ベート、さん？」



　──見られた。


「…………ア、アイズ？」



　驚愕きょうがくの眼差しをそそぐアイツ、ではなくアイズの出現に、ベートは盛大に顔を引きつらせた。

　自分でもよくわからないまま凄まじい発汗が止まらない。腰の尻尾が緊張する。

　街角にふらりと現れたアイズもアイズで信じられないものを見たような表情を浮かべていた。まさに怪奇現象にでも遭遇したような顔だ。頰を小刻みに痙攣けいれんさせるベート、彼にたまたま抱き着いていたレナの間で視線を往復させる。

　第一級冒険者達の間で妙な空気が流れ、膠着こうちゃく状態に陥る。

「え、なになにこの雰囲気？　もしかして……【剣姫】ってベート・ローガの女!?」

　そんな空気を壊すのは、やはり暴走したアマゾネスの少女だった。

「ダメダメ、ベート・ローガの女には私がなる予定なんだから!!　ほらこの通り街中で抱き合う仲！　丈夫な子供を産む約束だってっ──」

「よせ止めろ黙れェ!?」

「ぐぎゅう!?」

　抱擁をかましてくる少女の頭頂部に振り下ろされる、本気の肘鉄ひじてつ。

　眼球が飛び出んばかりの奇声を上げるレナの意識を瞬殺で刈り取ったベートは、彼女の体を脇に抱えた。

　未いまだ衝撃が抜け切らないアイズに、汗をダッラダラに流しながら彼が選んだ行動は、獣の本能に従って地を蹴けることだった。

「かっっ、勘違いするんじゃねぇぞ、アイズ!?」

　言動が一致しない捨て台詞ぜりふを残し、レナを小脇に抱えたまま逃走する。

（なんで俺は全力で逃げる真似してんだァ！）

　自分でも何を焦っているのかちっとも理解できないベートは必死に走ることしかできなかった。その勢いは脱兎だっとのごとく、ではなくまさに脱狼だつろうのごとしである。

　街の住民達の驚愕を浴びながら、一目散に通りを駆け抜けていく。

「ま……待って！」

　そしてはっと我を取り戻すアイズは、その後を全力で追ってきた。

「何でこんな時に限って追ってくんだテメェ!?」

「ベ、ベートさんの面倒を見るのが、私の仕事……！」

「初耳だぞぉ！」

「ベートさんっっ、早まっちゃ、いけない……！」

「誤解だァ!?」

　レナの言葉を真に受けて──他派閥との子供は不味まずいと──警告する天然娘にベートは遮二しゃに無二むに吠えた。ロキの指令を忠実にこなそうとする最強の刺客に対し、渾身こんしんの加速を図る。

　突き放そうとするベートに、アイズもまたスピードアップした。

「くそがっ！」

「【目覚めよテンペスト】！」

「くそがぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　街中まちなかで全力を出す天然少女、ぶらりぶらりと脇の中で揺れるアマゾネスの手足、あらん限りに絶叫する己の喉のど。

　ベートは汗をまきちらしながら、都市中を逃げ回った。
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「はぁ、はァ、がっはッ……!?　くそったれめぇ……!?」

　すっかり日が落ちた、夜。

　廃墟と化している歓楽街復興区、『レナの隠れ家』に辿たどり着いたベートは、抱えていた少女の体を放り捨てて四つん這ばいになった。

【ロキ・ファミリア】随一の俊足の名を守り切り、風エアリエルを纏まとうアイズから逃げ延びたのだ。限界突破した火事場の馬鹿力が働いたのは言うまでもない。

　盛大に肩で息をしていると、床に放り投げられたレナが「う、うぅん……？」とようやく覚醒かくせいする。

「あれ、ここは……私の隠れ家？　って、ベート・ローガ、どうしたのそんな汗かいて!?」

　慌てふためくレナだったが、ギロッと血走った目で睨みつけられ「うっ」と怯ひるむ。

　ベートの疲弊具合から何となく状況を察したのか、空笑いをした。

「あ、あはははは……ごめん、私のせいで。……それで、どうしよっか？　夜になっちゃってるし、約束の方は、その……」

　約束とはデートのことか、それともベートの要件のことか。

　どちらにせよ二人きりの時間は終わりに迫っている。それを名残なごり惜しく思っているのをありありと表情に浮かべるレナに、ベートは口を一文字に結んだ。

　疲れ切った体を起こし、かったるそうに立ち上がる。

「……今日はもう、疲れた。面倒臭ぇから、今夜もここで寝る」

「えっ？」

「明日は絶対に探すからな！」

　まるで思ってもみなかったことを聞いた風なレナに、ベートは思わず怒鳴る。

「また泊まるの？　ほんとに？」

「……ああ」

「まだ、一緒にいてくれるの？」

「そう言ってんだろっ」

　ベートが語気を荒げると、ぱぁっ、と笑みが弾ける。

　少女は自らも立ち上がって、大げさに身振り手振りを始めた。

「ま、待ってて！　私ご飯作るから！　一緒に食べよう！　先、上に行ってていいから！」

　嬉しそうに破顔するレナがはしゃぎながら厨房に引っ込んでいく。

　投げやりに言い返したベートは口を閉ざし、その後ろ姿を見送った後、黙って最上階の寝室へ上がる。

　昨日と同じように窓際に歩み、開けっ放しの窓辺へ腰かけた。

「……必要なモン聞き出して、出ていきゃあよかっただろうが……」

　ぽつり、と落ちた呟きは自分に向けられた言葉だった。

　灰の毛並みを夜の風に撫なでられながら、瞳を細める。

「なに、血迷ってんだ……」

　久方ぶりの『好意』に戸惑っているのだろうか。それとも少女リーネと同じ言葉を口にした彼女に心をかき乱されているのか。ベートにはわからない。確かなのは、一匹狼を気取る口唇が嘲笑を忘れつつあるということだ。

　眼下の『夜の街』は、海の様に静謐せいひつだった。

　闇に沈む歓楽街。数々の館からぽつぽつと漏れるあの明かりの下で、今日も男と女が情事に耽り、愛を囁ささやいているのだろう。それが一夜限りの夢であったとしても。

　夜景を眺めていたベートは、瞼まぶたが重くなっていくことがわかった。

　色々疲れた。本当に色々。過去を思い出して、今はもういない少女の言葉を思い返して、らしくもない感傷に耽って。こんな日は、どうせきっと夢の続きを見る。ベートにはそれがわかってしまった。

　とんとんと小気味よく階段を上がってくるレナの足音が耳に届いてくる中、ベートの意識は蒼然そうぜんとした月明りのような闇に、ゆっくりと沈んでいくのだった。
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　人の『好意』に向き合えたのは、一体いつが最後だっただろう。




　故郷を発った長い旅路の末、見上げるほどの巨大市壁をくぐったベートは、迷宮都市オラリオに足を踏み入れた。

　彼がまず最初にやったことは、『恩恵』をもたらす神を探すこと。部族にいた頃からオラリオに来る途中を通して、見かけてきた神々がどんな存在かは知っている。多くが不真面目まじめで娯楽好き。冒険者になる者に最も重要なのは良い神に巡り合える『運』であると、そんなことまで耳に挟んだ。神の気紛れに足を引っ張られるわけにはいかない。主神選びには細心の注意を払った。

　幸い、ベートが契約を結んでもいいと思う神と【ファミリア】は早い段階で見つかった。

【ヴィーザル・ファミリア】。男神ヴィーザルが統べる探索ダンジョン系の派閥。

　ヴィーザルは言葉数がやたら少ない男神で、ベートの知る神々とは全くと言っていいほど異なって俗物離れをしていた。場所が場所であれば隠者にでもなっていそうなという、そんな神物じんぶつ。男性にしては長い鳶色とびいろの髪と同色の瞳が特徴的だった。

　彼の静謐な眼差しと、神託めいた言葉がベートの琴線に触れた。

『ゆめゆめ、その牙ごと顎を引き裂かれないようにな』

　──上等だ。

　出会ってすぐ、自分に向けられて放たれた言葉にベートは獰猛どうもうな笑みを浮かべていた。

　男神ヴィーザルを慕う団員達は純粋な冒険者気質だった。総じて若く、獣人が多い。どこか部族の空気と似ていたこともあって、ベートはここに入団することを決めた。それは部族を捨てた彼なりの贖罪しょくざいであったのかもしれない。

　団員達との衝突を何度も繰り返しながらも、ベートは日に日に頭角を現していった。『平原の獣民じゅうみん』で培った基礎、野性的な戦闘経験はダンジョンでも強力な武器になった。何より彼には『牙』を磨かんとする強靭きょうじんな意志があった。無我夢中に、躍起となって、惜しみなく、迷宮の怪物どもを屠ほふっていった。強者を喰らわんとするその飽くなき背中は団員達の信頼を勝ち取るようになり、誰もがその背に追従しようとした。ベートは気付けば憧あこがれていた父親のように、群れを率いる狼となっていた。

　どことも知れなかった弱小の【ヴィーザル・ファミリア】はベートの入団を機に一変した。抜きんでた実力を持つベートを筆頭に、団員達も昇格ランクアップする者が出てきた。他派閥との抗争も絶えなかったが、ベート達はそれにも勝ってみせ、気付けば中堅派閥の仲間入りを果たしていた。最初の二つ名、【灰狼フェンリス】の称号を拝したのもこの時だ。

　好戦的な獣人達は一般人がまず思い浮かべるような粗暴な冒険者そのもので、ベートも含めて素行が悪かったが、ベートの言う『ダセェ』ことは誰も犯さなかった。弱者をいたぶる雑魚になど成り下がってはならない。強者の傲慢など許さない。そんな暇があれば『牙』を磨く。団長となったベートの在り方が【ヴィーザル・ファミリア】を導き、当時最もっとも勢いのある武闘派派閥に変えたのだ。

　幼馴染アイツの時とは違う。もう間違えない。

　強くなるだけではなく、在り方を示す。

　そうすれば俺ベートより弱い団員達こいつらも『牙』を得る。弱肉強食の摂理にも逆らう戦士となる。弱者も自分と同じように強者に変われるのだ。ベートはそう信じた。守られながらも背中を追ってくる仲間を見て、時にはベートの背中を守る彼等の笑みを感じて、そう信じることができた。

【ヴィーザル・ファミリア】は、全てを失ったベートには居心地が良かった。

　迷宮の儲けをすぐに酒代に変え、神を巻き込んで飲み明かす、そんな馬鹿な連中。新しくできた赤い蜂の看板を下げる酒場が溜まり場で、毎日のように問題を起こし無愛想な店主ドワーフと勝手知ったる様子で怒鳴り合う。ベートも何度も親父と口論した。そしてたまに発言するヴィーザルが羽目を外し過ぎる男性団員達の肝を冷やし、女性陣から笑いの声が上がる。ベートが失った筈のものがそこにはあった。『家族』があった。

【ファミリア】の中で少ないヒューマンの中には、一人の女がいた。

　彼女は守られているばかりの自分を嫌う、ベートに継ぐ実力者で、副団長だった。絹のような長い栗色の髪に、勝気な笑み。日々率先して傷付くベートを叱り、彼の体を言葉少なに労わった。

　いい女だった。

　抱き締めた時の柔らかい体も、耳朶じだをくすぐる吐息も、少しだけ不器用な口付けも、ベートに温もりを与えた。獣人のベートが香水の匂においに鼻が曲がると訴えると、顔を赤くして大喧嘩した後、次の日には香水をつけるのを止めていた。強さに餓うえるベートのために、自らも強く在ろうとしていた。

　容姿も中身も幼馴染アイツとは全く異なる。だがベートは彼女に惹ひかれた。

　ベートの初恋きずを、彼女が癒してくれるような気がした。

　彼女のそれはきっと『愛』だった。その『愛』は甘く、溺れてしまおうかという欲求もなかったと言えば噓うそになる。

　だが、ベートの『牙』はそれを許さなかった。

　頰に走る稲妻のごとき青い刺青。癒いえぬ傷跡が、刻まれた『牙』が言うのだ。

　もっと強くなれと。

　強者を喰らいつくせと。

　やはりベートは、誰よりも何よりも強くなっていった。

　もう弱い少年など、どこにもいなかった。




　そしてオラリオに入って四年目、生まれて十六の年を刻んだ時。既にＬｖ．３に至っていたベートは、今こそだと決意した。あの『平原の主ぬし』を討つと。

　強さは得た。念のためもう少し力を、などと悠長なことを言っている時間もない。北方の平原を暴れ回る『怪物』の存在は遠く離れたオラリオにも聞こえてくる。いつかベートではない誰かが討伐してしまうかもしれない。それだけは許されない。必ずあれだけはベートの手で始末しなくては。

　ヴィーザルや団員達に許しを得て、ベートは一人オラリオを出ることにした。心配する仲間に憎まれ口を叩き、留守を任せて。

　そんなベートを彼女はそっと引き止めた。だがベートは静かに振り払った。彼女の『好意』を、『愛』を知っていながら、この時だけ向き合うのを止めた。ベートは『牙』を選んだのだ。

　別れ際、気丈な笑みを浮かべていた彼女の顔は、今も忘れていない。

　ベートが都市門から出る際、ヴィーザルはこんなことを言った。

『ベート……いつかお前の『牙』の意味を知れ』




　オラリオを出た後、寄り道をする羽目になり、旅は三ヵ月以上もかかった。

　そしてベートは辿り着いた。生まれ故郷の北方の地。海のように広がる大平野、小高い丘を越えた先に広がる深緑の森林、尾根を白い雪で染めた峻厳しゅんげんな山脈、妹達と一緒に水浴びを楽しんだ大きな湖。ベート達が放浪を重ねていた自然豊かな広大な庭だ。今は『主ぬし』の手によって踏み荒らされ、喰い殺され骸むくろとなった骨があちこちに散乱する壊れた大地だ。思い出と怒りが蘇る故郷の景色を見渡し、ベートは静かに牙を剝むいた。

『平原の主ぬし』を見つけたのは、奇くしくもあの日と同じ、月が出た蒼あおい夜だった。

　人類だけでなく同族をも喰らい力を増していた『主ぬし』との死闘は、一晩に及んだ。

　全身から血を吐き出し、骨を砕かれ、いくつもの武器を失いながら、ベートは巨獣と戦い続けた。父親と母親を八つ裂きにした爪つめを弾き、妹を踏み潰した足を躱かわし、少女を喰い殺した牙を打ち砕いた。敵の絶叫が木霊する月夜に吠え、『主』以上の獣となって、己の『牙』を振りかざした。

　そして。

　大きな地響きを鳴らし横たわる巨獣の前で、全身という全身を赤く染めたベートは、二本の足で立っていた。打ち勝ったのだ。強者を喰らった。ベートの『牙』が。

　満身創痍そういの身で、ベートはあの始まりの日と同じように哭ないた。

　歓喜と怒り、悲しみ、虚むなしさ、痛み、あらゆる情動が渾然こんぜんとなった感情の雄叫おたけびだった。夜が明けようとする昏くらい空の下、己を見下ろす月に向かって吠え続けた。

　勝ったぞ！

　喰らってやった！

　俺は、強くなった！

　もう何も奪われることはない!!




　頰に走る『牙』の上を血の滴が伝う。

　強者に至ったというのに、『牙』から生じる痛みが引くことはなかった。
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　夜の闇が、半壊した建物や瓦礫がれきに落ちている。

　歓楽街の第三区画、元【イシュタル・ファミリア】の領域テリトリー。

　廃墟然とした光景の中を、【ロキ・ファミリア】は声をひそめて調査を行っていた。

　場にいるのは指揮を執るフィンとガレス、少数の団員、あとはごねて付いてきたロキ。魔石灯も点つけずに辺りを調べている。

『ギルド』の見張りは歓楽街の立ち入りを禁じるよう周囲に配置されていた。領域内部の警備は人手が足りていないのか存在しておらず、手付かずの瓦礫の光景を見るに復興も思うように進んでいないらしい。

　昼を避けて夜に動き出した冒険者達は闇も苦とせず調査を進めていた。

「フィン、今の盤面をどう読んでおる？」

　団員達が周囲に散らばる中、娼館の物陰を待機場所にしたガレスが、おもむろに尋ねた。

「ンー……最低でも一つ、敵の手から離れた『鍵』が都市のどこかにある、とは踏んでいる」

「その根拠は？」

「神イシュタルが送還されたから」

　ふぃー、と壊れかけの樽たるに腰かけ休むロキを尻目に、フィンは答えた。

「港街メレンの件からいっても神イシュタルが闇派閥イヴィルスの残党と繫つながっていたのは濃厚だ。恐らく闇派閥イヴィルスは資金提供源として、歓楽街を取り仕切る彼女を頼った。とすると、そこで神イシュタルが求める協力の見返りはなんだと思う？」

「……【フレイヤ・ファミリア】の打倒か？」

「神フレイヤへの恨みつらみは有名だからね、それで間違ってはいないだろう」

　フィンはそこから、視線をロキに移した。

「ん、そやなぁ。イシュタルのことや、カーリーとも結託しつつ、フレイヤ達を人造迷宮クノッソスに誘い込むことくらい考えておったやろ。ワッガママな美神おんなやからなぁ、動きやすいように『鍵』の一つくらい闇派閥イヴィルスの連中からもぎ取ってる筈や」

　主神の言葉を聞きつつ、ガレスが「ふむ」と己の髭ひげを撫でる。

「しかしあれほどの迷宮アジト、連中は誰にも存在を知られたくなかった筈じゃ。そう簡単に『鍵』を渡すかのぉ」

「レフィーヤが神タナトスから聞き出した通り、怪人クリーチャー達たち地下勢力と同じように闇派閥イヴィルスが迷宮都市オラリオの破壊を目論もくろんでいるというのなら、遅かれ早かれ【フレイヤ・ファミリア】とはぶつかることになる。少なくとも、僕達と同じように障害になると敵も判断した筈さ」

「なるほど、そういうことか。イシュタルが矢面やおもてに立ってフレイヤの連中を倒す、あるいは弱らしてくれるなら闇派閥イヴィルスにも儲けもの……進んで手を貸すということじゃな？」

　フィンは頷いた。

　恐らくあの『精霊の分身』もイシュタルにとって切り札の一つだった、と推察する。

「そしてここに来て【イシュタル・ファミリア】の全滅は、闇派閥イヴィルスにとっても誤算だった筈だ」

「フレイヤに暴れられたせいで手がかりを何もかも失ったー！　とか思っとったけど、考え方によっては逆に好機チャンスかもしれんなぁ」

「ああ。もし神イシュタルが『鍵』を持っていたとしたら、今頃闇派閥イヴィルスは躍起になって探して回収しようとしているだろう」

　ロキに相槌あいづちを返しながら、フィンは自分の考えを語る。

　勿論既すでに回収されてしまった可能性も否めないが、と付け足す小人族パルゥムは、その線はないと察しているように親指を舐なめた。

「騒ぎの中で紛失した『鍵』を、僕達と闇派閥イヴィルス、どちらが先に見つけるか……今の盤面は、『鍵』の確保の競争だ」





[image: ]






「ヴァレッタ様！　【ロキ・ファミリア】が、歓楽街の宮殿周辺に姿を……」

「ちッ！　来やがったか」

　人造迷宮クノッソス内、部下の伝達にヴァレッタは舌を弾いた。

　耳に着けた装身具アクセサリーを揺らし、忌々しそうに眉間みけんを歪める。

「どうするの、ヴァレッタちゃん？　できることがあったら、神おれも力を貸すけど？」

　台座に腰かけているタナトスが、纏っている黒衣を揺らめかしながら問う。

　魔石灯の放つ青い燐光が回廊の間に幽玄たる薄闇を作り出す中、ヴァレッタはしばし口を閉ざし、黙考した。

「……【ロキ・ファミリア】も当てがあって、探しているわけじゃねえな？」

「は、はい。動きからして手当たり次第に。市井に紛れ込んでいる非戦闘員どうしによれば、元【イシュタル・ファミリア】のアマゾネスや娼婦に、盛さかんに接触していると……」

　たたずみながら、右手を口もとに押し当てるヴァレッタ。

　部下の報告を聞いた彼女は顔を上げ、思考に決着をつけた。

「雇ってる暗殺者アサシンどもを全員集めろ」

「はッ！」

「おいタナトス。バルカのアホに声をかけてこい。……『呪道具カースウェポン』をありったけ用意させろ」

「あれ、もしかして……やっちゃう気？　人造迷宮クノッソスの外で？」

　団員に続けて自分にも指示を下すヴァレッタに、タナトスが目を開きながら笑いかける。

　ヴァレッタは髪をかき上げながら吐き捨てた。

「地上で派手な真似はしたくなかったが……しょうがねぇ。一つだって『鍵』をフィン達に渡すわけにはいかねぇんだ」

　次には、女の唇は獰猛な笑みを描いた。

「──仕掛けるぞ」


















　肌を伝う薄寒い空気が、朝の訪れを伝えてきた。

「……」

　窓辺に腰かけているベートは、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　昨夜から同じ姿勢で凝り固まっている体を動かそうとすると、かけられている毛布の存在に気付く。足もとを見下ろせば、絨毯じゅうたんの上で静かな寝息を立てているアマゾネスの少女の姿。側にある天鵞絨ビロード張りの椅子いすには昨夜作ったのであろう、不揃ぞろいの野菜が浮かんだスープと肉を挟んだパンが置いてある。

　すっかり冷たくなっている一人分の食事を見つめていたベートは、匙さじを取って、一口すすった。

「不味まじぃ……」

　ぼそっと呟つぶやきながら、氷のように冷たく硬くなっているパンも一口嚙かみ砕く。

　日を跨またいだ夕餉ゆうげを取るベートは、パンを咀嚼そしゃくしながら足もとの少女を蹴けり付けた。

　猫のように毛布にくるまっていた少女は、「ぎゃあ!?」と悲鳴を上げるのだった。




「心当たりってのを、教えろ」

　通りに面する『隠れ家』の逆側、申し訳程度に設けられた裏庭で桶に張った水を頭から被かぶりながら、ベートが尋ねる。

　脚衣を履いたまま、戦闘着バトル・ジャケットを脱ぎ捨て上半身裸となった狼人ウェアウルフに涎よだれを垂らしていたレナは、「え、あっ、う、うんっ!?」と赤面とともに正気を取り戻した。

「えっと……私、実は第一級冒険者フリュネによく顎あごで使われててさ、宮殿の中をよく走り回らされてたんだよね。あの日だってあのヒキガエル、『イシュタル様の弱味を見つけてこ～い！』なんてすごいこと言いだしてさっ」

　肌や耳に滴る水滴を乱暴に拭ふくベートの背中を依然凝視しながら、少女はちっとも似ていない物真似まねで当時のことを語っていく。

「それで見つかったら私刑覚悟で、イシュタル様が留守中に神室しんしつへ忍び込んだんだけど……半開きになってた隠し扉を見つけちゃって」

「隠し扉？」

「うん。綺麗きれいな透衣ヴェールとか金の王冠とか、すっごい品がとにかく一杯あって、多分イシュタル様の秘蔵の収集品コレクションだったんだろうけど……机の上の小箱にあったんだ、精製金属インゴットでできた球形の魔道具マジックアイテムが」

　ぴくりと耳を持ち上げ、ベートはレナの方を一瞥いちべつした。

「変な記号があるかはわかんなかったけど、探し物の魔道具マジックアイテムって白銀の金属で覆われてるんでしょ？　私が見たやつは『ミスリル』でできてたから、多分合ってると思う」

「それを見つけた後は、どうした？」

「それが、青年従者タンムズ……【ファミリア】の副団長に見つかっちゃってさ。すごい顔をしながら『全部忘れろ』って言われて、追い出されちゃった。タンムズってイシュタル様が直接絡からまなければ基本大人しいから、見逃してくれたんだろうけど……」

　当時のことを思い出したのか、木箱の上に胡坐あぐらをかくレナは身震いした。

「そのタンムズって野郎は今、どこにいる？」

「それが【フレイヤ・ファミリア】に襲撃された後いなくなっちゃって……。イシュタル様命いのちのヒューマンだったから、送還された神様の後を追って身投げ……とかも十分ありうるかも」

「なら……もしまだ残ってるとすりゃあ」

「うん。イシュタル様の隠し部屋か、タンムズの部屋じゃないかな」

　レナの言う心当たりを聞き出し、ベートは思考を回す。

　イシュタルやタンムズが身に着けていたか、あるいは持ち出した可能性も否めないが、件くだんの場所ポイントを探索する価値は現状では十分にある。

　冷たい水と朝の空気によって意識が十分なほどに引き締まったベートは、よし、と口にして目的を定めた。

　目指すは視界の奥でそびえ立つ、あの『女神の宮殿ベーレト・バビリ』だ。

「ねねっ、ベート・ローガ！　私も付いていっていい？　というか私も付いていかなきゃ隠し扉の位置とかわからないでしょ？」

「……好きにしろ」

「やったー！」

　立ち上がってくるくる回るレナを尻目しりめに、水を切ったベートは戦闘着バトル・ジャケットを着直す。

　付いてくる彼女とともに、高級娼館を出発した。

「【ファミリア】が無くなった後、例の隠し部屋には行かなかったのか？」

「派閥の資産っていうか、宝物庫にあったお宝はみんなで山分けしたんだけど、うちの【ファミリア】って非戦闘員も入れたら数が数だったからさ～。アイシャを中心にして分配しているうちに目を回しちゃって、今まで忘れちゃってた……あはは」

　今日の空は雲で覆われていた。

　灰の色がかかった白雲は陽光を完全に遮さえぎっている。厚い雲が立ち込めるオラリオの上空を見上げ、一雨来るかもしれないとベートは思った。

　抗争の中心地から外れているとはいえ、この裏通りも多くの器物に破壊された跡が残っている。罅ひび割れた石畳に傾いた魔石街灯、『魔法』でも着弾したのか一部の屋根が吹き飛んでいる娼館。両刃湾刀ショーテルが壁に突き刺さったままの館まであった。他ほかにも壊れかけの得物がいくつも路上に転がっている。主神の神意しんいのもと、イシュタルを逃がすまいとしていた【フレイヤ・ファミリア】の包囲網はここにも及んでいたらしい。

　道を進むごとに酷ひどくなっていく通りの損壊。

　この場所こそが貧民街スラムと言われても信じてしまいそうな光景だった。

「ベート・ローガ、気を付けてね？　区画内の見回りは滅多にしないみたいだけど、『ギルド』に言いつけられている冒険者みはりはいるから。夜でもないし、遠くから見つかっちゃうかも」

「瓦礫がれきの上を歩きながら言うんじゃねぇ。猿か」

「えっへへー、うっきー、なぁんて？」

　じろりとベートに見上げられ、半壊した建物の瓦礫の上を歩いていたレナは舌を出す。

「まぁ、見張りくらい全然大丈夫だと思うんだけどさ。でも身元がバレて罰則もらっちゃってもヤダし、たまーに【ガネーシャ・ファミリア】が就いてたりとかもするからさー」

　警笛を吹かれたら面倒、と言ってレナは瓦礫から飛び降りる。

　通りが開けてくると、彼女はベートを誘いざなって館と館の間隙に身を滑り込ませた。元領域テリトリーとあって庭も同然なのか、万が一にも人目に付かないよう小径を経由し、回り道を重ねていく。

　道案内としては連れてきて正解だったな、とベートも認めた。

（フィン達も復興区ここを調べてんのか……？　だとしても、昼間は避けるか。派閥単位で動けば色々目立つ）

　首脳陣として【ファミリア】の体裁も気にしなくてはいけないフィン達の顔を思い浮かべながら、ベートは日中のうちは鉢合わせすることはないだろうと結論する。【ファミリア】の方も『女神の宮殿ベーレト・バビリ』は調査対象の本命として捉とらえているだろうが、流石さすがに数日であの巨大な本拠ホームを調べ切れるとも思えない。レナの言う神室しんしつの隠し扉や、特定の団員の個室にも足を伸ばせていない筈はずだ。

（それよりも、いつ【ファミリア】に合流するか。しばらく暇を出すとは言われてはいるが……あー、くそっ、昨日のこと思い出しちまった。帰りたくねえ……！）

　既にアイズにも目撃されてしまったし、今頃いまごろ【ファミリア】内では自分の株は大暴落だろう。いやとっくに暴落しているが、きっとあのアマゾネス姉妹を中心に怒りの炎が燃え上がっている筈だ。あの天然少女の言葉足らずの情報を聞いて、話に尾鰭背鰭おひれせびれが付いている線が濃厚なのがまた憂鬱ゆううつにさせる。ロキには絶対に会いたくない。

　ベートは無愛想ぶあいそうな顔の裏側で悪態を吐いた。

（ただの除け者だった筈なのによ……こいつに会ってから、散々だ）

　半眼になりながら、すぐ隣を歩いているレナを見下ろす。

「ベート・ローガ、何で昨日先に寝ちゃうの！　私せっかく夕飯ゆうはん作ったのに！」

「いつ寝ようが俺おれの勝手だろうが」

「もう本当狼人ウェアウルフって我儘わがまま！　でも毛布がかけてあってちょっときゅんとしたでしょ？　私、新妻っぽかったでしょ!?」

「てめぇは口を閉じろ」

　既にお馴染なじみとなっているやり取りに、毒されてやがる、とベートは顔をしかめた。

　この『ごっご遊び』も今日で終わりだ。少なくとも調べ切ってしまえばレナとの関係も終わる。もう彼女に振り回されることもないだろう。恋の力が溢あふれるアマゾネスの少女はお構いなしに【ファミリア】を訪ねてくるかもしれないが、ベートはきっと無視をする。

　彼女といると、余計なものを思い出してしまいそうになるから。

　この『牙きば』の内側にあるものを、全て。

（……さっさと終わらせる。終わらせちまって……）

　これっきりだ。心の声がそう続けようとした、直前。

　ベートの耳が、ぴくっ、と鋭く立ち上がった。

「……」

「ベート・ローガ？」

　小径を抜けた裏通りの一角。

　連なる娼館に両脇を固められた幅広の通りの真ん中で、ベートは足を止めた。

（視みられてやがる……）

　不思議そうにレナが振り返る中、鋭い視線のみを周囲に走らせる。

（ギルドの見張りか？　いやありえねえ。警告こえをかけてこねえ理由がねぇ。それに、この殺気はおろか何の感情も伝わってこねえ視線……）

　およそ一般の冒険者がそそぐ視線ではない、とベートは断じる。

　もっと別の、闇やみの中を生きてきた汚物の類たぐいだ。

　しかも今もなお視線の数が──増えている。

「ど、どうしたの？」

　第一級冒険者が張り詰める様子にレナがうろたえていると、

「おい、お前達！　そこで何をやってる！」

　通りの前方から声が投じられた。

　目を向けた先にいるのはヒューマンと獣人、二人の男性冒険者だった。ギルドの任を受けていることを示す腕章と黄色のスカーフを身に着けている。レナが滅多にいないと口にしたばかりの区画内の見回りだ。

　復興区を巡回していた冒険者達は、紐ひもで首に吊つるしていた笛を手に取りながら、こっちへ近付いてくる。

「──っ！　てめぇ等、こっちに来るんじゃねえ！」

　ざわっと毛を逆立てたベートが咄嗟とっさに叫ぶが、冒険者達は怪訝けげんそうな表情を浮かべるだけだった。当然である。違反者の言葉になど耳を貸さず、侵入者の存在を報せようと警笛に口付けようとして──。

「──かっっ」

　それが最期の行動となった。

　警笛を持っていたヒューマンの首から勢いよく血が噴き出す。

　音もなく背後に接近した黒装束の男が、頸動脈けいどうみゃくに短剣を走らせたことによって。

「えっ、なんっ──でっっ？」

　レナが瞠目どうもくする中、相棒を始末させられた獣人のもとにも、屋根から飛び降りた影が細剣を振り抜いた。何をされたのか理解できないまま、二人の冒険者が音を立てて罅割れた石畳の上に転がる。

「う、うそっ……殺やったの……？」


「っ……！」



　視線の先の光景に言葉を失うレナを隣に、ベートはあらん限りに嚙み締めた犬歯をぎしぎしと鳴らした。

　彼の鋭い眼差まなざしの先でゆらりと正対するフードを被った男達──黒い装束を纏まとった暗殺者アサシンは血に濡ぬれた暗剣を突き出した。

　それと同時に、ベート達の頭上、娼館の屋根の上に多くの影が出現する。

「こ、これってどういう……!?」

「武器を拾え！」

「えっ？」

「使える武器を取れって言ってんだ!!　大人しく殺されてえのか!?」

　ベートの怒声に肩を震わせたレナは、抗争後に打ち捨てられたままのアマゾネスの曲刀シミターを飛び付くように地面から拾い上げた。

　辺りを見回すベートは、まるで息を合わせたかのように一気に数を集結させた敵勢の姿に、顔を歪ゆがめる。

（こいつ等、闇派閥イヴィルスか！　ティオネと戦やった暗殺者アサシン！）

　仲間が人造迷宮クノッソスで交戦したと語っていた敵の情報を、思考の海から引きずり出す。

　何故なぜ、どうして、今、ここで、狙ねらわれた。

　闇派閥イヴィルスの残党が地上で暴れることはないとベートだけではなくフィン達でさえ考えていた。

　その予想を裏切って現れた敵に対する疑念が、脳裏に紅あかく点滅する。

　と、そこで。

「あんだよ～。私の方は歓楽街ここを調べに来ただけなのによ～」

「てめぇは……！」

　屋根に躍り出る女の影に、ベートは低く唸うなった。

　毛皮ファー付きの長外套オーバーコートに胸のみを覆う肌着、革レザーの脚衣。禍々まがまがしい大剣を手にする彼女にベートは覚えがあった。

　ヴァレッタ・グレーデ。

　人造迷宮クノッソス内でフィンやベート達を罠わなに嵌はめた闇派閥イヴィルス残党の幹部だ。

「一人かぁ、【凶狼ヴァナルガンド】？　アマゾネスのガキなんか連れて、盛さかるつもりだったかぁ？」

「ふざけてんじゃねえぞ、糞くそ女！　てめぇ、何でここにいやがる！」

「それはこっちの台詞せりふだぜ。第一級冒険者のてめぇに出くわしちまうなんて計算外だ」

　ギルドの公式情報によれば三十代後半に差しかかっているヒューマンの女は、恩恵ステイタスの不老効果によって二十代後半の容貌を保っていた。

　きつい美貌でこちらを睥睨へいげいしてくるヴァレッタは、そこでいやらしく唇を舐なめる。

「……だが、ちょうどいいぜぇ」

　ベートとレナを視界に収める瞳ひとみが、蛇へびのように細まった。

「街の方も、今頃慌あわただしくなってる頃だろうからなぁ」

　その言葉の意味をベートが察しかねていると、女の片手で握られた大剣より殺意が漏もれ出る。もはや衝突が避けられないのは火を見るよりも明らかだった。

（くそったれ、巻き込んだ……！）

　状況に置き去りにされるレナを横目で見るベートは臍ほぞを嚙む。

　もう遅い。少女を逃がすことはできない。

　あたかも自責の声と重なるように頭上の雲が震え、一粒、また一粒と水滴が降り始める。

　瞬く間にそれは激しい強雨に変貌する。

　雨に打たれるベートは、無関係なレナを巻き込んだ己おのれを呪のろいつつ、思い切り叫んだ。

「俺から離れるんじゃねえぞ！」

「う、うんっ！」

　次の瞬間、ヴァレッタも負けず劣らずの肉声で号令を放つ。

「てめぇ等、やれぇ！」

　指示を受けた暗殺者アサシン達は手にするそれぞれの得物──漆黒に染まった『呪道具カースウェポン』を鳴らし、ベート達へ飛びかかった。
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「雨……」

　窓の外で音を立てて降り始める雨を見て、執務室にいるフィンは呟いた。

　雨足はあっという間に強くなり、空を雲に塞ふさがれた都市が灰色に染まる。

（……なんだ、この嫌な感じは）

　窓辺にたたずむフィンは雨に打たれる街並みを見て妙な胸騒むなさわぎを覚えた。

　彼の右手の親指が一瞬、疼うずいたような気がした。

　直後、

「団長!?」

　駆け込んできたラウルが部屋の扉を開け放つ。

　ずぶ濡れになって息を切らす彼の顔は、蒼白になっていた。

「ラウル？　どうした？」

「大変っす……」

　体をずぶ濡れにしながら、ラウルは唇を震わせた。

「街で……！」




「きゃああああああああああああああああああああああああ!?」

　その宴うたげは、激しく降りしきる雨が連れてきたかのようにやって来た。

「な、なにっ？」

「こ、殺しだあああぁ!?」

「人が死んでる!?」

　人気ひとけのなかった路地裏にあっという間に悲鳴と混乱が満ちる。

　石畳に広がる血が雨に混じり、赤い川が流れていく。

「どいてっ、通してください!?」

　悲鳴を聞き付けたレフィーヤが人込みを強引ごういんに割っていく。

　仲間と一緒に今日も街へ繰り出していた彼女は、それを見た瞬間、言葉を失った。

「うそ、そんな……」




【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院に足を運んでいたリヴェリアもまた、その混乱の宴に直面していた。

「アミッドさぁん!?　手を貸してください！」

「傷がっ、傷が塞がらない！」

　治療院の外から響いてくる雨の音に紛れて、治療師ヒーラー達の怒号が飛び交う。血まみれとなった彼等が運んでくるのは、数え切れないほどの重傷者達だった。

　愕然がくぜんとするアミッドの側で、【ロキ・ファミリア】の団員達の叫喚きょうかんを拾ったリヴェリアは弾はじかれるように走り出す。

「塞がらない傷……まさか！」

　リヴェリアは長杖づえを持ち、治療院を飛び出した。




「う、うぁあああああああああああああああああ!?」

「ぼっ、冒険者が殺し合ってる!?」

　雨が躍る路地裏に戦闘の旋律は紛れていた。

　キンッ、キンッと刃同士を打ち鳴らす金属音が絶え間なく響き、そこに獣のような叫び声が絡まる。飛ぶのは盛んな火花であり、紅い血潮だ。

　白昼堂々、街の中で、激しい雨のカーテンに隠れながら、その『襲撃』は行われていた。

「ギルドを、いや冒険者を呼んでぇ!?」

　冒険者の恐ろしさをよく知る迷宮都市の住人達が金切り声を上げて、その抗争もかくやといった光景から我先にと逃げ出してくる。

　彼女達が背を向けた路地の奥からは、【ロキ・ファミリア】の団員達の声が木霊こだましていた。

「っっ！」

　水溜たまりを踏み荒らす住民達と何度もすれ違いながら、アイズは通りを駆け抜ける。

　腰に吊るされた剣を抜き放ち、影と影が躍るその場所へ飛び込んだ。




　雨にかき消される悲鳴が都市中で連鎖する。

　振るわれる黒い刃が、あたかも死神の鎌のようにまた新たな血を呼んだ。
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　メタルブーツ《フロスヴィルト》が、『呪道具カースウェポン』ごと敵の顔面を蹴り砕く。

「ごぁ!?」

　飛びかかっていた暗殺者アサシンは勢いよく石畳の上を転がった。

　だが彼の体と入れ替わるように、また新たな刺客がベートのもとへ襲いかかる。

「ちッ！」

　数にものを言わせた人海戦術。

　押し寄せてくる敵の波に、ベートは舌打ちとともに強烈な蹴撃を見舞った。

「はっはっ、やれぇ！　お前らァ！」

　屋根の上から一人、高見の見物をするのはヴァレッタだ。

　彼女の哄笑こうしょうが響く中、戦闘は続けられていく。

　間断なく降りしきる雨は復興区を包み込んでいた。雨に煙る区域はもはや外界と隔てられてしまったかのように、灰色の空の下にベートとレナを孤立させる。

「シャアッ！」

「くっ、うう!?」

「──伏せろ！」

　道端から拾った壊れかけの曲刀シミターで応戦するレナを受け、ベートが勢いよく体を回転させる。

　少女の体が屈かがんだ直後に回し蹴りが走り抜け、刃を突き立てようとした暗殺者の一人に直撃した。

「ガッッ!?」

「あ、ありがと……」

「ぼさっとしてんなっ！　まだ来るぞ！」

　レナの感謝も今のベートに取り合う暇はない。

　雨によって滲にじむ視界では、数多くの黒い影が今にも躍りかかろうとしていた。

「敵の得物には『呪詛カース』が込められてる！　絶対に喰くらうんじゃねぇ！」

「『呪詛カース』!?　わ、わかった！」

　声を荒げながらベートは敵の姿を見据えた。

　画一的な漆黒の暗殺衣にフード。足運びは冒険者のそれとはほど遠く、独特で驚くほど軽い。息をするように気配を殺す技術に長けている。顔を隠す布の下に存在する対の眼まなこは、およそ人が持つであろう感情が何も浮かんでいない。

　何人もの味方が血を吐いて倒れ込もうとも、顔色一つ変えず襲いかかってくる。

（こいつ等、闇派閥イヴィルスの残党じゃねえ！　雇われた暗殺者か！）

　聞いたことがある。大陸で密かに囁ささやかれている犯罪組織ファミリアの存在を。

　殺戮さつりくを司る女神のもと汚れ仕事を引き受ける、本拠地も規模も不明な暗殺者集団。高額の金と引き換えに命を刈り取る、裏の世界に鮮血と死をもたらす闇の者達だ。

　ベートの読みを肯定するかのように、はためく暗殺衣の上には、フードと目隠しを纏った獅子頭セクメトの紋章が描かれていた。

　敵の能力ステイタスはオラリオの冒険者と比べれば総じて低く、最も高い者でもＬｖ．３といったところで、一人一人は決してベートの敵ではないが、

「グッッ──ジャャアアアアッ！」

　致命傷を被ってもなお、ことごとく命を刈り取ろうと突き進んでくる。

　後続の暗殺者は何の躊躇ちゅうちょもなく、半死半生の仲間の体とまとめて長剣の『呪道具カースウェポン』を突き刺そうとしてきた。ベートは眦まなじりを吊り上げながら、右足の大薙なぎでまとめて蹴り飛ばす。刺し違えることで必殺を遂げようとする外法の戦術は第一級冒険者の神経を逆撫なでした。

　死に恐怖しながら自爆に踏み切る闇派閥イヴィルスの残党とは異なる。

　過酷な訓練と教育という名の洗脳により、何のためらいもなく己の命を武器に変える、まさに生粋きっすいの殺人集団だ。

　更に、

「【血と踊れ】！」

　頻しきりに紡つむがれる禍々しい詠唱が、黒い波動や赤い霧となって何度も繰り出された。

（『呪詛カース』に、異常魔法アンチ・ステイタス……！　ったく面倒くせぇ！）

　こちらの能力ステイタスを下降させようと放たれる『呪い』や『魔法』の数々。仲間が射線上にいようと構わず放ってくるのだから余計に質たちが悪い。仲間の犠牲の上で『呪い』を重ねがけしようとしてくる暗殺者達は、ベートにとって面倒という他なかった。

（こっちにはお荷物がいるってのによ……！）

　背後を一瞥すると、異常な戦法を取る暗殺者達にレナは動揺しっ放しだった。本来ならば彼女の能力ステイタスの方が上にもかかわらず、異常な搦からめ手ばかり使う相手に後おくれを取っている。

　ベートは彼女を守るために攻勢に出られずにいた。特に『魔法』を行使される度に彼女を巻き込むまいと神経を使わなければならず、場合によっては彼女の腕を取って緊急の回避行動を取った。

　壊れた娼館に囲まれた幅広の通りの中、襲撃が途切れない。

　四方から『呪道具カースウェポン』ではない投剣まで放たれては、頭上より黒衣が舞い降りてくる。

「うっ!?」

「ッ！」

　投剣が掠かすめたレナから血の斑点はんてんが飛ぶ。よろけた彼女をすかさず押し倒そうとする暗殺者を、ベートは横から吹き飛ばした。

（数が減らねえ！　何人いやがるんだ！）

　断続的に浴びせられる敵の鋭い気魄きはくにベートが悪態をついていると、


「いつっ……！」



　レナの呻吟しんぎんが漏れた。

「ううっ……!?」

　再び、レナの悲鳴。

「あっ……!?」

　もう一度。

「──」

　身を襲う違和感に、ベートはようやく気が付いた。

　攻撃がベートではなく──レナに集中している。

（どういうことだ）

　ヴァレッタ達は敵対する【ロキ・ファミリア】の幹部であるベートを狙いに来たのではないのか。自分の命を奪うためにこれだけの暗殺者を人造迷宮クノッソスより連れて来たのでは。『鍵かぎ』の行方ゆくえを追わせまいとする妨害行動ではない？　そういえば女は先程言いっていなかったか。第一級冒険者のベートに出くわすなんて計算外だと──。

　今やベートの体はレナを中心に錯綜さくそうしていた。

『呪道具カースウェポン』で腕を浅く斬りつけられた彼女を背で庇かばいながら、飛びかかる暗殺者達を何度も迎撃しては退ける。

　どういうことだ、どういうことだ。

　何故申し合わせたように、暗殺者は連携して少女を──。

（──おい、まさか）

　脳裏を過よぎった可能性の産声に、ベートの胸の中で大きく心臓が震えた。

　まず、最初の前提を違たがえていたとしたら。

　レナを巻き込んだ。その考えが誤っていたとしたら。

（──ふざけんな）

　巻き込まれたのは、レナではない。

　本当に巻き込まれているのは。

　暗殺者どもの本当の標的は──。

「ひひっ」

　屋根の上から戦場を俯瞰ふかんするヴァレッタの唇が、曲がる。

「ひひひひっ」

　焦燥のベートを見て、笑う。

「ひひひひひひひひひひひひっ」

　憔悴しょうすいしていく少女を見て、舌を舐めて、嗤わらった。
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　時は遡さかのぼる。




「タナトス……あれほどの『呪道具カースウェポン』を用意させて、何をするつもりだ？」

　人造迷宮クノッソス奥部、回廊の間。

　壁画に囲まれる空間に、片目を前髪で隠した男性が姿を現す。

　日の光を忘れた病的に白い肌と頭髪。瞳を窪くぼませた暗然な面持ちはいっそ幽鬼のようですらある。一族ダイダロスの悲願達成に取りつかれた妄執の人物、バルカだ。

　男は回廊に一人残っているタナトスに、問いを放つ。

「【ロキ・ファミリア】に仕掛けるつもりか……？　まさか地上で？　愚かしいほどに自殺行為ではないか」

　その訝いぶかしげな声音に、タナトスは黙りこくった後、肩を竦すくめた。

「俺も最初はそう思っちゃったんだけど……違うみたい」

「違う……？」

「そ。バルカちゃんも大概だと思うけどさぁ、ヴァレッタちゃんもいい感じで頭がすっ飛んでるよね、いやホント」

「……」

「死を司る俺でも面食らっちゃったもん」

　その言葉に偽りはなかった。掛け値ない神の称賛であった。

　黙りこくるバルカの前で、タナトスは濃紫の長髪を揺らし、同色の瞳を細める。

「ヴァレッタちゃんの目的はぁ──」

　死神はまるで眷族けんぞくの行いを祝福するかのように笑った。

「『アマゾネス狩り』だってさぁ」
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「都市中でアマゾネスが襲われている!?」

　フィンは張り叫んだ。

「はいっす！　今もアマゾネス達が襲われていて、死体も……！」

「……アマゾネス達の所属は、まさか」

「今の派閥はバラバラらしいっすけど、全員元【イシュタル・ファミリア】らしくて……！　みんなイシュタル様に近かった、戦闘娼婦バーベラっす！」

　ラウルの報告にフィンは眉目を歪めた。

「見つからないならいっそ、僕達に渡すまいと口封じをする気か……！」

　今も窓の外からどよめきを伝えてくる襲撃の数々が闇派閥イヴィルスの仕業であると、フィンは一瞬で見抜いた。

　敵は『鍵』の探し合いを放棄したのだ。全く手がかりを得られない状況に痺しびれを切らし、徐々に情報網を伸ばしていく【ロキ・ファミリア】を尻目に、強硬策に乗り出した。それはフィンがまずありえないと切り捨てた最低で暴悪な選択肢だった。

　手に入らないのならば、渡さない。

　見つからないのなら、疑わしき情報源そのものを抹殺する。

　大胆で、凶悪で、非道で、不敵過ぎるその手口。

「このやり方……」

　フィンは脳裏にある女の哄笑を思い浮かべた。

「ヴァレッタか……！」




「ディオニュソス様！」

「闇に乗じた背後からの一撃……暗殺か」

　悲鳴が木霊していく雨の裏通り。血の気を失っている人込みを他所よそにアマゾネスの亡骸なきがらの前に膝ひざをつくのは、ディオニュソスとフィルヴィスだった。

　虚うつろな眼差しを空にそそぐ戦闘娼婦バーベラの死体は、その最期が不意を討たれた一瞬であることを告げていた。首に刻まれた塞がらない傷から血が垂れており、状況から昨夜に殺あやめられただろうこともわかる。

「イシュタルの眷族の抹殺……どうやらタナトス達は随分物騒な手段を取ったらしい」

　気に入らないようにディオニュソスが秀麗な相貌を歪めていると、人込みをかきわけたレフィーヤが彼等の前に現れた。

「フィルヴィスさん！　ディオニュソス様……」

「レフィーヤ……」

「千の妖精サウザンド……見ない方がいい」

　フィルヴィスとディオニュソスを視界に収めたレフィーヤは、彼等の側に転がる亡骸を見て言葉を失った。今も自分達と同じように雨に打たれるその死体は、昨日まで自分達が見かけ、生きていた筈の亜人デミ・ヒューマンであったから。

「私達が情報を求めた、アマゾネス……」




「野郎ッ！」

　雨によって張り付いた前髪を振り乱しながら、ティオネは湾短刀ククリナイフを一閃させた。

「ギィア!?」

「こんのぉおおおおおおお！」

　黒衣に纏った男が地に倒れる最中、ティオナも同じように大双刃ウルガで漆黒の武具ごと敵の体を壁に叩たたきつける。

「お、お前等……」

「平気!?」

「どうなってんのよ、コレ!?　どこもかしこもアマゾネスが襲われてるっていうの!?」

　切り裂かれた二の腕を押さえるアマゾネスにティオナが駆け寄り、ティオネが怒りの形相で吠ほえる。騒ぎを聞きつけアマゾネス達を助けに回っている彼女達もまた、事態の全貌を察しつつあった。

「おいてめぇ、知ってることがあったら全部吐け……っ!?」

　倒した暗殺者の襟えりを摑つかんで問い詰めようとした瞬間、血まみれの男は何かを嚙む素振りをした瞬間、ぐるりと白目を剝むき、血の泡、そして高熱の煙を吹いた。

　奥歯に仕込んだ自決用の強酸を嚙み砕き、己の命を絶ったのだ。計画の情報を流出させないために。

　あっけない襲撃者の末路に、ティオネはあらん限りに歯を食い縛る。

「くそったれ……!?」




「傷付けられた者達はディアンケヒトの治療院に運べい！　急げ!!」

　その大戦斧だいせんぷで暗殺者達を退けながら、ガレスは大音声を轟とどろかせた。

　切り裂かれた血塗ちまみれの顔を手で押さえ涙を流す者、腹を刺し貫かれた者、流れ出す血が止まらない者。その身を傷付けられたアマゾネス達が、大声で叫び合う【ロキ・ファミリア】の手で運ばれていく。

「冒険者相手に特攻とは……！」

　血気盛んなアマゾネス達も上級冒険者、ただでやられる存在ではない。

　奇襲にも対応して刺客を返り討ちにしてしまった猛者達も多くいる。だが、暗殺者達は自分の命を見返りに、彼女達に傷を一つ付けるだけで良かった。

　暗殺者達の得物は全て『呪道具カースウェポン』。

　刻まれた傷はアマゾネス達を死に至らしめる必殺の『毒』になりうる。

「人手が足らん、庇い切れん……！」

　それぞれの【ファミリア】に散らばった戦闘娼婦バーベラの一斉暗殺。広大な都市中で勃発したそれはいくらガレス達といえど全てを把握し切れない。この降りしきる雨にかき消される悲鳴が今も街のどこかで上がっている。

　ガレスは目深まぶかに被った兜かぶとの下で、目を眇すがめた。




「っっ！」

　飛びかかる複数の暗殺者に、アイズは剣を振り抜いた。

　もう何人目とも知れない刺客が石畳の上に転がり、砕かれた呪いの武具が宙を舞う。

「アイズ、傷をもらうな！」

　離れた場所では長杖を振るうリヴェリアが、暗殺者を薙ぎ払うところだった。

　翡翠ひすいの髪がはりつく美貌から余裕を失っている彼女は、最後の敵を倒し終えるとアマゾネスのもとまで駆け寄る。

「無事か！」

「うるさいっ、手なんか貸すんじゃない！　余計なお世話だよ！」

　地面に大朴刀を突き刺し体を支えていた悍婦かんぷ、アイシャ・ベルカはリヴェリアとアイズに怒鳴りつけた。辺りには彼女自身が返り討ちにした暗殺者達が倒れている。

　襲撃を辛からくも切り抜けた女傑は切らした息を野放しにしながら、一人の女戦士としてアイズ達を睨にらみつける。

「アイシャ！」

「サミラか！」

　アイズ達の他に、灰髪の戦闘娼婦バーベラが新たに駆け付けてくる。

　ティオナが事情聴取を行ったアマゾネスの一人だ。

　アイシャ同様、軽い掠り傷を負った彼女はことの次第と被害の規模、今わかっていることをぶつけるようにまくし立てる。そこに加わったリヴェリアの簡潔な説明も聞いて、アイシャは額を片手で握り締めた。

「私達の暗殺だって……!?　ちくしょう、あの美神かみはいなくなっても面倒事を私達に押しつけやがる……！」

「どうする、アイシャ!?　殺された中には宮殿を出入りしていた高級娼婦おんな達もいるって……あ、そうだよ、は、春姫ハルヒメは!?」

「落ち着きな！　あの娘こは【ファミリア】の名簿リストに載っちゃいない！　イシュタル様が『ギルド』にも存在を隠してた！　狙えっこないよ！」

「えっと、じゃあ……あ、蛙女フリュネは……？」

「あのヒキガエルが死ぬかぁ!!　ほっとけ！」

　動転するサミラに苛立いらだちも手伝ってか大音声を放ち続けるアイシャ。事件の渦中に叩き落とされてしまった彼女達に、リヴェリアは尋ねる。

「私達の対応は後手に回っている。騒ぎを聞きつけてから急行するのでは間に合わない。狙われる可能性がある者を知っているなら、教えてほしい」

「待て、待ちなっ。他に狙われる戦闘娼婦バーベラは……！」

　片手を額に押しつけたまま、顔を歪めるアイシャは思考の糸を手繰たぐる。

　だがそれも一瞬だった。

　次の瞬間、弾かれたように顔を振り上げる。

「レナ……」

「えっ？」

「レナだ……」

　都市の南西、少女の『隠れ家』がある歓楽街の方を見つめ、鬼気迫った表情で走り出した。

「レナがやばい！」
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　肩に撃ち込まれた投剣が、とうとう少女の体を地面に押し倒した。

「うあっ!?」

「くそがぁ！」

　飛びかかろうとする黒い影をベートは瞬速で蹴り払った。続いて彼自身に迫る白刃を腕の手甲で弾き飛ばす。更に放たれた複数の暗剣が少女を狙い、それを防いだベートの頰ほおにとうとう傷が刻まれる。

　雨がそそぐ廃墟の戦場で、孤立無援の戦いは未いまだとどまる気配を見せなかった。

「ベ、ベート・ローガぁ……」

「掠り傷だ！　情けねえ声出してんじゃねぇ！」

　血を流すベートにレナが涙を溜める。

　罵声のように言葉を連ねる狼人ウェアウルフは雨に濡れる体を盾たてに代えて、倒れた少女の姿を暗殺者達から隠す。既に敵勢は暗殺者の他にも闇派閥イヴィルスの残党──【タナトス・ファミリア】の団員達まで入り混じる乱戦となっていた。

「これ、私が狙われてるんだよね……？」

「見りゃわかんだろうがッ」

「私が、ベート・ローガを巻き込んじゃってるの……？」

「……関係ねぇ！　関係、あるか!!　こいつ等は俺達の敵だ！」

　そう、巻き込まれたのは、レナではない。

　本当に巻き込まれているのは──ベートだ。

　暗殺者どもの本当の標的ターゲットは、イシュタルの秘密を知ってしまっているこのアマゾネスの少女。偶然彼女と行動をともにしていたベートに火の粉が降りかかっている。

　事情を知らずとも察してしまうレナの震える声を、ベートは怒声で否定した。

　全ては自分の面倒だと。

　自責の念など甚はなはだ勘違いで、思い上がるなと。

「……シャァアアアアアアアアアッ！」

　暗殺者達の矛先はもはや火を見るより明らかだった。

　ベートではなく、レナへの集中攻撃。四顧からの攻撃が防御に走るベートの行動を制限し、反撃へと至らせない。数の多寡たかと潤沢な『呪道具カースウェポン』をもって標的もろとも血祭に上げようとする。

　ベート一人ならば、何とでもなった。

　彼の最大の武器である俊足をもって動き回り、暗殺者どもを翻弄ほんろうして凶暴に喰い千切る。【凶狼ヴァナルガンド】の謂いわれの通り、高速の戦闘型バトルスタイルによっていくらでも切り抜けることができた。

　しかし、レナがいる。

　敵の追撃を振り切れず、数の多寡に押し潰つぶされてしまう小さな少女が。庇わなければあっさりと命を刈り取られてしまう脆弱ぜいじゃくな雛ひなが。

　ベートの頭は紅く燃えていた。

　頰に走る刺青いれずみが、刻まれた『牙』が幻痛いたみを放っていた。

　散々罵倒してきた雑魚ざこが、『弱者』の存在がベートを苛さいなむ。

　しかし彼の言葉は、少女を突き離せない。

「っっ──おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　激しい防戦の中で一瞬の間隙を縫い、《フロスヴィルト》に雷の『魔剣ナイフ』を打ち込み、白銀のメタルブーツに雷光を纏わせる。瞠目する暗殺者達を宙に描いた稲妻の円弧によって薙ぎ払い、更に耳を聾ろうする雷音と閃光で、後続の聴覚と視覚に空白を刻んだ。

　敵の連携が、完璧かんぺきな包囲網が一瞬崩れた。今しかない。

「逃げんぞ！」

「う、うんっ！」

　レナの手を強引にとって加速する。

　暗殺者達の脇を抜いて、まんまと敵の暗殺圏から抜け出したベートは、

「待てよ、ここからだろォ！」

「──!?」

　迫りくる回転刃カッターの直撃を浴びた。

　レナを守る形で咄嗟に雷蹴を振り上げ、急迫する大刃を粉砕するも、馬鹿ばかげた勢いから放たれたそれは粉々になってもなお無数の破片を飛び散らせた。散弾のごとく戦闘着バトル・ジャケットごとベートの肌を無数に切り裂く。

「ひひひひひひひっ！　逃がすわけねぇだろう、こんな面白おもしれぇ見世物からよぉ!!」

　物見を決め込んでいたヴァレッタが、頭上より『呪道具カースウェポン』の大剣を投じたのだ。

　敵勢の中で唯一のＬｖ．５を誇る怪力の投擲とうてきは、ベートが全力の迎撃に乗り出さねばならないほどの破壊力と速度を秘めていた。

　そして、そこから生じるのは大きな隙すきだ。

「【血と踊れ】！」


「～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　とうとうベートの身に呪詛カースと異常魔法アンチ・ステイタスの呪波が決まる。

「ようやく捕まえたぜぇ、【凶狼ヴァナルガンド】！」

　動きが鈍ったベートに、暗殺者達が目を光らせて躍りかかった。

　喝采かっさいを上げるヴァレッタの眼下で雷撃の光が何人もの暗殺者達を再起不能にしていくも、味方ごと更なる呪詛カースが放たれてベートの四肢を縛っていく。加えて、暗殺者達はここでも彼自身を直接攻撃せず、執拗しつようにレナを狙った。

　蜘蛛くもの巣に獲物が絡め取られるように、いや、抗えない縛鎖に巨狼が繫つながれていくように狼人ウェアウルフの動きが陰りを見せていく。

「ったく、バケモノが。どれだけの味方を潰しやがった……」

　劣勢でなお、暗殺者達、更には援軍として呼んだ【タナトス・ファミリア】の団員を返り討ちにしていくベートにヴァレッタは唾を吐いた。周囲では顔面や胸骨を蹴り砕かれ、血を吐き出しながら転がる闇派閥イヴィルスの同志が何十人も転がっている。

「だが、これで」

　ヴァレッタは、唇を吊り上げた。

「アマゾネス狩りのつもりだったけどよぉ……こりゃ拾いもんだぜぇ！　ここで【凶狼ヴァナルガンド】の首級を挙げてやる！」

　女の興奮と同調するように、漆黒の影が猛威を振るった。

　ベートの肩に深い傷が刻まれるとともに、銀靴フロスヴィルトからも雷の恩恵が失われる。


「ぐっっ……!?」



『不治の呪い』が猛烈な熱となって肩を焼く。

　抉えぐられた右肩を除けば頰を始めとした『呪いの傷』は掠り傷程度。まだ戦える。だが数十分後、数時間後はわからない。攻勢の手を緩めない暗殺者達に、臓腑ぞうふを焦こがしながらベートは負けじと咆哮ほうこうを放った。

　そんな彼の悲壮な背中を見て。

　自らも戦っていた少女は、手をだらりと下げて、唇を痙攣けいれんさせた。

「ベート・ローガ……ごめんね」

　雨の音に紛れるその声の欠片かけらに、ぴくっ、と獣の耳が震える。

「やっぱり、言う通りだったね。私……弱っちくて、ベート・ローガの足を引っ張って、後悔してる……」

　うるせぇ、黙ってろ。

　喋しゃべんじゃねぇ。

　戦場ここで泣き言なんて反吐へどが出る。

　戦場ここに立ったなら卑怯ひきょうも汚ぇも悪いもねぇ。腹を括くくれ。

　吠えろ。吠えてみせろ。それが不条理に抗う唯一の術すべだ──。

　何かに湿っている少女の声音に苛立ちながら、ベートは心の中で罵倒する。圧縮される体感時間の中で暗殺者達の体を殴っては蹴り飛ばし、凶刃を弾き、血の欠片を飛ばしながら、焦熱に突き動かされる四肢を何度も振るう。世界が己を置いて時の流れを緩慢にさせる最中、ザーと鳴る雨の音を縫ってやけに耳に響くレナの声が、うざったくてしょうがなかった。

　聞こえてしまう少女の呟きに、頰の『牙』が疼いてしょうがなかった。

「でも」

　そして。

「私がいなければ……ベート・ローガは強いもんね？」

　背後で囁かれた少女の言葉に、ベートの時は止まった。

「────」

　目を向けると、雨とは非なる滴しずくを瞳に溜め、くしゃくしゃな笑顔を浮かべるレナがいた。

　今にもベートのもとから駆け出そうとする、少女がいた。

（──おい）

　待て。

　ふざけんな。

　何をやろうとしている。何を血迷ってやがる。

　何を勝手に、決めつけてやがる。

　てめぇは『雑魚』だ。勝手な真似すんな。

　動くな、動くんじゃなぇ。

　行くんじゃねぇ。ここにいろ。

（てめぇは、俺の側にいろ──）

　ベートは矛盾に気付かない。

　かつて言い放ってきた罵声と、今の胸の内の声が相反することを。

　──雑魚は引っ込んでろ。

　──足手纏いは失せろ。

　かつての言葉と今の想おもいが矛盾していることに、ベートは気付こうとしない。

　少女は目尻から水滴を溢れさせ、笑った。

「ベート・ローガ、勝ってね？　──死なないで」

　直後。

　少女はベートに背を向けて、走り出した。

「──レナァ!!」

　彼女の名前を初めて呼んだのは、よりにもよってこんな時だった。

　遠ざかる少女の背中に、ベートの喉のどが絶叫を放つ。
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「くっ、ふひひっ……ひゃっはははははははははははははははははははははははははは!?　暗殺者アサシンどもぉ、女を追え！」

　屋根の上から笑声をぶちまけるヴァレッタの号令が、残る暗殺者達を逃げる少女のもとへ導く。無数の蝙蝠こうもりのように羽ばたく暗殺衣に、ベートの全身が発熱した。

「──────────────ッッッ!!」

　もはや言葉の形を取らない狼おおかみの轟咆ごうほうを上げながら、暗殺者達の背中を追いかけようとするも、


「だからっ、私を忘れんなよぉ～～～～ッ!!」



「っっ!?」

　頭上より飛び降りたヴァレッタが、ベートの行く手を遮った。

「私が相手をしてやる！　あんなガキより、よっぽどそそるだろう!?」

「このっっ、クソ女がぁあああああああああああああああああああああ!?」

　きつい美貌に醜悪な笑みを浮かべる女に怒り狂う。

　誰だれもいなくなった通りの真ん中で、毛皮ファー付きの長外套オーバーコートから新たな『呪道具カースウェポン』を取り出すヴァレッタを押しのけようと、ベートは全身を猛らせた。

「必死じゃねぇか、【凶狼ヴァナルガンド】！」

「うるせぇ！」

「そんなにあの小娘アマゾネスが大切なのかぁ！」

「うるせぇ!!」

　何度も前へ進もうとするベートをおちょくるように邪魔しながら、ヴァレッタが装備した漆黒の短剣を振るう。

　かけられた呪縛アンチ・ステイタスは依然ベートの手足を縛る桎梏しっこくとなっている。

　それでもなお『強者』である狼を決してヴァレッタは攻め落とせない。

　だが、足止めで十分だった。

　時間を一刻、一刻と削ってやる度に、狼人ウェアウルフの顔は身を斬られたように歪んでいく。

　それが女にとっては堪らなく愉快だった。

『命の輝き』を踏みにじるということが、これ以上なく快感だった。

「なぁッ、私の贈物プレゼントは見てくれたかぁ～!?」

「!?」

「人造迷宮クノッソスで仕留めてやった、てめぇ等のお仲間のことだよぉ！」

　ベートの毛並みがざわっと逆立つ。

　目の前の男の心を一層かき乱すように、女は言葉のナイフを投じる。

「あれ、全部私がやってやったんだぜぇ！　泣き喚わめく冒険者どもを刺し殺してやってなぁ！」

「……じゃ、ねぇっ」

「本当はなァ、もっと丁寧に、惨むごたらしくやりたかったんだ！　だがお前等が早く来るもんだから、雑に殺やっちまったじゃねぇか！」

「……るんじゃねぇッ」

「特にあの治療師ヒーラーは殺り甲斐がいがあったんだ！　弱ぇくせに、最後まで仲間を庇いやがってよぉ！」

「喋るんじゃねぇッ!!」

　ヴァレッタの愉悦の声とベートの大音声が交差する。

　リーネ達を惨殺した張本人だと打ち明ける目の前の女に、ベートの視界に火花が散る。

「なぁ、フィンは悔しがってくれたかぁ!?　──お前は、今みてぇに情けねぇ顔を浮かべてくれたかァ!?」

　その女の笑みに。

　ベートの怒りが許容範囲を超えた。

「──るォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　降りしきる雨をかき消すほどの剛脚が、瞠目するヴァレッタの短剣を粉砕する。

「ちィッ!?　……ここまでにしとくかぁ」

　全力でその場を飛び退いたヴァレッタは、粉々になった手もとの短剣を一瞥し、あっさりと打ち捨てる。

「これ以上続けたら、本当に殺されちまいそうだ」

　瞳を血走らせる狼人ウェアウルフを前に、引きつった笑みを浮かべるヴァレッタ。

　だが危惧の言葉とは裏腹に、その声音は愉悦に満ちていた。

「行ってやれよ、【凶狼ヴァナルガンド】!!　もう間に合わねえだろうがなぁ！　はっ、ははははははははははははははははははははははははははははははっ!!」

　高く跳躍して女が雨の奥に消える。

　そんなものを見届けもせずベートは走り出していた。

　全身と視界を打つ雨に殺意が募る。どけ、邪魔すんな、失せろ。心の奥でがなり立てながら殺してやりたいほどに重い脚を地に振り下ろす。

　激しく降りそそいでいた雨はまるで怯ひるむように、僅わずかにその勢いを緩めていった。

　駆け抜ける通りの脇に見覚えのある曲刀シミターが壊れ、石畳に捨てられていた。

　あれほど体を縛っていた呪いの力がふっとかき消え、体が軽くなり、同時に胸の中の心臓を鷲わし摑みにした。

　駆けて、駆けて、駆けて。

　少女に一矢報いられ、地面に蹲うずくまる暗殺者達の体を頼りに、雨の廃墟を疾走して。

　退廃した都みやこの通りを、駆け抜けて。

　そして。


「………………」



　開けた広場の一角に、彼女はいた。

　砕かれた跡のある石畳の上に倒れて、雨に打たれながら。

　最後まで抵抗を続けたのだろう。瑞々みずみずしかった褐色の肌は血に汚れ、その細い手足に多くの裂傷が走っている。

　腹部に突き刺さっているのは、墓標のごとく突き立つ黒の短剣。

　血が、じわり、じわり、と水溜りを赤く汚していく。

　一度立ち止まってしまったベートは、すぐに駆け寄って、彼女の側に膝をついた。

　跳ねた水滴が少女の頰にかかり、閉じられていた瞼が震え、うっすらと開かれる。

「ベート、ロー、ガ……？　いる、の……？」

　赤く濡れた唇が震え、緩慢な仕草しぐさで左腕が持ち上げられる。

「目が、ね？　ぼやけちゃって……よく、見えないの……」

　さまようその手を、ベートの手は壊れ物を扱うように、気付けば取っていた。

　少女の細い指が微笑ほほえむように、ぎゅっと小さく握ってくる。

「……おい」

　ベートは言った。

「……おいっ」

　ベートは震えた。

「……おいッ」

　ベートの唇はまるで壊れたように、それだけしか言わなかった。

　黒く霞かすんだレナの瞳が力なく垂れ下がり、ほのかな笑みを浮かべる。


「ベート、ローガ…………弱っちくて、ごめん」



「──」

「やくそく、無理だっ、た」

　言葉が消える。温もりが遠ざかる。

　ベートの時間が止まる。

　レナは最後の力を振り絞るように、静かに微笑んだ。


「あなたの、となり…………並びたかった、なぁ……」



　少女の言葉は、それで終わりだった。

　ゆっくりと力を失い、か細い指がベートの手からすり抜けていった。

　最後の命の灯火を燃やすように、体から赤い滴が漏れ出していく。


「…………」



　雨の音が聞こえる。天から流れ落ちる涙の音が。

　ベートは叫ばなかった。

　笑わなかった。

　哭なかなかった。

　ただ時を止めて、解けた髪が顔にかかる少女を、見下ろしていた。

「レナッ！」

　代わりに、別の誰かの声が響いた。

　息を切らすアイシャ、そして目を見開いているアイズとリヴェリア。

　雨の向こうで立ちつくしている彼女達の姿を認め、小さく横顔を向けていたベートは、ゆっくりと立ち上がった。

　弾かれるようにアイシャとアイズ達が駆け寄ってくる。先頭のアマゾネスはベートなど見向きもせずレナのもとに屈もうとして、動きを止めた。

　中途半端はんぱに伸ばされた彼女の手が震え、拳こぶしを作る。

　膝をついたアイズとリヴェリアが顔を歪め、突き刺さった短剣を引き抜き、試験管に詰まった薬や『魔法』の光が茶番のようにそそぎこまれる。

　それら全ての光景が、ベートの瞳には色褪いろあせて見えた。

「呪詛カース……！」

　引き抜かれた漆黒の短剣にリヴェリアの呟きがこぼれ落ちた時。

　顔を振り上げたアイシャが喉から絞り出すように、怨嗟えんさに満ちた声をベートに放つ。

「【凶狼ヴァナルガンド】……！　ふざけるんじゃないよっ、言った筈だろうっ!?　レナに何かあったら、私は……!!」

　鋭い眼差しで穿うがってくるアマゾネスに、ベートはすぐに答えなかった。

　雨に打たれながら、憎しみの籠こもった眼差しに目を向ける。

　やがて、その唇は──『嘲笑』を描いた。

「はッ、勝手に逃げ出した雑魚のお守もりなんて、どうしろって言うんだよ」

　アイシャの瞳が見張られる。

「散々、足を引っ張りやがって。うざってえったらありゃしねえ」

「ベート……」

「つくづく救えねえぜ。雑魚っていうのはなぁ」

「ベートさん……」

　失われていた言葉が今になって淀よどみなく吐き捨てられていく。

　見上げてくるリヴェリアとアイズなど歯牙にもかけず、ベートはせせら笑い続けた。

　嘲笑を浮かべ続けた。

「自分の力の無さを、後悔して野垂れ死ぬ……言った通りだったぜ」

　瞬間、アイシャの双眼に火花が散る。

「ッッ!!」

　顔を瞋恚しんいの炎で燃やす彼女はベートに摑みかかった。

　怒りの形相でベートの胸ぐらを摑み、握り締められた拳を振り上げる。

　放たれた拳が嘲笑に歪む頰へ叩き込まれようとした、その寸前。

「────」

　殴ろうとしていたその拳が、止まった。

　降りしきる雨だけを弾き、ベートの頰を濡らす。

　アイシャは目を見開き、固まっていた。

　その光景が、ベートには理解できなかった。

　何故。

　何故、拳を止める。

　何だ、その顔は。

　何だ、その目は。

　てめえは一体何を見てやがる。

　笑っているだろ、俺は。

　いつものように嗤わらっているだろう、俺は。

「あんた……」

　おい、何を見てやがるんだ。その目は何だ。俺の顔に何かついているのか。

　この嘲笑が見えねえのか。

　どうして、そんな目で見る。

　何故、殴ろうとしねえ。

「……」

　口を閉ざしたアイシャは、拳を下げ、ベートの胸ぐらを解放した。

　哀れむような眼差しを残し、そのまま背を向ける。

　彼女の代わりにリヴェリアが、目を閉じたレナを抱き上げ、その場を離れていく。

　ベートを残して。

「……ベート、さん」

　アイズだけが、かけることも言葉も見つけられず、その場に居残った。

　その背中を見つめながら。

　雨は止まない。

「……ふざけるなよっ」

　何故、殴らねえ。

　何だ、それは。

　何だ、あの目は。

　俺を、あんな目で見るんじゃねえ──。

　果てしない屈辱がベートを焼いた。

　吊り上がっていた口角が、嘲笑に歪んでいた筈の唇が解ほどけ、歯を割れんばかりに嚙み締める。

　怒りと、感情の激流が体の中を暴れ狂う。

　だが、ベートは何もできなかった。

　吠えることもできないまま、空を見上げる。

　無情に降りしきる雨に、ただただ打たれ続けた。
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　あの日も、空から雨が降っていた。




『平原の主ぬし』を討ち、ベートは迷宮都市に凱旋がいせんを果たした。

　そんな彼を待っていたのは、泣き崩れる【ファミリア】の者達と、彼女の骸むくろだった。

『────』

　ベートを襲ったのは、踏み締める大地ががらがらと音を立てて崩れていく感覚だった。

　何てことはない。いつものようにダンジョンへ繰り出して、いつものように探索をして、その日たまたま彼女は命を落としたのだ。

　迷宮に牙を剝かれ、抗うこともできず、あっさりと。

　ベートのために強く在ろうと、弱者の肉を脱ぎ捨てようと一層もがいていた彼女は、自分の力を弁わきまえず代償を支払ったのだ。そして、そんな彼女を守る強者ベートは側にいなかった。

『ベ、ベートっ……』

【ファミリア】の団員達は傷だらけで泣いていた。腕を失った者、遺体すら回収できなかった者、泣きながら謝罪を繰り返す者。誰もベートを責めなかった。誰もが自分の力のなさを呪っていた。誰もが世界に絶望し、泣き言をほざいていた。

　血に濡れた彼女の遺骸は、後悔も苦痛もなく、何もなかったかのように真っ白だった。

　何故。

　何故だ。

　何故、弱い。

　どうしてそこまで弱い。

　世界に、摂理に、真理に抗えないほど、どうしてそこまで。

　強者おれがいなければ。

　強者おれに守られなければ。

　弱者おまえたちは何もできないのか。

　俺は、強くなったんじゃないのか。

　なのに、どうしてまた奪われる？

　出鱈目でたらめな無数の問いかけと疑問がベートの心の中で浮かんでは消えた。言葉に変わることのない思考の渦──絶望がその体を切り刻んだ。

　ただただ無様に泣き崩れる仲間を見下ろし、放心して、立ちつくす。

『ベート……すまない』

　立ちつくすベートを見て、主神のヴィーザルはそう言った。

　その言葉を聞いた時、ベートの中で何が切れた。

　気付けば、神の胸ぐらを両手で摑み上げていた。

『謝ってんじゃねえよ！　神おまえが、謝るんじゃねぇよ！』

『よせ、ベート!?』

『神おまえが──認めるんじゃねえよ!!』

　団員達に必死に止められる中、ベートは涙を流しながら神に叫びかかった。

　その神の謝罪が、『弱者』の犠牲を認めているようで、許せなかった。

　世界そのものがベートの絶望を肯定しているようで、叫ばずにはいられなかった。

　ヴィーザルのその謝罪は何に向けられたものだったのか。

　ベートの何に謝ろうとしていたのか。

　ベートには何もわからなかった。彼の神意しんいを理解することなどできないまま、吐露する感情の激流ととともに吠え続けた。




　傷心の団員を抱えた【ヴィーザル・ファミリア】は、オラリオを出ることを決めた。

　ベートは彼等を捨てた。

　見切りを付けたのだ。自ら嫌われるように、言葉の刃で斬りつけ、半ば追い出すように迷宮都市から遠ざけた。管理機関ギルドも第二級冒険者であるベートが残るのならと言って、ヴィーザル達の都市外の移住を認めた。彼等が都市を出るその日、ベートは仲間であった者達と別れの言葉すら交わさなかった。

　改宗コンバージョンを可能とした半脱退状態の神ヴィーザルの恩恵を背中に宿す中、ベートはひたすらに戦い続けた。単独ソロでダンジョンにこもり、傷を負い、血を流しながら、モンスターを屠ほふり続けた。更なる強さを求める飢狼となった。

　一方で、頰の『牙』の幻痛いたみは引かなかった。

　どころか一層激はげしくなる。仇かたきを討った筈なのに疼き続ける。

　全身に巣食う苛立ちが収まることはなかった。

　ベートが他者に言葉の刃を振るうようになり出したのも、この頃からだ。

　──『雑魚』はすっこんでろ！

　──身の程を弁えやがれ！

　──吠えることもできねぇくせに！

【ファミリア】にも所属せず暴言を吐き散らす彼に誰もがいきり立った。何度も拳を交えては殺そうとかかり、そして結局ベートに返り討ちに遭った。ベートの絶望は止まらなかった。

　喧嘩けんかをしない日はなかった。赤い蜂はちの看板を下げる酒場で飽きもせず騒ぎを起こす。無愛想な店主ドワーフはまるで哀れむように、一匹の狼をもう怒ろうとはしなかった。

　ベートは、決して『強者』に打ちのめされなかった。

　傷を負い、全てを奪われ、どんなに絶望しようとも、咆哮を上げて前を向いた。強者の肉を喰らい返すことを誓って吠え続けた。

　そう。

　ベートを打ちのめしてきたのは他でもない──『弱者』だった。

　弱肉強食の世界に逆らえない弱き者達。

　どんなにベートが強くなろうとも埋めることのできない力。

　どんなに強くなろうとも救えない、脆弱な存在。

　世界の摂理に泣き喚く『弱者』達を、ベートはいつしか呪うようになった。

　恨むように、憎むように、侮蔑と嘲あざけりの言葉を吐き連ねた。




　仲間を持たないまま狼は、まるで壊れたように強さに餓うえ続け、他者に嘲笑の牙を振るい続けた。たった一匹で戦い続けた。

　やがて、【ファミリア】に所属していないにもかかわらず、いつからかその呼び名まで変わり──【凶狼ヴァナルガンド】と。

　そう呼ばれるようになっていた。


















　夜の帳とばりが都市を覆う。

　惣闇つつやみが無人の街路を、点滅を繰り返す壊れかけの魔石街灯を、血痕を残す路地裏を包んでいる。依然いぜん雨は止やまず、まるで穿うがつように街へ降りそそいでいた。

　止まらない雨の音を、質素な長椅子ソファーに腰かけるベートは黙って聞いていた。

「ベートさん……」

　その側にたたずむのはアイズ。濡ぬれた体も拭ふかず、『呪詛カース』によって流れ出る血も放置する狼人ウェアウルフの青年に、彼女はまだかける言葉を見つけられずにいた。

　夜の闇に包まれる【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院、その空き部屋の一つ。暗殺者アサシン達の襲撃後、アイズは雨に黙って打たれ続けるベートをこの場に連れてきていた。血を流し続ける怪我けがを見過ごせないことはもとより、野晒ざらしにされる青年の背中が彼女の目から見ても危うく映ったからだ。

「……せめて、体を、拭かないと……」

　癒いえない傷をどうすることもできずアイズが布で拭こうとすると、がちゃり、と音を立てて部屋の扉が開けられる。

「すいません、遅くなりました」

　入ってくるのはアミッドだった。

　本来清潔感溢あふれる【ファミリア】の制服が付着した血の色で汚れている。何より彼女自身、深い疲労が目の下に溜たまり、汗を幾筋も流していた。

　アイズには一目でわかった。

　精神疲弊マインドダウン、その一歩手前だ。

「アミッド……ずっと、『魔法』を……？」

「例の『呪詛カース』を解呪できるのは、現状、私の『魔法』しかありませんので。……貴方の体力を見込んで後回しにしてしまったこと、謝罪させてください。ベート・ローガ様」

　アイズの気遣わしげな声に、少女は顔を歪ゆがめることもせず、努めて平然と答えてみせた。

　都市中で襲撃され、治療院に運び込まれてきたアマゾネスの回復にアミッドは今の今までかかりきりだったのだ。治療師ヒーラーの矜持きょうじか、アミッドは己おのれの無理を押してすぐにベートの治療に取りかかった。

　全身に刻まれた軽い裂傷、そして肩口の深い呪のろいの傷跡に右手をかざし、詠唱からの純白の魔法光を当てる。


「…………アマゾネスどもは、どうなった」



「救える命は、救いました。ですが、ここへ運び込まれた時点で手遅れだった方々は、もう……」

　この治療院に運び込まれてきた重傷者の命は全て拾い上げてみせたアミッドだったが、救えない者達もいた。暗殺者アサシン達の襲撃は昨夜から開始されたものと思われており、都市最高位の治療師ヒーラーである【戦場の聖女デア・セイント】といえど、既に絶命した者達を救うことはできない。

　小揺るぎもさせない人形のような相貌を他所よそに、白くなるほど握り締められたアミッドの小さな手は、自責や悔恨といった様々な感情を滲にじませていた。

「ガキの亡骸アマゾネスは、ここにいるのか？」

「……アマゾネスの方々は、私わたくしども【ディアンケヒト・ファミリア】の方で、僭越せんえつながら『第一墓地』に運ばせて頂きました」

　遺体を置いておくゆとりは今、治療院ここにはありませんので。

　ベートの問いに対する直接の回答はせず、アミッドはそんな言い回しをした。

　椅子いすに腰かけたベートの顔色は変わらない。その琥珀こはく色の瞳ひとみで、正面で片膝ひざを突いている冷たい少女の顔をただ見つめる。その灰色の髪から水滴が滴り落ちた。

　アイズは一人、目を伏せる。

「襲撃者達の正体はあの大陸の闇、犯罪組織セクメト・ファミリアと断定されました」

　アミッドは空気を入れ替えようと、少々強引ごういんに話題を転換した。

　疲弊による汗を流しながら、小振りな唇を動かして報告する。

「元【イシュタル・ファミリア】の眷族けんぞくが狙ねらわれたことから、神イシュタルに恨みを持つ神物じんぶつ……嫉妬しっとに駆られた一部の女神が彼等を雇い、暗殺を命じたと管理機関ギルドは判断しました」

「……」

「彼かの派閥の暗殺者は掟おきてに従って、雇い主のことは絶対に口外せず自害する……ギルドの上層部は既に首謀者の特定を諦あきらめているそうです」

　事務的な口調が現状を簡潔に説明した。

　昼間の騒ぎは流石さすがに都市中が知るところとなっており、『ギルド』も動き出している。そして暗殺者の亡骸なきがらに『開錠薬ステイタス・シーフ』を用い、背中に残された神の真名と所属を暴いた上で頭を抱えていた。

　流石迷宮都市オラリオの冒険者といったところか、戦闘娼婦バーベラ達は多くの暗殺者を返り討ちにしていた。しかし敵の持っていたのは『呪道具カースウェポン』、一つの傷が致命傷になりうる代物だ。死を恐れず、命そのものを凶刃に変えた暗殺者達の特攻に戦闘娼婦バーベラ達は傷を与えられ、それが今回の被害の拡大に繫つながっていた。戦闘娼婦バーベラ達と痛み分けとなった暗殺者達は例外なく己の命を絶っている。救援に駆け付けた【ロキ・ファミリア】によって拿捕だほされた者達も同じだった。

　アイズの目の前でベートが不気味なほど無言を貫く中、全ての傷を癒いやしたアミッドは彼を見返す。

「治療は終えましたが……この悪質な『呪詛カース』は傷が塞ふさがってもすぐに回復はしません。ゆめゆめ、無理はなさらないでください」

　治療師ヒーラーとして命じるアミッドは膝を上げ、ベートの前から立ち去ろうとする。

　しかし一歩を踏み出した瞬間、小さな体はふらつき、アイズがそれを咄嗟とっさに支えた。

「アミッド……！」

「申し訳、ありません……少々、『魔法』を行使し過ぎたよう、です……」

　呼吸を乱す友人を、唇をぐっと嚙かみながら労わるように抱きしめる。

　すぐに休ませるべきだと判断したアイズは彼女を休憩室に運ぼうとしたが、動きを止めてしまう。

　今のベートを一人にしていいのか、という危惧があったのだ。

「さっさと運んじまえ。目障りだ」

　ベートの不遜ふそんな口調は普段通りだった。

　ぴくりとも動かないその無の表情を除けば。

　アイズは散々迷った末、アミッドを抱いて部屋の扉を開ける。

「ここに、いてください……すぐ、戻ってきます」

　最後に振り返った後、金髪金眼の少女は部屋を出ていった。

　沈黙が部屋に訪れる。

　唯一雨の音だけが煩わずらわしいほど狼おおかみの耳朶じだを揺らしていた。

　それまで彫像のように動かなかったベートは、やがて、ゆっくりと立ち上がる。

「……」

　琥珀色の瞳が、窓の外、雨が散る夜のオラリオに向けられる。

　頰ほおに走る『牙きば』が歪む。硝子がらすに映る己の顔を仇かたきのように睨にらみつけたベートは、片腕を振りかぶり、反射する自分の体ごと窓を殴り割った。
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「巻き込んでしまってすまない、【麗傑アンティアネイラ】」

　それが傷付いたアマゾネス達を前にした、フィンの第一声だった。

　都市中央、天高くそびえる摩天楼施設バベルの一階。ダンジョンへと繫がるフロアは深夜にもかかわらず人で溢れていた。『アマゾネス狩り』の件で関係者が集められているのだ。

　多くが二次襲撃を危ぶまれる元【イシュタル・ファミリア】の冒険者、または非戦闘員の娼婦である。彼女達の他ほかにいるのは『ギルド』に護衛を買って出た【ロキ・ファミリア】、あとは【ガネーシャ・ファミリア】の団員だ。

　重傷者のみを【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院に残す中、暗殺の危険性がある者達を一箇所にまとめたのは『ギルド』及びガネーシャ派の指示だった。戦闘娼婦バーベラ──上級冒険者という貴重な人材を失わんとする管理機関の動きは迅速であった。

　広大なフロアでアマゾネスや娼婦達が不安そうな顔を突き合わせる一方、ティオネやティオナなど団員達を率いるフィンと対面するのは、黒い長髪を流すアイシャである。

「探し物をしていた僕達の動きが、今回の事件の首謀者達を刺激してしまったようだ。こんな強引な真似まねをするなんて思いもよらなかった……そんなものは言い訳にもならない。謝らせてくれ」

「なんで謝るんだよ、【勇者ブレイバー】。あんた達のせいじゃないだろ、ガキでもわかる。悪いのは、こんなことしでかしやがった連中だ」

　長槍で武装したフィンの謝罪をアイシャは受け取らなかった。

　元同僚達を殺されている彼女は怒りと憎悪を覗のぞかせながらも、顔を曇らせるティオナ達を責めようとはしない。

「それに、あんた達が出しゃばらなくても……私達イシュタル様の眷族は、早かれ遅かれ襲われていた。違うかい？」

「……」

「ったく、いなくなった後まで私達を振り回してくれるよ、あの女神様は」

　フィンの沈黙を肯定と取ったのか、アイシャは長嘆した。

【ロキ・ファミリア】が尋ねて回っていたイシュタルの『鍵かぎ』については彼女も知るところだ。そして主神がひそかに『妙な組織』──闇派閥イヴィルスの残党──と繫がり食人花モンスターを扱っていたことも、港街メレンの一件で察している。

　フィン達に詮索こそしなかったものの、美貌を持つアマゾネスの女傑はほとほとうんざりするように、元主神が残していった禍根に溜息ためいきをついた。その切れ長の瞳で、女神が還った天を睨みつける。

「守れなかった、助けられなかった、そんなことで自分達を責めるんじゃないよ。そっちの方が女戦士達わたしたちにとっては屈辱だ。……【凶狼ヴァナルガンド】にも、そう伝えときな」

「ベート？　何故なぜ彼かれが出てくるんだい？」

「……聞いてないのかい？」

　問い返すフィンに、アイシャは一度口ごもった後、説明した。

　ベートと、そしてレナの身にあったことを。

　フィンは自身の碧眼へきがんに驚きを宿した。彼の背後にいるティオナやティオネ、他の団員達もその思ってもみなかった話を聞いて、驚愕きょうがくをあらわにする。


「あの狼人ウェアウルフが、あんな顔を…………いや、何でもない。とにかく、変な気遣いは要らないよ。あんた達が救ってくれた仲間もいて、感謝してるんだからね、私達は」



　そう言って、アイシャはフィン達の前を離れた。周囲の娼婦達の不安を払拭ふっしょくするように声をかけていく彼女の背中を眺めながら、フィンは一人、思考に沈む。

「ベートの目の前で殺されたアマゾネスって……レフィーヤが言ってた、デートの相手？」

「……でしょうね。多分あいつも、『鍵』の情報を探していたのよ。その途中で、闇派閥イヴィルスの連中に狙われた……」

　ティオナとティオネの会話を皮切りに他の団員もざわめく中、フィンは親指を舐なめた。

　黙考することしばし。

　やがて静かに顔を上げ、口を開く。

「ベートを『囮おとり』に使う」

「!?」

　突然のその判断に、ティオネ達は耳を疑った。

「僕の知っているベート・ローガはこんな仕打ちを受けて黙っていられるほど、大人しい人間じゃない。十中八九、暴走する」

「……！」

「闇派閥イヴィルス……ヴァレッタ達に報復しようと一人で動くだろう。それは派手にね。それを『陽動』として、相手の目が引き付けられている隙すきに僕達は敵の退路を断つ」

　人造迷宮クノッソスに帰還させないように、ヴァレッタ達を地上に孤立させる。小人族パルゥムの首領はそう言っていた。

「そして、彼女達が持っている『鍵』を奪取する」

　フィンの淀よどみない言葉に愕然がくぜんとする者が続出する。

　ティオナやティオネ、ラウルやアナキティなどもそうだ。およそ非情なまでにベートの感情を利用し、大局の視点をもって最善手を取ろうとする【勇者ブレイバー】の冷徹な横顔に、【ロキ・ファミリア】の若い団員達は息を呑のんだ。

「迷宮街ダイダロスどおりに監視を置け。人造迷宮クノッソスと繫がる旧式の地下水路には僕が陣を張る。敵の住処アジトと繫がるダンジョン第二の出入り口を利用しようとしても、巨塔ここに団員を残しておけば迷宮にも下りられない。ラウル、ここはガレスに任せるよう伝達を──」

「フィ、フィン!?」

「待ってください、団長！」

　指示を飛ばそうとするフィンを、ティオナとティオネが止めた。

　身を乗り出す彼女達に、彼の碧眼が向けられる。

「止めるのかい？　君達は顔も合わせられないほど嫌っていたんじゃなかったのか、ベートのことを？」

「そ、それは……でもっ、こんなのおかしいでしょ!?」


「仲間を助けるのが、【ファミリア】じゃないんですか!?　港街メレンの時だって団長達は私達のことをっ……！　あの、馬鹿ばか狼だって！」



　首領の仮面を被かぶるフィンにティオナとティオネは食い下がった。

　フィンの指摘通り、あれほど嫌っていたベートに対してどうしてこんな必死になっているのか、自分達でもよくわからないまま。

　ティオナ達の後ろで縋るように見つめてくる団員達も同じだった。

「納得してもらえないかい？　じゃあ、言い方を変えようか」

　ティオナやティオネ、団員達の顔を見回したフィンは、口調をあらためて告げた。

「今回の事件は、全てベートに一任する」

「!!」

　それは二度目の驚倒だった。

　瞠目どうもくするティオナ達の前で、フィンは首領の仮面を脱ぎ、少々の悲しみ、そして寂さびしさを混ぜた苦笑を浮かべる。

　視線を移し、開け放たれている巨塔の外、雨の落ちる闇を眺めた。

「もう、僕達が何を言っても止まらないよ、彼は」




「フィンめ……全く、やってくれたな」

　リヴェリアの重苦しい声が雨の音に溶けて消える。

　フィンが下した指示は早急に伝達された。

　場所は【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院。傷が癒えていないアマゾネス達を護衛するため待機しているリヴェリアと女性エルフの団員達のもとにも、肩で息をするレフィーヤの口からその旨が伝えられていた。

　エルフのアリシアや他の団員達が一驚を示す中、『バベル』から走ってきたレフィーヤは雨に濡れた顔を上げて、リヴェリアに相槌あいづちを打つ。

「そ、そうですよね。こんな酷ひどい命令、いくらベートさんだからって団長らしくないっていううか……」

「いや、ベートを理解……信頼しているからこそ質たちが悪い」

「えっ？」

「これでは、私が悪役だ」

　戸惑うレフィーヤの懸念をリヴェリアが切って捨てる。

　独白めいた言葉と嘆息を重ねる彼女を、結局レフィーヤが理解し切れないでいると、

「リヴェリア！」

　アイズが奥の廊下から現れた。

「ベートさんがいない……一人で、外に……！」

「そうか……ああ、そうだろうな。結局、フィンの思い描いている構図通りだ」

　あれはもう止まらない、と。

　ざわつくレフィーヤと団員達を背後に置きながら、リヴェリアは瞑目めいもくする。

　目を開けた彼女は焦あせるアイズに歩み寄った。

「アイズ……ベートを追いかけろ。お前だけは、あれから目を離さないでやってくれ」

「リヴェリア……うん、わかった」

　フィンの指令のことは伝えず、リヴェリアはアイズに命じた。

　頷うなずいたアイズが走り出してレフィーヤ達の隣を通過する際、最後にリヴェリアはその背中を呼び止めた。

「アイズ。今のベートを見て、お前自身と……」

「……？」

「……いや、何でもない。行け」

　リヴェリアは呼び止めたことを詫びるように、頭かぶりを振る。

　首を傾かしげたアイズは、今度こそ治療院を飛び出していった。

　夜の闇に消えていくその背中に、リヴェリアは瞳を細めた。
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　降りそそぐ雨は槍のようだった。

　止まらない雨の中、ベートは街路を歩いていた。

　ベート以外に人はいない。雨のせいではなく、出没した暗殺者達のせいだ。常のオラリオでは考えられない無人の通りがここにできあがっていた。雨の音が人の気配までかき消し、まるで世界に一人だけしかいないような錯覚を覚える。

　傷が深い。血も足りない。道具アイテム、後は食料を調達するべきだ。

　全身を燃やす真まっ赤かな感情に支配されながらも、ベートの頭の片隅は冷静だった。冒険者の彼が、部族の戦士であった彼が、戦いくさの条件を提示している。

　ヴァレッタ達は自分をまた狙う。確信があった。

　箍たがを外してこの激情を解き放ち、ベートが一人派手に立ち回り出せば、与くみしやすいと相手の目には映るだろう。怒り狂った凶犬に成り下がった【ロキ・ファミリア】の幹部を仕留めようとする筈はずだ。だから、助けは呼んではいけない。いや仲間の手など呼べる筈がない。そんなことはベートが絶対に許さない。

　うっすらとした魔石街灯が狼の影を石畳に映す中、己の内面に没入していると──前方で影が揺らめいた。

　立ち止まったベートは、こちらに向かってくる人影の正体を認めるなり、すぐに舌打ちをつきたくなった。

「ベート」

　雨に濡れる朱色の髪、ずぶ濡れとなった体。

　以前、靴を濡らしたくないとあんなに口にしていた言葉はどこに消えたのか。心がそんな取りとめないことを思い出す。

　バッグを右肩にかけ、ベート同様雨具も身に着けていない神物じんぶつ、ロキは淡い光を放つ魔石街灯の下に現れた。

「……何やってんだよ」

「んー、ベートに会えるかなぁ、と思って何となく館から歩いとった。大当たりビンゴ、やったな」

「護衛くらい、付けろ……。今の状況、わかってんのか」

「心配してくれてるんや？　かーっ、やっぱりベートは優しいなぁ」

　低く、重苦しいベートの声とロキの軽妙な声が交わされる。

　ベートは今度こそ舌打ちをつき、一方のロキも愉快げな語調に反して静かな笑みを浮かべた。

　数歩分の距離を残して、眷族と主神が相対する。

「ベート、これ」

「……」

「中に回復薬ポーションと、肉果実ミルーツが入っとる。必要やったら、食べぇ」

　放物線を描くバッグを片手で受け取る。ずれた布からは確かに数本の試験管と迷宮の果実が覗いていた。

　まるで眷族こどものことは全てお見通し。そう言わんばかりの時機タイミングがベートの癇かんに障った。

「止めねえのか」

「ここで止めたり、余計なことすると……ベートは一生自分のことを許せなくなるんやないか、そう思ってしまってなぁ」

　本当に、本当に苛いらつかせる。その全てを見透かす眼差まなざしが。

　今、最も会いたくなかった相手かもしれない。

　薄く開かれる朱色の瞳はベートの記憶を一々刺激する。

　あの男神おとこと──ヴィーザルと同じ神の眼まなこ。

「……また一つ、『傷』が増えたなぁ」

　その言葉を耳にした瞬間。

　かっっ、とベートは頭に血が上る音を聞いた。

　直後、彼の喉のどは怒号を放っていた。

「わかった風な口を聞いてるんじゃねぇ!!」

「……」

「勘違いするな、誰だれが傷付くか!!　俺おれが苛ついているのは、俺自身だ!!」

「……」

「闇派閥イヴィルスの連中に腹が立つほどあしらわれた！　弱ぇ奴やつ等を罵っておいて笑わせるぜ、俺もまだまだ『雑魚ざこ』ってことだ！　ダセェったらねぇ!!」

　行き場なく溜め込まれていた感情が爆発し、何も語らぬ神にぶつけられる。

　怒りの形相を作り、右手であらん限りに鞄かばんの帯を握り締めながら、ベートは叫んだ。

「力が足りねぇ！　強さが足りねぇ！　俺はもっともっと強くなる!!」

　本心だった。

　しかし、致命的に逸する。

　その強く在ろうとする動機が。一向に癒えることのない飢えの正体が。

　感情の矛先が本当はどこに向いているのか、自分自身でさえ気づかない振りをして、飢狼の『牙』を剝むき出しにする。

「……悲しいなぁ」

　だがそれも、ロキの前では無意味だった。

　ベートの【ステイタス】を──背中に刻まれた彼の『象徴』を見ている彼女には、弱者を怯ひるませる狼の雄叫おたけびは通用しない。

　静かに歩み寄るロキは、息を乱すベートの前で立ち止まり、彼の頰に両手を添えた。

「そうやって、ベートはまた強くなってしまうんやな」

　歪んだ頰の刺青いれずみを、ベートの『牙』を神の指がなぞった。

　二人の間に冷たい雨が落ち続ける。

　魔石灯の光に互いの横顔は焼かれ、石畳に道化と狼の影が細く伸びていた。

　愉快な言動をひそめた道化師の影が、世界を呪う狼をあやすように、影の輪郭りんかくをなぞる。


「ッ……！」



　ベートはすぐにロキの手を打ち払った。何もこもっていない弱々しい力で。

　脇をすり抜けて彼女を置き去りにする。

　逃げるようにベートはその場から立ち去ろうとした。

「ベートぉ、あんな？　うち、ヴィーザルから自分のこと、ちょっとだけ聞いとったんや」

　遠ざかろうとするその背中に、ロキは振り向きながら言った。

　その言葉を聞いて、ベートの足が止まる。

「ヴィーザルは天界でも同郷なんやけど、うち、あいつのこと苦手でなぁ。取っつきにくいったらなくて、あれをおちょくることは最後までできんかった」

「……」

「やから、酒場でたまたま会って、酔った弾はずみでこぼしたそん時の言葉も、半分聞き流しとったんやけど……」

　──俺のもとには凶暴な『狼』がいる。

　──だが俺では、俺の【ファミリア】では、あいつを殺してしまうかもしれない。

　──俺の手があの子から離れたら、ロキ、もしよければ見てやってくれないか？

　ロキの声を借りて、ヴィーザルの言葉が雨の中を響いていく。

　ぎりっと歯を鳴らしたベートは神ちちの言の葉を振り払うように、歩み出した。

　振り返らない背中に、ロキは最後にその言葉を投じる。

「ベート。もう、『牙』の意味はわかったか？」




　──そんなもの、もうとっくにわかっている。
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　彼等との出会いは、ならば必然だったのだろう。




　派閥にも所属せず、敵ばかりを作り、酒を飲んでは喧嘩けんかに明け暮れていたベートはその日、普段は見ない顔を酒場の中に見つけた。

【ロキ・ファミリア】。

　彼かの美神の派閥フレイヤ・ファミリアと同様、ベートが迷宮都市に足を踏み入れた時から今まで先頭トップを走り続ける都市最大派閥。彼等はどうやら『遠征』を終えて祝杯を上げているようだった。派閥ぐるみで笑い合い、互いを称たたえていた。そんな冒険者達の姿をしばらく黙って眺めていたベートは、やはり当然のように、嘲笑した。

『雑魚が群がって、何が冒険だ、笑わせるぜ。てめえ等は足の引っ張り合いをしていただけだろうが』

　その言葉に【ロキ・ファミリア】の団員達は反応した。主神がいる手前、いきなり喧嘩腰になって詰め寄ることこそなかったが、ベートが散々罵声を浴びせると、堪こらえ切れないように摑つかみかかってきた。そしてそれをベートは一蹴した。床に叩たたきつけてやった。

『ははっ、こりゃホンマ凶犬や。一人ぼっちの癖くせに、誰彼構わす嚙み付いてくる。おもろいやーん』

　そんなベートを、朱髪の女神は面白おもしろそうに眺めていた。酒をあおりながら、その細い目をうっすらと開いて。

　戦おののく冴さえない少年団員、敵意を向ける黒髪の猫人キャットピープル、そして無関心な金髪金眼の少女。周囲からそれぞれの視線を浴びる中、ベートは【ロキ・ファミリア】といえどこんなものかと失望した。その直後だった。

　彼は吹き飛ばされていた。

　繰り出された豪拳に、力任せに殴り飛ばされたのだ。

『美味うまい酒が台なしじゃ。口を閉じろ、小僧』

　テーブルに突っ込み啞然あぜんとするベートを見下ろすのは、ドワーフの大戦士だった。

『粋いきがるな。貴様もまた弱者であることを知れ』

　次に口を開いたのはハイエルフの魔導士。

『君のそれは純粋な驕おごりとは違うように聞こえるけど……自棄にも見えるのは、少し滑稽こっけいかな？』

　微笑ほほえんだのは小人族パルゥムの勇者。

【ロキ・ファミリア】の首脳陣、つまりは最強戦力。オラリオに来てから名声が途切れることのなかった第一級冒険者達。

　本物の『強者』を前に、ベートは目を見張り、笑った。そして猛った。

　体を焦こがす衝動に身を任せ、怒りの雄叫びを上げながら飛びかかった。それをドワーフの大戦士は一人で迎え撃ち、叩きのめした。

　何度も床に叩きつけられ、懲りずに立ち上がり、再びぶちのめされる。他の団員達が青ざめるほどの乱闘。初めて拳こぶしを交わしたドワーフの大戦士──ガレス・ランドロックは聞きしに勝る化物っ振りであった。どこかで抱いていたベートの強者の自負を、木こっ端ぱ微塵みじんに打ち砕くほどに。

　やがてベートはガレスの目の前で、無様に倒れ伏した。

　起き上がれない体。震えるほど握り締められる拳。逆立つ灰の毛並み。それは弱者に絶望していたベートに、屈辱という名の歓喜を思い出させた。唇が味わうのは、久しく感じていなかった床の、土の味だった。

　──いるじゃねえか、ここに。

　──話にならねえほど強ぇ奴が。

　フィン、リヴェリア、ガレスに見下ろされながら、ベートはここでも唇を吊つり上げた。

　そして吠ほえた。強者から一転した、弱者の咆哮ほうこうであった。

　フィン達を驚愕させながら再度立ち上がり、飛びかかったベートは、豪快に殴り飛ばされ今度こそ力つきた。

　ベートは笑っていた。

　震えるほどの怒りを覚える一方で、自分以上の『強者』と巡り合えたことに感謝した。




　ガレスとの大立ち回りを見たロキに、ベートは勧誘スカウトされた。

　聡明な首領、出鱈目でたらめな魔導士、そしてベートをブチのめすほど圧倒的な力を持つドワーフの大戦士。強さと弱さを決して履き違えず、冒険に臨み続ける強者達。更に彼等は『弱者』が『弱者』のままでいることを許さない者達だった。そんなフィン達に団員達も必死に応こたえようとしていた。

　ここならば、とベートは思った。ようやく身を置いてもいい場所を見つけた気がした。

　入団直後はやはり孤立した。馴なれ合おうとせず、暴言しか口にしない一匹狼は誰からも距離を置かれ、口うるさいリヴェリアと衝突することなどしょっちゅうだった。フィン達を除けば接していたのはラウルくらい。連絡係として何かと貧乏くじを引いていた当時の少年は、年が近いにもかかわらずおっかなびっくりベートと会話を試みていた。ベートはベートで時間さえあればガレスへ勝負を挑み、

『懲りん奴じゃ』

　と言われ何度も返り討ちに遭っていた。好戦的で凶暴な狼人ウェアウルフ、と【ファミリア】の者に認識されるのは当然のことだった。

　関係性がマシになったのは、やはり過酷な『遠征』を経験してからだ。単独で先行しがちなベートはここでもリヴェリア達と口論したが、彼の先陣を切るその背中を見て、恐怖以外の感情を抱く団員達が続出した。相変わらず罵倒を吐くベートを見る目に畏怖と憧あこがれが交じるようになったのもこの頃ころだ。ベートはあっさりとＬｖ．４に突入した。

　ベート自身もまた、ラウルやアナキティを筆頭に迷宮の中でしのぎを削る団員達を見直すようになった。横顔を血と泥に汚す彼等の鬨ときの声は、ベートが愛していた部族の戦士達のそれと何ら見劣りするものではなかった。

　──雑魚は雑魚だが、愚図グズじゃねえ。

　最後まで往生際悪くモンスターに食い下がろうとする彼等の姿はまさに『冒険者』だった。全ては自分達を導く声に全幅の信頼を寄せているからこそ。頭が違えば群れはこうも変わる。ベートは決して口にしなかったが、フィン達の偉大さを知った。

　しかしやはり、死者は避けられなかった。

　強者たるベート達が死力をつくして窮地を切り抜けたとしても、弱い者がこぼれ落ちてしまう。ダンジョンに響く弱者の泣く声は止まらない。それがベートをここでも苛つかせる。

　だから、その少女の存在は、ベートにとって救いだったのかもしれない。

　アイズ・ヴァレンシュタイン。

　金髪金眼の美貌を持つ、当時十歳の少女。最初は他の団員と同じように見下していたベートも、彼女の凄烈せいれつな戦いぶりを見て言葉を失った者の一人だった。

　人形のように無表情に近い顔立ち。

　性格は正反対だが、妹が生きていればこれくらいだっただろう。

　滑らかな金の長髪。

　より鮮やかな髪は、どうしてもベートにとっての在りし日の幼馴染おもいでを想起させた。

　強く在ろうとする気概。

　ベートを慕った彼女の時と同じように、その姿勢は好ましく感じた。

　最初は妹を見る目だったと思う。自分と並んで何かとモンスターの群れに突っ込もうとする彼女を罵倒しながら──『人のことが言えた口ではないだろう』というのはリヴェリアの談だ──気にかけていた。だが次第に彼女が助けも要らぬ『強者』であることを理解すると、もしこの少女が幼馴染アイツだったら、という馬鹿な仮定を一度胸に抱いてしまった。ベートは身勝手なその想おもいを恥じた。そして成長期を迎え、すくすくと『女』に変わっていく少女に戸惑いを覚え、あることに気が付いて面影を重ねてしまった。一歩後ろから見る少女の横顔は、ベートが好意を持って向き合っていた彼女とよく似ていたのだ。

　だがアイズは、ベートが失ったいずれの彼女達とも異なった。

　彼女は、強かった。

　誰よりも、どんな女よりも。『魔法』を行使すればベートを凌しのぐほどに、止めなければ無数の怪物の頂きを作り上げてしまうまでに。その圧倒的な剣技にベートは惹ひかれた。

　彼女はいくら力を得ても立ち止まることはない。

　ベート以上に生き急ぎ、強さを求めていた。

　ロキやフィン、リヴェリア、ガレス達が心配するのとは真逆に、ベートは彼女の在り方を肯定した。

『アイズ。お前はそのままでいろ』

『……？』

　ある日の一幕。きっと少女の方はもう忘れているだろうやり取り。

　館の中庭で無心に剣を振り続けるアイズに、ベートは声をかけていた。

『お前は強い。それだけでいいんだ。だから……そのままでいろ』

　それは懇願の響きにも似ていた。

　四人目を失わんとするベートの押しつけがましい我儘わがまま。

『いや』

　だがそれを、アイズは否定した。

『……私はもっと、強くなる』

　ベートは、笑みを浮かべていた。

　誰よりも強い眼差しでこちらを見返す少女を、何よりも尊く思った。

　きっと、アイズはベートの理想だった。

　強い女。妥協を知らず、求め続け、己の弱さを許さない。それは一種の共鳴シンパシーだった。【ロキ・ファミリア】の中で彼女が一番、ベートに近い。

　──俺は弱ぇ女が一番嫌いだ。

　いつの間にか口癖になっていたその言葉。過去の傷から目を背けようとする防波堤。

　それがアイズには、全く効かなかった。

　飽くなき闘争に身を委ゆだねる、『戦姫』。

　こんな女なら。

　ベートは無意識に、何かを期待するようになっていた。

　弱者に打ちのめされたベートが女に入れ込むことはもう永劫えいごうないだろう。だからきっと、その感情は理想に向けられる類たぐいのものなのだ。

　いつしか、少女に負けじと張り合いながら、強くなっていく彼女を目で追うことが、一つの楽しみとなっていた。




　団員は増えて減っての繰り返しだった。ベートが入団してから一年後にティオナとティオネが、更にその二年後にはレフィーヤ。かまびすしい少女達はよくアイズに構った。そしてアイズも笑うことが多くなった。

　一方でティオナ達の手でアイズが丸くなっていくことがベートには面白くなかった。たとえ少女のためであったとしても、ベートの理想が曇るような気がしたのだ。

　彼女達に一々ちょっかいを出すようになったのも身勝手な願望と、後は無意識の嫉妬だ。仲間によってベート自身も気付かぬうちに丸くなっていったことを知らない。

　認めよう。

　悪くなかった。

　一匹狼を気取っていたあの頃より、現在いまの【ファミリア】は。

　ベートの『牙』も痛みを発しないようになっていた。

　だが、

『──お前は、今みてぇに情けねぇ顔を浮かべてくれたかァ!?』

　女ヴァレッタの哄笑こうしょうが耳に蘇よみがえる。

　消えていったリーネが、レナの顔がこの胸をかき乱す。

　ベートは頰の『牙』に左手を押し当て、握り締めた。
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「あぁ？　フィン達が地下水路に陣取っただとぉ？」

　歓楽街、復興区。

　無人となった退廃の都の中を、夜の闇と雨の音に紛れて動き回る者達がいた。暗殺者アサシンを率いるヴァレッタ一味である。

　復興区の中でも最も巨大な建築物、『女神の宮殿ベーレト・バビリ』の内部で仮の拠点を構えているヴァレッタは、【タナトス・ファミリア】の斥候が伝えてきた内容に唇を歪める。

「ほ、他にも『ダイダロス通り』まで監視されているようで……『バベル』も同様です」

「フィンの野郎め、相変わらず手が早ぇ……私達を人造迷宮クノッソスに帰さねぇつもりか？　この『鍵』を狙って……」

　毛皮ファー付きの長外套オーバーコートから『Ｄ』の記号が刻まれた魔道具マジックアイテムを取り出すヴァレッタ。

【ロキ・ファミリア】の予想通り、ヴァレッタ達は都市に張り巡らされる地下水路を経由して歓楽街に現れていた。『ダイダロス通り』と『バベル』にもフィン達が陣を構えた以上、帰り道が塞がれていることになる。

　忌々いまいましそうに吐き捨てながら、ヴァレッタは獰猛どうもうな笑みを浮かべた。

「アマゾネスどもが死のうが関係ねえってことか？　ひひっ、『27階層の悪夢』の時と同じだなぁ、犠牲を払おうが持ってくもんは持ってく……あの澄まし顔の勇者め……！」

「ど、どうするのですか、ヴァレッタ様っ？」

「慌あわてんじゃねーよ。フィンの動きに気付いたタナトス達が今頃、怪人レヴィスでも呼びに言ってるだろう。あの化物が出てくりゃフィン達の網なんざどうにでもなる」

　焦る団員にヴァレッタは泰然と語った。怪人クリーチャーのレヴィス達が【ロキ・ファミリア】の包囲網に穴をあけるまで辛抱すればいいと。

　ヴァレッタは、残党達から暗殺者アサシン達に視線を移した。

「おい、アマゾネスどもはあらかた片付けたのか？」

「はッ。我らが同志が、呪いの剣を多くの者達の身に打ち込みました。【ロキ・ファミリア】の介入で打ち漏もらした者もいるようですが、幹部勢の口封じはほぼ達成できたかと……」

　暗殺者アサシン達を統べる頭目の報告に、「それならいい」とヴァレッタは手を振った。

　美神イシュタルが闇派閥ヴァレッタたちとの関係を話したのはごく限られた者だけだろう。必然、『鍵』の在処ありかを知る者がいるとすればそれは派閥の中でも主神に近しい者となる。摩天楼施設バベルに集められている眷族はもはや標的ターゲットたりえなかった。

　バルカの『呪詛カース』を解呪するという【ディアンケヒト・ファミリア】──いや【戦場の聖女デア・セイント】のみがヴァレッタの誤算だったが、到底全ての者を少女一人で癒し切れるものではない。今日、多くのアマゾネスが死んだことにヴァレッタは昏くらい喜びを覚えた。

　その様子に、闇派閥イヴィルスの残党達は震えた。

　ヴァレッタ・グレーデ。

　六年前、要注意人物一覧ブラックリストに名を連ねていた彼女の二つ名は──【殺帝アラクニア】。

　闇派閥イヴィルスのもとで血に酔い、快楽に身を委ね、最も多くの冒険者を殺害したとされる生粋きっすいの殺人鬼シリアルキラーである。彼女は人の命を奪うことこそが己の至上だと、かつての戦場で仇敵フィン達を前に断言してのけた。

　部屋の隅に控える暗殺者アサシン達が表情を変えず無言を貫く中、ヴァレッタは笑みを中断し、顔を上げた。

「あとは、【凶狼ヴァナルガンド】だ」

「どういうことですか……？」

「今朝けさ方、あいつはアマゾネスのガキと復興区ここにいた。そして明らかに宮殿を目指してやがった。この時機で、あの場所にいた時点で、クセェ」

　自分の勘に裏付けされた推察を語り、結論する。

「あいつは『鍵』を探していた。恐らく、てめえ等がブッ殺したアマゾネスのガキから、何か手がかりを得たに違いねぇ。──あいつだけは始末する」

　そのヴァレッタの宣言に、住処アジトはにわかにざわついた。

「【凶狼ヴァナルガンド】は、応援を求めないでしょうか……」

「しねぇーよ、絶っ対にな。あの強情な狼人ウェアウルフが仲間を頼る筈なんてねぇ。復讐は絶対に自分の手で……そう思ってる筈だぜ。派閥ファミリアの仲間も私に殺されてるんだからなぁ、ひひひひっ」

　あの手の冒険者ほどわかりやすい手合いはない、とヴァレッタは嘲笑を深めた。

　一匹狼で知れる【凶狼ヴァナルガンド】は手に入れた『鍵』の情報も伝達せず、『けじめ』をつけに来るだろう。血眼になって自分達を探している姿が目に浮かぶようだった。

「おい、お前等。【凶狼ヴァナルガンド】の位置を探って──」

　その時だった。

　ヴァレッタの言葉を遮さえぎる、『狼の遠吠え』が聞こえてきたのは。

「……どうやら向こうから呼んでくれるみたいじゃねぇか」

　女は口角を上げながら、舌なめずりをした。
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　それは雨の音をかき消し、都市中に響いた。

　屋内にいる多くのヒューマンと亜人デミ・ヒューマンが雷鳴かと耳を疑い、事件の対応に追われているギルド本部の者達は足を止め、外を走る冒険者達は天を仰ぐ。神々は、これより『何か』が始まることを知った。

　都市にいる全ての者が、その狼の咆哮を耳にする。

「これって……」

「まさか……！」

　摩天楼施設バベル内、収容されているアマゾネス達とともに、アナキティとラウルはその雄叫びを捉とらえた。

「怒っとるなぁ……」

「あぁ──もう止められん」

　白亜の巨塔の下で合流したロキとガレスも、空を震わせるその叫喚きょうかんを聞き、雨の向こうに視線を馳はせる。

「リヴェリア様、これって……！」

「ああ、ベートだ……始まるか」

【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院でレフィーヤを隣に置きながら、リヴェリアは餓狼がろうの咆哮に片目を瞑つむる。


「っ……！」



　そしてアイズは雨を切りながら雄叫びが轟とどろいてくる方角へ、歓楽街へと、突き進んだ。

「────────────────────────────ッッッ!!」

　廃墟と化した娼館の屋上。

　ベートは雲に塞がれた夜天を仰ぎながら雄叫びを連ねる。

　闇にひそむ暗殺者どもに己の居場所を知らせる呼びかけを。

　これより始まる戦場の号砲を。

　琥珀の瞳を血走らせる狼人ウェアウルフは、開戦を知らせる怒りの咆哮を解き放った。


















　狼おおかみの遠吠とおぼえには三つの理由があると、昔日の学者は言ったらしい。

　一つ目は敵に対し自分達の縄張りを知らせるため。

　二つ目は群れからはぐれた仲間を見つけ出すため。

　三つ目は仲間の絆きずなを深めるため。空に吠えることで想おもいの丈を告げる。

　ベートから言わせれば、それは全て違う。全て的外れ。

　遠吠えとは、『誓い』だ。

　喉のどを震わせ、己おのれの覚悟を天に刻む。

　卑小な己を見下ろす神々の空に向かって、あの太陽も月も、全てを喰くらわんとする絶対の意志を約束する。

　そう、吠えてみせるのだ。

　どんなに窮地に立たされようが、どんなに打ちのめされようが、どんなに傷付こうが。

　己を奮わせ、誓うのだ。

　一秒前の自分より強くなることを。鋭くなることを。

　それで初めて、戦場に立つ資格を得る。

　そして今、ベートが刻んだ誓いは──『絶狩ぜっか』。

　必ずこの爪つめと牙きばを血に染めることを決意する。

　天の最果てまで遠吠えが響いていく。闇やみに塞ふさがれた空がまるで戦おののくように身を震わせ、雨の勢いを削そいだ。一瞬透けて見えるのは、雲の海の奥でうっすらと輝く金色の輪郭りんかく。

　やがて、吠え続けていたベートの耳が鋭く立ち上がる。

　恐ろしく鋭敏になっている灰毛が逆立ち、その時が来たことを知らせる。

　やって来た。示威でもなく、仲間を見つけ出すためでもなく、絆を舐なめ合うためでもない、己の居場所を知らせる誓いの雄叫おたけびに引き寄せられる、己を狙ねらう刺客が。

　この爪牙の餌食えじきが。

　琥珀こはく色の双眼が、退廃の都を睥睨へいげいした。
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　雇われの暗殺者達は、闇に紛れ疾走していた。

　雨の中だというのに水が跳ねる音さえ漏もらさず駆け抜けていく様は、まるで意志を持つ影が這はって急駛きゅうしするかのようだった。漆黒の暗殺衣をたなびかせる闇の者どもは視界の遥はるか奥、崩れた娼館の隙間すきまから見える高層の館を目指す。その屋上から今もなお響いている狼の遠吠えに引き寄せられながら。

　暗殺者達が懐ふところから取り出すのは呪のろいの武具。闇派閥イヴィルスから渡された必死ひっしの刃だ。

　雇われた彼等の報酬には高額の大金はもとより、この『呪道具カースウェポン』も含まれている。いかなる毒よりも強力なこの人殺しの武器は、犯罪組織ファミリアに渡ればより多くの鮮血の花を咲かせるだろう。それによって世界はまた正しい方向へ向かう。幼少時より教育という名の洗脳を施されてきた暗殺者達はそう信じていた。

　入り組む路地裏に辿たどり着いた瞬間、三十人以上もの暗殺者達は一斉に散らばった。敵が身を置く館ごと包囲して、襲撃する。第一級冒険者といえど一太刀この呪具で斬りつけられれば不可避の死に近付く。自分達は命を持たぬ魔弾となればいい。後は彼等の同志がやる。五月雨さみだれのごとく放たれる凶弾は必ずや手負いの狼を仕留めるだろう。

　そう信じて疑わなかった暗殺者達は、しかし。

（……？　雄叫びが……）

　独特の調べで夜に響いていた遠吠えが、その響きを変えたことに気が付き──次にはぞっと悪寒に襲われた。

　それはまるで怒りに燃える音色から冷たい月のごとく酷薄な旋律へ変貌したかのようだった。廃墟に散らばっているにもかかわらず、全ての暗殺者達がその琥珀色の双眸そうぼうに睨にらまれた、そんな錯覚を覚えた。

　次の瞬間、館の屋上にいた筈はずの狼人ウェアウルフがかき消える。

「!?」

　ほぼ同時に空に打ち上がったのは、同志の絶叫だった。

　一人やられた。僅わずか刹那のうちに。廃墟に降り立った牙によって。

　闇の中で息をひそめる暗殺者達に動揺する暇も与えず、更なる悲鳴が後を追うように上がる。伴って轟とどろくのは狼の雄叫び。姿を消した餓狼がろうは再び己の存在を誇示するように、凶暴で高らかな遠吠えを放つ。

（な、なにが……!?）

　自身を狙う『獲物てき』を捕捉する際、何を心がければいいか。

　狩る側、そして狩られる側の両方の視点を持てばいい。

　部族で積んだ経験則はその狼人ウェアウルフに根付いている。本来ならばベート・ローガは狩りに長けた追狼ハンターである。

　彼は『強者』になるため冒険者の道を選んだ。

　だが今日限り、その狼人ウェアウルフは野生に還る。

　──敵は生粋きっすいの狩狼かりゅうどだ。

　感情を持たぬ筈の魔弾は、何事にも冷静沈着であった暗殺者達は、息を震わせてしまった。自分達より優れた狩人の存在を肌で感じ取ってしまったが故の戦慄せんりつだった。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオ────ッ!!』

　一人始末される度に雄叫びが上がる。

　それは狼の示威行為。俺おれはもうそこにいる。次はお前だ。お前達だ。吠えかける餓狼は決して止まらない。

　息を呑のむ暗殺者達は敵を捉とらえるため、あるいは身をひそめようと各自の判断で移動する。しかし、それすらも狙いだった。灰毛の狼は先回りするかのごとく、一人、また一人と甲高かんだかい絶叫を上げさせる。

　その狼の鼻は今までにないほど冴さえていた。雨がいくら降ろうとも、獲物の残り香をかき消そうとも、爪と牙を暗殺者達のもとへ導いた。

　何より、暗殺者達が持つ呪いの武器はあまりにも禍々まがまがしく、血の臭いが強過ぎた。

（同志達が……!?）

　最後に打ち上がった悲鳴を数えた暗殺者の頭目は、自分以外の仲間が全滅したことを知る。

　彼はアマゾネスの少女を手にかけたヒューマンだった。

　雇われた者達の中で唯一のＬｖ．３。あの時も抵抗を続ける少女に多くの同志が再起不能に陥おとしいれられたが、最後は彼がその柔らかい腹を貫いてやった。恐ろしい勢いで駆け付けてくるあの狼によって、命が潰ついえる至極の瞬間に立ち会えなかったが、彼は美しい娘むすめの命を蹂躙じゅうりんしたことに満足していた。新たな世界のために生贄いけにえとなった彼女は最期に何を言っただろう、そんな風に想像して達成感と暗い余韻よいんに浸っていた。

　そんな彼が、血の海が広がる断崖に追い詰められている。

　彼の頭は理解を拒んだ。闇に乗じて殺す。自分達の生業なりわいであり独壇場であった筈の戦況が、今や逆転の様相を呈している。敵は一体なんなのか。冒険者や狩人などではなく、もっと別の、凶悪でおぞましい何かではないのか。

　彼は呪いの短剣を握る手が震えていることに気が付かない。

　冒険者を魅せるように、『未知』は時には興奮をもたらす。

　同時に『未知』は、時には絶対の恐怖をもたらす。

　迷宮を彷彿ほうふつさせるほど錯綜さくそうした路地裏の中、暗殺者の長がとうとうその場から逃げ出そうとした、次の瞬間。

「────」

　横手の小径より伸びた手が、彼の顎あごを鷲わし摑づかみ、闇の中へ引きずり込んだ。

「──ぐがぁ!?」

　喰らい付いた牙のごとく、純粋な握力が彼の顎を砕き、そのまま地面に叩たたきつける。『呪詛カース』など使う暇さえない。激突した拍子に肩の骨が外れ、短剣を取り落とした。

　塵ごみと泥を巻き込んで転げ回った暗殺者は激痛に呻うめきながら、震える首をゆっくりと持ち上げ、それを見上げる。

　路地裏の形に切り取られた夜空を背負う、獰猛どうもうな狼の姿を。

「あっ、はッ、がぁ……!?」

　静かに一歩近付いてくる餓狼を前に、彼は自決しようとした。

　だが不可能だった。顎を砕かれた今では歯に仕込まれた自決用の薬を使用することなどできない。肩の外れたこの腕ではまともに武器も握れない。

　踏み出されるメタルブーツが呪いの短剣を踏み砕く。

　暗殺衣がはだけ素顔を晒さらす彼に、狼は──ベートは告げた。

「おい、吠えてみせろ」

　そうだ。

　吠えなくては。

　新たなる世界の秩序のために。

　だが、彼は吠えることができなかった。

　鮮やかな月のように輝く琥珀色の双眼が──絶大な殺気に濡ぬれる眼差まなざしが、いかなる時でも恐怖など感じなかった彼を絶望の底に突き落とす。

　砕かれた顎から代わりに漏れ出るのは、壊れた笛のような乾いた空気の音だけだった。

「吠えることもできねぇのなら──」

　手が振り上げられる。鮮血に彩いろどられている狼の牙が。

　暗殺者は生まれて初めて味わった恐怖とともに、それが振り下ろされる瞬間を目まの当あたりにした。

「──戦場ここに立つんじゃねえ!!」

　彼の意識は、そこで途絶えた。
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「ねぇ、フィン……ベートに何があったの？」

　都市の下に広がる『旧式の地下水路』。

　ヴァレッタ達の人造迷宮クノッソス撤退を防ぐべく、フィン率いる【ロキ・ファミリア】の一部隊が下水道に展開されている中、大双刃ウルガを持つティオナが声を発した。

「何でベートはあんな風に……雑魚ざこ、雑魚って、人を馬鹿ばかにするようになっちゃったの？」

「ティオナ……」

　姉ティオネや団員達の視線を浴びながら、ティオナは意を決してフィンに尋ねていた。

　それは彼女が初めてベートと向き合った疑問であり、興味だった。彼女はこの時、喧嘩けんかばかりしてきた狼人ウェアウルフのことを知ろうと思ったのだ。

　ティオネ達も同じ思いで彼女に倣ならうと、見つめられるフィンはしばらく無言の時を挟んだ後、団員達を一瞥いちべつする。

「……ベートは自分のことを語ろうとしない。僕も彼の身に何があったのか知らないんだ」

　水路が続く前方に視線を戻した彼は、眼差しを遠ざけた。

「だから、推測しか話せないけれど、ベートは……」




「不器用過ぎる」

【ディアンケヒト・ファミリア】治療院。

　窓の向こうで勢いが弱まりつつある雨を眺めながら、リヴェリアはレフィーヤ達に答えた。

「不器用……ですか？」

「ああ。それも壊滅的なまでに」

　小さな嘆息を交ぜてリヴェリアは肯定した。

「ベートが口にする罵倒や侮蔑は、極論、全て『発破はっぱ』の類たぐいだ。やつは暴言でしか人を奮い立たせる術すべを知らない」

「あ……」

　レフィーヤにも覚えがあった。

　フィルヴィス、そしてベートとともに24階層の食料庫パントリーへ向かう途中、彼は守られているばかりのレフィーヤを蔑さげすんで何度も言い放っていた。

　──お前はそれでいいのか。自分てめーの身も自分てめーで守れねえで。

　──魔法だけが取り柄だの抜かしている内は、てめーは一生お荷物だ。

　──お前は甘い。

　失意に沈みかけながら、それでも歯を食い縛ってあがいてみせたレフィーヤに、彼は最後に吠えかけた。

　──あのクソババァを、超えてみせろ!!

　はっきりと、リヴェリア・リヨス・アールヴを超えてみせろと、そう言ったのだ。

　あれは単なる発破ではなかった。強さを飽き足らず求め続けている餓狼ベートの本心。あの青年は常に『弱者』に苛立いらだっていて、罵声をもって背中を突き飛ばそうとする。

「ベートの言葉は必要以上に鋭過ぎて、反感を買う。いや、傷付かなければ人は強くなどなれない……あれはそう思っているのだろう」

　記憶の海から戻ってくるレフィーヤともども、団員達がその言葉に驚いていると、リヴェリアは述懐を続ける。

「以前【ファミリア】での行動があまりにも目に余ってな、フィン達と一緒に呼び出したことがある。ロキのせいで酒の席になってしまったが……」

　当時の記憶を回想するように、ハイエルフは翡翠ひすい色の瞳ひとみを細めた。

『──強え野郎は何があろうが這い上がってくる。唾を飛ばされようが、屈辱を与えられようが、何を失おうがな』

　罵倒の理由を話すまで部屋から出さんと告げるガレスと恒例の喧嘩を繰り広げた後、傷を放置して酒をあおるベートは、リヴェリア達に心中の一部を明かした。

『仲間を死なせた時、体の一部を失った時、間違えちまった時……自分が許せなくなった時に、強え野郎は変わるんだ」

　そして押し黙るリヴェリア達に向かって、彼は杯を叩きつけたのだ。

『だが、弱え野郎はそのままだ！　あのクソッタレどもは、何が起きようがヘラヘラと笑い、何が起きようが弱えまま！　喰われちまうだけの──『雑魚』だ!!』

　リヴェリアの口から語られるそのベートの持論を聞いて、レフィーヤ達は目を見張った。同時に、勘違いしていたことに気が付いた。

　ベートの目にあまる行為は、行き過ぎた実力主義は全て、究極の『ふるい落とし』である。

　冒険者が負って目を背けている傷を抉えぐり出し、向き合わせるための儀式。向上への喚起。

　蔑みを帯びた発破をかけ、そして本物の弱者を蹴けり落とす。

　非道で傲慢で残酷な、区別。

　彼に言わせれば、強者のみに許された故の特権だ。

「……ですが、他ほかにもっとやり様はある筈ですっ。不器用と呼べる範疇はんちゅうを越えています！　全ての者がっ……強い心を持っているわけでは、ありません……」

　過去の話を聞き終えて語気を強めるのは、エルフのアリシアだった。

【ロキ・ファミリア】の第二軍、Ｌｖ．４に至っている彼女にも才能の壁に打ちひしがれ、涙を呑んで諦念を抱いた経験があるのだろう。ベートの批判も擁護もできず立ちつくしているレフィーヤの隣から身を乗り出す彼女に対し、リヴェリアは頷うなずいた。

「ああ、そうだな。お前の言う通りだ、アリシア。……だがベートは、ふるい落とす以外の理由でも……やつの言う『雑魚』が戦場に出ることを酷ひどく嫌う」

『弱者』を、資格のない者を遠ざけようとする。

　リヴェリアはそう告げる。

　そして同時に、ベートの中ではもう答えが出てしまっているのだろう、と。

　憐憫れんびんを込めたか細い声を、雨の向こうに消した。

「お前の価値観を押しつけて他者を傷付ける道理はない……そう非難した私に、ベートはこう言い返してきた」

　寂さびしげな笑みを浮かべるハイエルフの瞳に、在りし日の狼人ウェアウルフの形相が浮かぶ。

『無くなった後でも、同じことが言えんのかよ！』

『傷をこさえるより、死ぬ方がマシだってか！』

『くたばっちまった後じゃあ──何もかも遅ぇだろうが!!』




　──それが不器用なやり方だと、ベートも気付いている。

「がぁあああああああああああああああああああああああ!!」

　雄叫びを上げながら、途切れることなく襲撃してくる暗殺者どもを葬っていく。復興区に放たれる刺客を暴れ回る感情が赴くまま、蹴散らしていく。

　四肢を振るいながら意識が向かう先は、これまでの過去の光景だった。

　これまで目にしてきたあっけない冒険者達の死に様。その中にはリーネやレナの姿も含まれている。

　ベートは、叫ばずにはいられなかった。

　何故なぜ弱い。

　何故そこまで弱い。

　どうして弱いままでいられる。

　どうして、強く在ろうとしない。

　この『弱肉強食』の世界で、何故弱いまま笑っていられる。

　こんな残酷な摂理の中で、なんで──。

　絶望と失望が渦を巻くのをベートは止められなかった。『弱者』に打ちのめされてきたベートは、一つの解に辿り着いてしまっている。

　牙を磨けば、俺ベートが強くなれば、全て守れる。

　失わずに済む。そう思っていた。

　だが違った。そんなものはまやかしだった。

　いくら強くなっても、いくら守っても、『弱者』はあっさりとベートの指の隙間からこぼれていく。掌てのひらに残ることのない儚はかない砂のように。

　ならば──遠ざけるしかないだろう。

　罵って、嗤わらって、傷付けて。

　戦場に立っていいのは強者の嘲笑に吠え返せる者だけ。

『弱者の咆哮ほうこう』を上げられる者だけ。

　それほどの気概がなければ、変わらなければ──『雑魚』はその屍を無為に積み上げる。

　父のように、母のように、妹のように、幼馴染アイツのように、彼女のように。

　ベートの傷を癒いやそうとした、心優しい治療師の少女のように。

　あの、アマゾネスの少女のように。

　だからベートは叫び続ける。

　誰だれであろうと、戦場に立とうとする『雑魚』を、蔑み、嗤い続ける。




「それって……誰も死んでほしくないって、そういうこと？」

　フィンの話を聞いたティオナは、呆然ぼうぜんと声を落とした。

「バッカじゃないのっ！　そんなの、無理に決まっているじゃない！」

　すぐにティオネの声が地下水路に響いた。

　それが本当だとすれば、ティオナやティオネの方がまだ醒さめている。人の死に関して。

　闘国テルスキュラという牢獄ろうごくで数え切れないほど殺し合いを繰り広げ、二人ぼっちの世界を守ってきた彼女達の方が。

　うろたえる団員達の前で、苛立ちを隠さずティオネは吐き捨てた。

「知らないやつまで、全員守れる筈ないでしょう！」

「いや……きっと、そういうわけでもないんだろう」

　それをやんわりと否定するのはフィンだった。

　不思議そうなティオナ達の視線を集めながら、苦笑を滲にじませる。

「ベートが罵倒を止やめないのは、もっと……」




「そうやなぁ。もっと、すこぶる自己中ジコチューな理由や」

　同時刻、ロキも苦笑を浮かべていた。

『バベル』一階、いくつもの門と通じる円形の大広間。

　ここで夜を明かすアマゾネス達の護衛につきながら、ラウルやアナキティを始めとした団員達は彼女の言葉の真意を測りかねていた。

「自己中ジコチュー、ってどういう意味なんすか……？」

「ベートは弱い者を見る度に己の過去を……昔の自分を見ているようで、腹が立つのだろう」

　ラウルの疑問に、この場の指揮を任せられているガレスが答える。

【ロキ・ファミリア】の中でも最もベートと拳こぶしを交えてきた喧嘩相手のドワーフは、本人が語らない心意を察するように髭ひげをさすった。

「は、腹が立つって……」

「なんじゃ、ベートが善人かと思っとったのか？　甘い甘い。ロキもさっき言っとったじゃろう。あれは不器用で、もっと捻ひねくれておる」

　げんなりする猫人キャットピープルのアナキティに向かって一笑したガレスは、すぐに笑みを消し、門の外を見つめる。

　再び空の彼方かなたから響いてくる狼の遠吠えに、ぽつりと呟つぶやいた。

「あやつは、会った時から何も変わっておらん……」




　──雑魚はいくら群れようが雑魚だ。

　──雑魚でいる限り何もかも奪われて、挙げ句、無様に泣き腐る。

　──俺は自分も、周りの奴やつ等も雑魚であることが許せねえ。

　──うざってえ声を聞かせるんじゃねぇ。ほざくな。

　ベートの心がいつも吐き捨てている言葉。

　路地裏を駆け抜ける彼の胸中に今になってその言葉が何度も去来する。それは単なる回顧なのか、死なせてしまった少女達に対する後悔なのか、今のベートにはわからない。

「……あの兎うさぎ野郎は、立ったな」

　ぽつり、と。

　雨の中にベートの呟きが溶けて消える。

　酔っぱらったベートが散々酒の肴さかなにして、いつものように侮蔑した一人の冒険者。

『弱者』であることを、あの少年は嫌った。

　ちっぽけな想いのために彼は泣いて、立ち上がり、『弱者』から脱却したのだ。

　あの猛牛の一戦を目にしたベートは震えた。自らを恥じ、あんな雑魚に負けてなるものかと闘志を燃え上がらせた──その一方で、決して認められない興奮も抱いていた。

　自分より格下の『弱者』に魅せられたのは、あれが初めてだった。きっとベートはあの勇姿を待っていた。

　ベートとて、わかっている。

　アイズ達のように、あの少年のように。

　誰もが戦士には、『冒険者』にはなれない。

　だがそれでも、ベートは弱さを許せない。

　弱者が弱者であることは罪だ。もはや害悪でもある。奴等は暢気のんきに笑っていながら、何かを失う度に嘆き、壊れ、哭なき喚わめく。その耳障りな叫びがベートには不快でならなかった。過去の己を見せつけられるようで許せなかった。

　弱者の叫びを聞くのは、もう沢山だ。

　雑魚は失せろ。

　失う覚悟もねえ奴は消えちまえ。

　てめえの無力を恥じて一生出てくるな。

　戦いを許されるのは、強者のみ──。




「思うになぁ……ベートは『弱者』を見放せんから、あざ笑って、蔑み続けているのかもしれん」

　言葉を失っている団員達にロキの言葉が響く。

　考えすぎかもしれんけどと続けながら、まるで疑っていないような声音だった。

「そして何も変わらんから、苛立つ。いちいち絡からむんやなくて、無関心になれば楽なのになぁ」

　そこまで言われ、ラウル達ははっとした。

　ベートの嘲笑は決して途切れない。罵倒も侮蔑も、一度たりとも。ラウル達を打ちのめして困らせてばかりだった。それがもしロキの言う通りだったとしたら。

　だとすれば、それはあまりにも不器用な『激励』であった。

　本人も気付こうとしていないほどの、叱咤激励いかり。

「どうして今まで、教えてくれなかったんすか？」

　ベートの真意に触れようとしているラウルが、泣きそうな顔でロキ達に詰め寄っていた。

「リーネ達に、最後に言ってたあれも、そういうことだったんすかっ？　あの人は、生まれ変わった後も、もう失うなって……！」

　ラウルの言葉を聞いて、獣人のクルスやヒューマンのナルヴィが項垂うなだれる。

　アキもうつむいて唇を嚙かんだ。

　いつだってベートは『弱者』を突き放す。仲間を看取る時でさえも、横暴なまでに、彼は自分を貫いた。もうそれしかできなくなっているかのように。

　ラウルに詰め寄られるロキは、ゆっくりと頭を振った。

「理解できんからや」

　そして言葉尻じりを、少し寂しそうにすぼめる。

「わかった風な口を利きいとるうち等も、あの子の本当の気持ちはわからん。ベート自身もわかってないのかもしれん」

「それにあやつの哲学は、普通の者にとっては傍はた迷惑なものに違いないからのぅ……善意ではなく、悪意の押し売りじゃ」

　ガレスが言葉を継ぐ中、ロキは顔を上げた。

「ただ、確かなのは……」

　門の前まで歩き、泣き続けている夜空を見上げながら、独白のようにこぼす。

「ベートの持ってる『牙』は、牙なんかやない。あれは──……」




　──頰ほおに刻まれた『牙』が痛む。

　じくじくと熱を発し、涙を流すように、幻に過ぎない血潮を今も吐き出している。

「ちッ……!!」

　頰を押さえるベートは全ての雑念を振り払うように加速した。

　こちらを捕捉して叫び散らす暗殺者を壁に叩きつけ、口からぶちまけられる吐血を浴びる。頰の『牙』を赤い滴が伝っていく。

『ベート。もう、『牙』の意味はわかったか？』

　ロキはあの時、そう言った。

　そんなもの、もうとっくにわかっている。

　こんなものの正体、ベートはとうに気付いている。




　ベートの『牙』は、牙などではない。

　ベートの『牙』は──『傷』だ。




　その稲妻のごとき刺青いれずみ──『牙』の下に隠れているのは全ての始まりの『傷』。

　弱肉強食の理を知り、打ちひしがれ、刻み込まれた始まりの『傷』である。

　父親に教えられ、磨き続けてきた『牙』などとうに折れている。

　その『傷』は『弱さ』の証。

　その『牙』は『強さ』の粉飾。

　決して癒せぬ、弱さと強さが一体となった傷跡。餓狼の体軀たいくに刻み込まれている根源の証。強者を喰らわんとして負い続ける血の生贄。

『弱さ』を知らしめられる度に、ベートは『強さ』を得た。

　肉親を失った時、妹を失った時、幼馴染おさななじみを失った時、彼女を失った時、仲間を失った時。

　その度にベートは哭き、吠えたのだ。

　弱者の肉を削いで、強者を喰らい返すと。

『傷』は己の体を苛いじめ、鍛え抜き、弱者の肉を削ぐ都度刻み込まれる。『傷』は大切なものを失う度に増えていく。流れ出る血を代償にして力を得ていることに、過去のベートは気付けなかった。

　傷だらけの狼。

　それが弱者を捨てた強者ベートの正体だ。

「シャアッ！」


「っ……！　うおおおおおっ!!」



　振るわれた暗殺者の剣を手甲で弾はじく。火花が舞い散る中、ベートの一撃は敵の体軀を殴り飛ばした。ベートの手が、爪が、牙が、再び血に染め上げられ、頭上から落ちてくる雨に洗い流されていく。

　ベートの『牙』は守ることなどできない。

　ベートの『傷きば』は傷付けることしか知らない。

　ベートは傷付くことでしか、強くなることができなかった。

　ベートはこれからも偽りの『牙』を振りかざし、『傷』を増やし続けるだろう。

　弱さを許せないがために自他を傷付け続けるだろう。

　弱者に吠えかかり、強者を喰らおうとするだろう。

　その大顎を上下に引き裂かれるまで。

『ゆめゆめ、その牙ごと顎を引き裂かれないようにな』

　男神ヴィーザルの言っていたことは当たっていた。

　ベートは傷付けることしかできない。吠えることしかできない。

　ベートは遠ざけることしかできない。訴えることしかできない。

　──雑魚は消えろ!!

　──悔しくねえのか!!

　──お前等も、吠えてみせろ!!

　ベートは、『弱者の咆哮』を待つことしかできない。

「るぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　その胸と喉を震わせ、ベートは咆哮を上げた。




「ベートさん……」

　悲し気にも聞こえる狼の咆哮に、アイズは足を止めてしまった。

『アイズ、お前は強い。それだけでいいんだ』

　ベートが言っていた言葉の意味が、アイズには今、わかったような気がした。

　それは妹に向けるように、恋人に向けるように、片割れを二度と失わないように、彼が打ち明けた心の一端だった。

　不器用な狼の、不器用過ぎる『願い』だった。

　歓楽街、立ち入り禁止となっている復興区の前、今も響き渡ってくる雄叫びを聞きながら立ちつくす。

　涙がもう枯れてしまったかのように、天の雨は止もうとしていた。
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「全滅、か……【凶狼ヴァナルガンド】の野郎、『呪詛カース』の傷はまだ癒いえ切ってねぇだろうに、やるじゃねえか」

　闇派閥イヴィルスの拠点はざわついていた。

　送り出した暗殺者アサシン達が全て帰らぬ者となったからだ。襲いかかってきた獲物を全て平らげたことを示すように、一向に鳴り止まなかった狼の雄叫びもその身をひそめている。

　女神の宮殿ベーレト・バビリの上階に上がり、闇に沈む廃墟の光景を睨みつけているヴァレッタは、不敵な笑みを浮かべた。

「思った以上に頭に血が上ってるようじゃねぇかよぉ～、一匹狼さんはよぉ。こりゃのこのこ行けば返り討ちに遭っちまうなぁ」

「ヴァ、ヴァレッタ様っ、雇った暗殺者アサシンどもはもういませんっ……ど、どうすれば」

「ばぁか、うろたえんな。あっちの縄張りに行って殺されちまうようなら、こっちに招待してやりゃあいいだろうが」

　動じている【タナトス・ファミリア】の団員に、唾を飛ばす。

　ローブを纏まとっている男達にヴァレッタは復興区の方角を顎でしゃくった。

「私があれだけ挑発してやったんだ、【凶狼ヴァナルガンド】は自分の手で私達を殺したくて仕方ねぇだろう。こっちが誘えば否応なく来る筈だ。……野郎の頭に血が上っている、今が好機なんだよ」

　多くの手駒を失ってもなおヴァレッタは冷静だった。

　闇派閥イヴィルスの幹部として乗り越えてきた修羅場の数が彼女をより狡猾こうかつな女にし、それと同時にＬｖ．５というオラリオでも一線級の実力を秘めさせるに至らせた。戦場で【勇者ブレイバー】達と幾度となくやり合ってきた彼女もまた間違いなく『強者』だ。

「呪詛カースの使い手は残っちゃいねえが、『呪道具カースウェポン』と『魔剣』はまだ山ほどあるな？」

「は、はい……」

　頷く手下に、ヴァレッタは唇を吊つり上げる。

「招待状は私が出してきてやる。てめぇ等はパーティー会場を作ってろ。ケーキの代わりに、罠わなをふんだんに張り巡らせて、な」
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（襲撃が途切れた……）

　路地裏に身をひそめるベートは、ロキに渡された高等回復薬ハイ・ポーションをあおっていた。

　口を拭ぬぐいながら試験管を放り捨てる。琥珀色の眼を鋭く細めてしばし思考に沈んだ。

（種切れ、なわけはねぇ。まだあの女がいる。敵の居場所がわからねえ以上、また吠えてこっちから呼び寄せるか……）

　闇を生き抜いてきた矜持きょうじか、葬った暗殺者どもは恐れはすれど決して味方の情報は漏らさなかった。ふとした拍子に未いまだ治まらない紅の感情が暴発しそうになる中、ベートは自ら行動を起こそうと路地裏の影から移動を開始する。

　崩れかけの娼館、打ち捨てられた武器とその破片、燃えた木材。

　廃墟然とした瓦礫がれきの裏通りを素早く駆け抜け、辺り一帯で最も高い娼館の建物を目指していると……地面にあるものを発見した。

「……」

　それは血の跡だった。

　死体を無造作に引きずって残したような、蛇行した赤線。

　まるで故意に見つけさせるように地面に引かれた血の跡は、通りの先へと続いていた。それを無言で睨むベートは、地を蹴って辿り始める。

　角を曲がること数度、血痕はベートを袋小路に導いた。

「この字……」

　入り組んだ路地によってアーチが作られた真下、廃材置き場。

　その石材の壁面にその赤い筆跡は描かれていた。

『凶狼ヴァナルガンド、宮殿の地下に来い！　招待してやる！』

　血で塗られた共通語コイネー。塗料は壁の側に打ち捨てられた暗殺者アサシンの死体から拝借したものだろう。体に開けた風穴に布でも突っ込んで壁に塗りたくったのだ。開き切った瞳孔から光を失わせ、体の至るところに空いた穴から血を流している哀れな死体を一瞥したベートは、その血の筆跡を睨みつけた。

　走り書きされた共通語コイネーには、はっきりと見覚えがある。

　リーネ達が殺害された人造迷宮クノッソスの石室で描かれていたのと同じものだ。

　手をみしみしと握り締めたベートは、その場を離れ、娼館の屋上に躍り出た。ひしめく建物の奥でそびえ立つ元【イシュタル・ファミリア】の本拠ホーム、闇の中で存在感を放つ巨大な宮殿を見据える。

　ベートはそこでふと、頭上を見上げた。

　雨が完全に止んでいる。雲の切れ間が蒼然そうぜんとした夜空の一部を覗のぞかせていた。月は、まだ灰色の仕切りの奥に隠れている。

　それを黙って見たベートは屋上を飛び降り、『女神の宮殿ベーレト・バビリ』へと進路を取った。




　道中の襲撃など一切いっさい警戒せずに突き進み、ベートはその建造物の前に到着する。

　間近で見る『女神の宮殿ベーレト・バビリ』は半壊の姿を見せながらもやはり壮大だった。広大な砂漠に立つ荘厳な王宮を連想させ、柱一つ取っても精緻せいちな獅子ししの意匠が刻まれており、贅がつくされていない箇所はない。罅ひび割れながらも金に輝く外装が栄華と衰退を象徴しているかのようだった。円形の巨大な前庭を通過した先、正面の大扉の上に据えられた【ファミリア】のエンブレム──覆紗ヴェールを被かぶった娼婦の徽章は、石板ごと半身が崩れ落ちていた。

　それらに全く関心を寄せないベートは、派手に爆砕された跡のある正面玄関から侵入する。

　白大理石の広すぎる玄関ホールはここでも荒らされていた。遥か上階まで吹き抜けの構造を取る広間からは数え切れないほどの通路が派生していたが、幸いベートが迷うことはなかった。ご丁寧に、レッドカーペットが敷かれていたからだ。

　絨毯じゅうたんではなく、濃厚な血痕であったが。

「芸がねぇ……」

　眉間みけんに皺しわを刻みながら引かれた血の跡を辿る。

　長大な廊下へと続く導しるべは、開けっ放しの隠し扉を通って地下への階段を下っていた。吐き出される一段と冷えた空気を浴びながら、ベートは音もなく駆け下りる。

　階段の終点に打ち捨てられた暗殺者の死体を素通りし、道なりに進むと、そこは一階の玄関ホールと同等といおうかという広大な地下空間が広がっていた。

　柱廊のごとく林立する太く長い柱。一〇Ｍメドル以上もの遥か頭上の天井てんじょうを支える様は、以前ロキと侵入した地下水路の貯水槽にも似ている。周囲の柱には妖あやしい紫光を放つ魔石灯が不規則にくくりつけられていた。

　大規模の地下空間……女神イシュタルは怪物を放し飼いでもするつもりだったのか。

「──よく来たなぁ、【凶狼ヴァナルガンド】!!」

　辺りに視線を走らせていたベートのもとに、女性とは思えないでかい肉声が響き渡る。

　八〇Ｍメドルほど先、ちょうど地下空間の中央、柱の影から長外套オーバーコートを翻ひるがえすヴァレッタが姿を現した。

「てめぇ……」

「ちゃんと一人で来てくれて嬉うれしいぜ！　やっぱり怒り狂った畜生ほどやり易い相手はいねぇなぁ～！」

　鋭い殺気を帯びるベートに構わず、ヴァレッタはげらげらと笑声を響かせる。

　女の片手には禍々しい片手剣、『呪道具カースウェポン』が握られていた。

　胸の高さまで掲げ、剣を突き出すヴァレッタは、飽きることなく挑発するように大音声を反響させる。

「ここまで来たら挨拶あいさつは要らねぇだろう？　私はお前のお仲間に来られると困っちまうからよぉ～。てめえも水を差されたら興醒きょうざめだろう!?」

「……」

「さぁ、来いよ！」

　口上を並べるヴァレッタにベートは眼光をぶつけた。

　この地下空間の中、柱の陰に何十人もの敵がひそんでいることは既に知覚している。

　十中八九、罠であることは間違いない。しかし今のベートには関係なかった。どれだけの敵がいようと正面から叩き潰つぶしてやると殺意を募らせる。

　怒りに突き動かされるベートは足を踏み出そうとして、

「っ？」

　それに気が付いた。

（これは……？）

　石床にうっすらと光を放つ、無数かつ不気味な幾何学きかがく模様が張り巡らされている。

　色は赤紫。ちょうど周囲を照らす紫の燐光りんこう──魔石灯の明かりに隠れるようにして広がっていた。半径は六〇Ｍメドル、ほぼほぼ地下空間全域に及ぶ範囲だ。

　形は円形で、ヴァレッタがたたずむ場所が起点となっている。

　魔石灯の光に隠蔽される模様パターンに双眸を細めるベートだったが、

「どうした、Ｌｖ．６！　怖ぇのか!?　まさかおめおめ逃げてくれねぇよなぁ！」

　ヴァレッタの言う通り、引き返す選択肢はありえない。

『魔法』か、『呪詛カース』か、あるいは別の何かか。

　何であろうと関係ない。餓うえた狼の思考にあるのは獲物を喰い殺す、それだけだ。

　ベートはメタルブーツを赤紫の円陣に踏み込ませた。

「──ひひっ」

　ヴァレッタの落とした笑みが、戦闘の合図だった。

　石床を蹴り砕き、ベートは発走する。

「があああああああああああああっ!!」

「やれぇ、てめぇ等ぁ!!」

　ベートの咆哮とヴァレッタの号令が衝突し合う。

　女のもとへまっしぐらに突き進む狼人ウェアウルフに対し、四方から襲いかかるのは覆面とローブを纏った闇派閥イヴィルスの残党。柱の影から躍り出た死神タナトスの眷族けんぞくはみな『呪道具カースウェポン』を持ち、目を血走らせながらその刃を突き刺さんとしてきた。

「どけぇ！」

「があっ!?」

　それをベートは一蹴する。四肢を振るって全ての攻撃を迎撃し、死角からの刺突に対応してのける。走行の勢いを欠片かけらも減退させられないまま、四名の残党は長柱に叩きつけられた。

「すげぇ殺気だなぁ、おい！　いいぜぇ、【凶狼ヴァナルガンド】～！」

　にやつきながら右腕を水平に振るヴァレッタの動きに合わせ、更なる刺客が現れては飛びかかる。眉間を歪ゆがめるベートは敵の顔を拳で砕き、刃を手甲で弾けてのけ、その鋭い長脚で口から血ち飛沫しぶきをぶちまけさせた。

　一直線に向かってくる獰猛な狼を前に、彼我の距離が二〇Ｍメドルを切ろうかという瞬間。

　ヴァレッタは、あっさりとその場から逃げ出した。

「っ!?」

「怖こえぇ、怖え！　こりゃ捕まったら本当に喰い殺されちまう！」

　笑みを浮かべながら後退する女に、ベートの怒りの火薬がまた一つ、炸裂さくれつした。

　長外套オーバーコートの懐から引き抜かれ放たれるナイフを腕の一振りで全弾撃墜する。一瞬ベートの速度が落ちたところでヴァレッタは横に跳び、柱の陰に隠れながら逃避行を続行した。

（遊んでるんじゃねぇんだぞ！）

　広大な地下空間を目一杯に使って逃げ回るヴァレッタはことごとくベートの怒りを駆り立てた。にたついた笑みがそれを更に助長させる。挑発とわかっていても癇かんに障るったらない。怒りの吠声ほえごえとともに柱を砕きながら迫る狼の形相に、やはり女はげらげらと笑うだけ。

　完璧かんぺきないたちごっこだった。ベートの足の方が遥かに速いが、襲いかかってくる【タナトス・ファミリア】の団員によってヴァレッタへの接近を何度も阻まれる。

　頭上の紫の魔石灯、そして足もとの赤紫の模様パターン。

　妖しい不気味な光に挟まれたベートの苛立ちの表情が、盛大に歪んだ。

「私を守れよぉ、てめぇ等ぁ！　はっ、ははははははははははははは!!」

　柱の影から飛び出す数多あまたの下辺達に、荒々しい女王は笑う。

　命がけの鬼ごっこ、あるいは隠れ遊びハイド・アンド・シークを心底楽しみながら白刃の弾丸を放つ。

　彼女の相貌もまた、石床から立ち上る赤紫の光を浴び、化粧のごとく彩られていた。

「──がるぁあああああああああああああああああああッ!!」

「ぐッッ!?」

　雄叫びを上げて爆発的な加速を敢行したベートの拳が、ヴァレッタの首の皮一枚のところを一過した。床を砕くほどの威力が余波のみで女の体を吹き飛ばす。

　勢いに逆らわず転げ回るヴァレッタは、すぐさま片手剣を杖つえのように突き立て、素早く体勢を立て直した。


「やっぱり、近付かれたらヤベェなぁ……！」



　頰を埃ほこりで汚しながら、忌々いまいましそうに笑みを歪めるヴァレッタ。

　彼女を守ろうと敵勢が殺到する一方、ベートもまた歯を嚙んでいた。

（外した!?　糞くそが！）

　決定的な好機を逃した己の体たらくをベートは罵倒した。敵がＬｖ．５であろうと常の自分ならば爪を叩き込めた筈だ。怒りで体が制御できていないのか。

　舌打ちをしながらベートは敵を打ち払う。しつこいほど取り付こうとする団員どもを激しい動きで殴っては蹴り飛ばした。地下空間に、また血飛沫が飛ぶ。

　距離が開いてしまったヴァレッタを、ベートは再び追う。

　次だ。次で必ず仕留めてやる。血走る琥珀色の瞳は絶対の殺意を秘めた。

　意識の片隅が警戒を払っていた罠は何もない。肩透かしだ。ふざけやがって。薪まきをくべられた炎のようにベートの怒りは膨れ上がる。

　だが──その認識は違う。

　女の『切り札』は、とっくのとうに作動していた。

「──」

　最初の違和感は、光景の変化だった。

　いいようにあしらわれていた死神の使徒どもが、ベートの動きに徐々に追随してきていた。涙を垂らし、血を流しながら、凶気の表情でベートに呪いの刃を呑ませようとしてくる。

　おかしい。

　敵の速度が上がっている。

　いや違う。

　これは、まさか──。

「ひひっ」

　その効果は、ベートに自覚を与えないほど、最初はゆっくりと。

「ひひひひっ」

　そして時を経るごとに、如実に顕現していた。

「ひひひひひひひひひッ」

　吊り上がった女の唇が愉悦を孕はらむ中、己の速度が陰りをみせ始めたところで、ベートははっきりとその『異常』を認知する。

（なんっ、だ──？）

　四肢が重い。

　全身が鉛のようだ。

　敵の速度が上がっているのではない。その逆だ。

　笑ってしまうほど、滑稽こっけいなほどに、ベートの動きが鈍っている。

「長ぇんだよ、糞が。──ようやく頃合ころあいだ」

　ヴァレッタの唾が地面に吐かれると同時。

　とうとう、敵の攻撃がベートを捉えた。

「っっ!?」

　浅く斬られた己の背中にベートは瞠目どうもくする。

　掠かすり傷とはいえ背中を焼く『呪い』の焦熱にぶわっと毛を逆立たせながら、半回転させる肘で敵団員の頰骨を殴り飛ばす。恐慌きょうこうの声を上げる敵の強襲は止まらない。倒された同志の仇かたきを討たんとベートへの逆襲を開始する。

　振るわれる一撃必殺の呪刃を弾き飛ばすも、鈍い、鈍すぎる。対処が遅過ぎる。第一級冒険者の知覚速度に反して肉体の動きがあまりに付いていけていない。

　回避が間に合わず、防御の回数が格段に増えていく。

（これは──）

　ベートは察した。

　今まさに降りかかっている己の『異常』を。

　加速度的に、体の動きが束縛されている。

「調子はどうだぁ、【凶狼ヴァナルガンド】？」

「っっ!?」

　何とか敵勢を退けた直後、ヴァレッタの甘ったるい吐息がベートの頰をくすぐった。

　逃走から一転して仕掛けてきた肉薄、許してしまった接近。眼前にある獰猛な笑みに右腕を一閃に薙なぐと、ヴァレッタは身を倒してあっさりと回避した。

　そのまま眦まなじりを裂き、靴の仕込み刃を作動させ、高速の水平蹴りを放った。

「シャアッ!!」

「ぐッ!?」

　振るわれること二撃、敵の足刀を喰らったメタルブーツ《フロスヴィルト》が一部の装甲ごと中心に据えられた黄玉を破砕させた。

　核を失い、精製金属ミスリル製の特殊武装スペリオルズが完全に沈黙する。

「知ってるぜぇ、『魔法』を吸うてめぇの面倒臭ぇブーツはよぉ！」

　まんまとベートの武器を奪ったヴァレッタは曲芸師さながら逆立ちからの上段蹴りを放ち、相手の手甲に靴を嚙ませた後、思い切り蹴りつけた反動をもって大きく距離を取った。

　反対に力負けしてしまったベートは踏鞴たたらを踏んでしまう。

《フロスヴィルト》を失ったことも痛手であるが、やはり今の問題は著しい動作速度の低下だった。一秒前より確実に体の反応が落ちている。いや、その力でさえも。

『魔法』を吸うブーツの核、黄玉の破片を一瞥しつつ、ベートは己の手足、そして今も不気味に輝いている赤紫の模様パターンを見下ろす。

（間違いねぇ、動けば動くほど、能力ステイタスが下げられてやがる……！）

　ベートの焦あせりをそそるように、ヴァレッタは声を飛ばした。

「ようやく気付いたか、ノロマァ。察しの通り、これが私の『魔法』だ」

「！」

「魔法名は【シャルドー】。まぁ、いわゆる……『結界魔法』ってやつさ」

　襲撃が一時いちじ止む中、薄暗い地下空間に女の声が反響する。

　あたかも彼女の声に感応するように、床に張り巡らされた幾何学模様の模様パターンから光が立ち上った。

「結界魔法っつったって何かを防ぐわけじゃねえ。しかも面倒くせぇ超長文詠唱に加えて、私が結果内から出れば強制解除のおまけ付きと来てる。精神力マインドもやたらと喰いやがるし、およそ実戦的な代物じゃねぇ。ったくよぉー」

　自分の唯一の『魔法』に散々愚痴ぐちをこぼすヴァレッタはそこで、「だが」と言って唇を吊り上げた。

「こーいう『罠』には打ってつけだ。特に、頭に血が上った獣を嵌はめ殺す時にはなぁ」


「っ……！」



「【シャルドー】の力は『能力下降ステイタス・ダウン』。私が認めた以外の奴が結界内に侵入した時、そいつの力と動きを強制的に低下させる。……その効果は敵が動き回った分だけ、重ねがけされる」

　余裕の表れか、あるいは死刑宣告か、ヴァレッタは己の『魔法』の特性を丁寧なまでに説明する。対して顔色を激変させるのはベートだ。

『異常魔法アンチ・ステイタス』の一種でありながら、その効力を単体で付与し続ける稀少魔法レアマジック。

　超長文詠唱からなる大出力の『結界魔法』故に、ヴァレッタが挙げた条件と任意解除以外、その極悪の能力ごと結界を消滅させる手立てはない。恐るべきことに、結界内にいる限り一人でも、何十人でも、何百人でも、等しく能力ステイタスを下降させる超広範囲魔法だ。

「動けば動くほど、私の『魔力』は見えない糸になって敵の体を束縛する」

　赤紫の円陣の正体。

　ここは彼女の城であり、牢獄だ。

　つまり、それは、

「そうだ、ここは私特製の──『蜘蛛くもの巣』だ！」

　ベートの瞳が驚倒に染まる。

「もう逃げられねぇぜ、【凶狼ヴァナルガンド】！　馬鹿みたいに暴れ回ったてめぇの体には、私の『糸』が絡まりまくってるからなぁ！」

　ヴァレッタの言う通りであった。

　ベートの能力ステイタスはおよそＬｖの域を破って著しく低下している。ベート自身の見立てでは現在の力はおよそＬｖ．４を下回るほど。致命的である。

　挙句、彼女に散々誘おびき出されたベートは結界のほぼ中心に位置している。ここから全力で抜け出そうとしたところで、あと何回敵に襲われることか。更に回避や防御に行動を費やす度、再び『能力下降ステイタス・ダウン』の負荷が全身に降りかかる。

　これ以上なく、ヴァレッタの『罠』は怒り狂う狼を陥れていた。

「さぁ、嬲なぶり殺してやる！　てめぇ等、構えろォ!!」

　一段と高い号令が轟き渡った瞬間、残り全ての闇派閥イヴィルスの使徒が柱の影から姿を現した。

　その手に握られているのは──数多の『魔剣』。

「────」

　ベートの時が凍結する。

　ヴァレッタの口端が裂け、その手が振り下ろされた瞬間、怒涛どとうの砲劇が火蓋を切った。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　火炎、雷、吹雪、複数属性の砲撃がベート目がけて撃ち出された。

　四方八方から轟く砲撃の雨。類い稀なる動体視力と運動能力で爆風に吹き飛ばされながらも果敢に回避するベートだったが、その動きも現在進行形で精彩を欠いていく。《フロスヴィルト》を失った今、敵の砲撃を吸収することもできない。

　女の体から派生した影──女王蜘蛛の巣シャルドーは決してベートを逃さなかった。

『呪詛カース』などより厄介やっかいな代物。永続的かつ連鎖的な縛鎖。まさに蜘蛛の巣であった。動けば動くほど糸は絡まり、哀れな獲物の身動きを封じる。

　そして後に待つのは、醜悪な捕食者による蹂躙だ。

「っっ!?」

　結界外に脱出しようとするベートの体を、とうとう火炎の砲弾が捉える。

　視界を染め上げる紅の火球、それの直撃を浴びる。

「があっ!?」

　爆発、そして飛び散る狼の叫喚きょうかん。

「死に晒せぇ！」

　女の嗜虐しぎゃく的な笑みをもって放たれる一斉砲撃。

「かっっ──」

　雷の閃光の奥で明滅する獣の影。

「もう一丁！」

　死の遣いたる眷族達が歓声を上げ、凶悪な大狼を葬ろうと光の濁流を浴びせる。

　ヴァレッタの指示に熱狂する闇派閥イヴィルスの残党は何度も『魔剣』を振り抜いた。武器が破砕される度に新たな『魔剣』が補充され、ベートの体の一部を削いでいく。

　地面に吐き出される血さえ蒸発し、地下空間が大量の魔力の残滓ざんしに支配される。

　女の指揮を受けて放たれる魔砲の雨は、まさに光の協奏曲だった。

「ひひひひひひひひっ！　仕留めてやるっ、仕留めてやるぜぇ!!　【ロキ・ファミリア】の幹部をよぉ！　こいつを仕留めたら次はてめぇだぁ、フィ～ン!!」

　圧倒的な蹂躙劇を前にヴァレッタの興奮が絶頂に達する。

　足もとの女王蜘蛛の巣シャルドーもまた悦びの輝きを放つ中、激しい哄笑こうしょうをまき散らした。
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「これは……」

　歓楽街復興区、地上。

　ベートを追ってきたアイズは、奇くしくも彼が目にしたものと同じ文字メッセージを前にしていた。

「凶狼ヴァナルガンド……宮殿の地下に来い」

　入り組んだアーチの袋小路、廃材置き場に残された血の共通語コイネーを読み上げる。

　破壊の爪痕を残す娼館街に入ってすぐ、アイズは見つけろと言わんばかりに地面に引かれた血痕を追って、この場所に辿り着いていた。

　放置されている暗殺者の遺体に顔を歪めながらも、ベートがいるであろう目的地を摑んだ、その時。

「っ……!?」

　彼女の足もとを震動が襲った。

　地震にも似た微細な揺れ。ふらつくほどではないが、断続的に巻き起こる衝撃の波にアイズは驚きをあらわにする。

　素早くその場に屈かがみ、地面に右手を押しつけた。

　手の平に伝わるその震動は出鱈目でたらめにかき鳴らされる旋律にも似ていて、あたかも砲撃を繰り返しているかのようだった。

「地下、誘き出されて……不味まずい！」

　事態を把握したアイズは顔を振り上げ、一挙にその場から飛び出した。

　石畳と壁を蹴立てて躍り出るのは娼館の屋根の上。眼下に建物が並ぶ中、闇を纏って佇立ちょりつする『女神の宮殿ベーレト・バビリ』を見据える。

　雨を飲んで水の張った屋根から半壊した屋上に足場を変えながら、焦燥を抱えるアイズは宮殿への直線距離を貫いた。
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　もう何発目とも知れない爆炎の花が、地下空間に咲き開く。

「ぐっっ、がぁ……!?」

　煙を吐きながら倒れるのを踏みとどまるベートは、全身に負った傷から熱されて凝固した血の塊を落としていた。

「しぶてぇなぁ、ったく……」

　嬲るように悦に染まった視線をそそいでいたヴァレッタも、膝ひざを折ることさえしないベートに眉まゆをひそめた。

　しかしすぐに、余裕の笑みを纏い直す。

（だが、これで終わりだ。もう私の女王蜘蛛の巣シャルドーはあいつを逃しはしねぇ）

　ベートの足もとで光る模様パターンは見えない糸でその体を雁字がんじ搦がらめにしている。今も『能力下降ステイタス・ダウン』を生じさせており、この赤紫の結界内から脱出など許さない。

（『呪道具カースウェポン』で串刺しにしてやればそれで終わりだが……危険を冒して近付く必要もねぇ。うっかりしたら嚙まれちまうからなぁ）

　ここまできたら急ぐ必要はない。つまり現状維持。遠距離から着実に命を削り取る。

　散々傷付いたあの狼人ウェアウルフはもうまともな回避行動も取れないだろう。

「間違っても『獣化』なんかさせねぇように地下深くまで誘い込んだんだ……こっから引っくり返す手札は【凶狼ヴァナルガンド】にはねぇ」

　地上で狼人ウェアウルフを相手取る時、最も注意しなくてはならないのは月光を浴びることで発動する『獣化』だ。月下の狼人ウェアウルフの身体能力はあらゆる種族のそれを凌駕りょうがするとまで言われている。

　どうやら雨は止んだようだが、現在地は地下。月の恩恵など間違っても届かない。

　ヴァレッタが勝利を確信する嘲笑をこぼす。

　それを聞く付近の団員達もまた、引きつった笑みを浮かべた。

　第一級冒険者を仕留める。これで彼等の悲願は大きく前進するのだ。

　喜びと興奮、そして破壊の衝動に囚とらわれ、眷族達は更なる砲撃を死に体の狼人ウェアウルフに叩きつけた。

「……ちッ」

　雷の破片、氷の霧、火の粉が舞う中を、舌を弾く音が響き渡る。

　握り締められたその狼人ウェアウルフの拳からは、憤激の感情が滲み出ていた。

「くそが……くそが……くそがっ……くそがッ」

　歯を食い縛りながら唸うなる。

　それは己に対しての、ヴァレッタ達に対しての、世界に対しての怒りだった。頰に走る『牙』が熱を発し、内に秘めた幻痛いたみを解き放とうとしている。

　ベートの頭は真まっ赤かに燃えていた。

　怒りに支配されていた。

　世界を呪い、摂理を呪い、理を呪う。

　視界が白熱する。思考は攪拌かくはんする。俺ベートはあいつ等が許せない。俺ベートは俺ベートが許せない。きっとずっと前から、何もかも許せなかった。『傷』の痛みが際限なく怒りを引きずり出す。戦場に在ってベートの心は混沌の渦の中に在った。

　ただ一つ確かなのは、このままでは怒りは行き場を失い、ベートもろとも消滅してしまうということだ。

　仲間を奪われた怒りの火が。少女を殺された瞋恚の炎が。

　それだけはあってはならない。

　守れずとも、失おうとも、ベートだけはその炎を絶やしてはならない。

　強者ベートだけは、忘れてはならないのだ。

　世界に抗おうとした弱者の咆哮を。

　世界に屈した弱者達の涙を。

「──くそったれ」

　ベートは自分に吐き捨てた。

　顔を上げ、火炎の波の向こうにいる女の笑みを睨みつける。

　そして彼は、己に課した『戒め』を破ることを決めた。

　自分が死のうとも決して破らないと決めていた、子供じみた我儘わがままを。

　一瞬、琥珀色の瞳にたった二日間の記憶が去来する。

　間もなく。

　儚く散った少女に捧げる『歌』を紡つむいだ。

「【戒いましめられし、悪狼フロスの王──】」

　詠唱を開始する。

「なっ……【凶狼ヴァナルガンド】が『魔法』？」

　驚愕きょうがくするのはヴァレッタだ。

　そんなものは知らない。聞いたこともない。【ロキ・ファミリア】の【凶狼ヴァナルガンド】は【大切断アマゾン】と並んで肉体一つで敵を蹴散らす前衛特化。それを補助するためのメタルブーツ、『魔法』を代用とする特殊武装スペリオルズの筈だ。

　ヴァレッタの顔に僅かな焦りが走った。『魔法』は切り札、起死回生の一手。むざむざ使わせるわけにはいかない。

「ぼさっとしてんなァ！　さっさと焼き殺しちまえ！」

「は、はッ！」

　ヴァレッタの怒号に闇派閥イヴィルスの残党達は『魔剣』を薙いだ。

　迫りくる火球と雷条。目を瞑つむり、だらりと両腕を垂らして詠唱に専心するベートは、それを躱かわす素振りも見せなかった。

　砲撃の直撃を浴び、闇に包まれた視界にいくつもの光が生じる中、呪文じゅもんを唱え続ける。

「【一傷いっしょう、拘束ゲルギア。二傷にしょう、痛叫ギオル。三傷さんしょう、打杭セビテ。餓えなる涎ぜんが唯一の希望。川を築き、血潮と交ざり、涙を洗え】」

　ベートは『並行詠唱』などできない。

『魔力』などちっとも極めていない。

　当然だ。もとより使うつもりのないものに労力を割くなど無意味でしかないのだから。

「【癒せぬ傷よ、忘れるな。この怒りとこの憎悪ぞうお、汝なんじの惰弱と汝の烈火】」

　ベートはこの『魔法』が嫌いだ。

　詠唱文を含め『魔法』は本人の資質、そして心に持っている想いを反映する。

「【世界すべてを憎み、摂理すべてを認め、涙すべてを枯らせ】」

　この呪文はベートの『弱さ』を知らしめてしまうものだから。

　目を背け続けている『傷』に気付かせてしまうから。

「【傷きずを牙きばに、慟哭こえを猛哮たけびに──喪うしないし血肉ともがらを力に】」

　だからベートは、この『魔法』が大っ嫌いだ。

「何やってんだぁ!?　無能共、しっかり当てやがれぇ！　敵は半分死んでるようなもんなんだぞ！」

「ヴァ、ヴァレッタ様、当たっていますっ……直撃しているのにっ、倒れないのです！」

　ヴァレッタの叫びに残党達は悲鳴で返した。

　彼等の言う通りだった。放たれる『魔剣』の攻撃はベートに命中し、その身を焼いているにもかかわらず、決して二本の足は崩れ落ちようとしない。

　炸裂する度に上体を揺さぶられながらも、うつむきながら詠唱を紡ぎ続ける。まるで、戒められた獣が今にも封印を打ち破ろうとしているかのように。

「【解き放たれる縛鎖ばくさ、轟く天叫てんきょう。怒りの系譜よ、この身に代わり月を喰らえ、数多を飲み干せ】」

　傷だらけの狼のもとから、詠唱が加速していく。

　顔を引きつらせるヴァレッタの眼前で、使用限界を超えた残党達の『魔剣』が音を立てて砕け散った。


「っっ……なら直接斬りつけちまえ！　呪いの剣で串刺しにしろ！　いけぇ!!」



『魔法』の発動を絶対阻止せんとするヴァレッタの雄叫びに、息を呑む団員達は一も二もなく従った。『呪道具カースウェポン』の槍を装備して、四名の男達が突撃する。

　喊声かんせいを上げて結界内を縦断し、瞬く間に距離を埋め、穂先を突き立てようと飛びかかる。

「【その炎牙きばをもって──平らげろ】」

　だが。

　ベートの方が一歩、速かった。

　琥珀色の双眼が剣呑けんのんな光を宿して開かれ、自我の鎖に戒められていた『巨狼まほう』を解放する。




「【ハティ】」




　短い音となって響き渡る魔法名。

　直後。

　凄すさまじい熱光がヴァレッタ達の視界を焼いた。

『──ギャァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　咄嗟とっさに腕で目を覆ったヴァレッタ達のもとに届くのは、四つ分の絶叫。

　息を呑みながら視界を復活させると、そこにあったのは灼熱しゃくねつの炎に焼かれながら転げ回る仲間と、右腕を薙ぎ払った姿勢でいる狼人ウェアウルフの姿だった。

　大量の火の粉を撒まき散らす彼の身に宿るのは、四つの火炎。

　右手、右足、左手、左足。

　計四つの部位に発現した、紅蓮ぐれんの炎である。

「は……ははっ、ははははははははははははははは!?　なんだ、もったいぶった割にはただの付与魔法エンチャントか！　ビビらせるんじゃねー！」

　それを見たヴァレッタは硬直を解き、無理矢理に笑声を上げてみせた。

『能力下降ステイタス・ダウン』を被ってなお四人もの敵を焼き払った火力はなるほど大したものだが、しかしそれだけだ。接近されなければあの付与魔法エンチャントも届かない。能力が落ち続けている今のベートならば肉薄される前に葬ることができる。

　ヴァレッタの嘲笑を他所よそに、無言を返すベートは静かに前進を始めた。

「『魔剣』を撃て！　今度こそ消し炭にしろ！」

　指揮官の強い声を受けて勢いを取り戻す残党達。再び始まった砲撃は地下空間を光の洪水で満たし、ベートを砲火の嵐あらしに閉じ込めた。


「くはははははははははははははははは────…………は、ぁ？」



　だが。

　爆音とともに上がっていた女の笑い声が、途切れていく。

　ヴァレッタはそれを見た。

『魔法』を浴び、『傷』が増えていく度に、勢いを増していく四片の炎を。

　攻撃を受ける度に、猛り狂っていく劫火ごうかを。

「ヴァ、ヴァレッタ様……」

　闇派閥イヴィルスの残党達も震撼しんかんした。

　最初は盾たてほどしかなかった手と足の炎は静かに、確かに大きくなっていき、今やベートの総身を超すほどに長く巨大なものとなっていた。

　間合いが離れたヴァレッタ達のもとにも、その凶悪な熱波が届いてくるほどに。

「ま、魔法を……喰ってる」

　残党の一人から、戦慄の呟きがこぼれ落ちた。

　炯々けいけいと輝く火炎を前に全員が悟る。

　あの炎は自分達が繰り出した『魔剣』の砲撃を取り込み、吸収しているのだと。

　まさにヴァレッタが破壊した筈の《フロスヴィルト》と同じように──餓えた巨狼が全てを喰らわんとするかのように、『魔力』を取り込んでいるのだ。

　目の前の光景を受けて、残党達はより炎が燃え盛さかることを恐れて攻撃を中断してしまう。術者を先に焼き殺すという戦意はその炎によって焼きつくされてしまった。

　が、残党達の恐怖と仮定は半分正解で、半分不正解だった。

　ヴァレッタの目がそれを捉える。

　ベートの右肩に新しく刻み込まれた深い火傷やけど。

　そこが薄い光の膜に舐められたかと思うと、連動するかのように、右手の炎の勢いが増大した。

（まさか──）

　己の目の錯覚を疑うヴァレッタは震える息を吐き出す。

　他方、傷だらけの狼は、その眦を裂いて強く地を蹴った。

　常のベートからすれば遅過ぎる加速。

　だが立ち竦すくむ敵の不意を突くには十分過ぎる疾駆。

　ヴァレッタ達が目を見開く中、跳躍し、右手の火力を爆発させる。

　他三つの炎の勢いまで転化させ、膨れ上がったその『炎の牙』を振り上げた。

　ヴァレッタは咄嗟に、側にいた残党の肩を摑み、己の盾とする。

　次の瞬間。

「────────────────」

　振り下ろされた一撃が、地下空間を灼熱の世界へと変えた。
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　風となって走るアイズが、宮殿を目前にしようかというその時。

　巨大な前庭から、恐ろしいまでの猛炎が現界した。

「!?」

　地面を突き破り現れる紅蓮の咆哮。

　目の前に発生する火炎の渦に巻き込まれまいと、アイズは強引ごういんな進路転換とともに己の『魔法』を発動する。

「【目覚めよテンペスト】！」

　気流の鎧よろいを纏い、押し寄せる熱波を耐え忍ぶ。




「んなぁ……!?」

　その光景は遠く離れた都市中央、摩天楼施設バベルからも視認できるものだった。

　まるで炎の化身となった巨狼が月に吠えるかのように、火炎の大柱が出現する。

「ほ、炎が、歓楽街の方角から……!?」

「どうやら、ベートが『魔法』を使ったようじゃのぅ」

「ベ、ベートさんの『魔法』!?　あるんすか!?」

　口を大きく開けるラウルが、ガレスの呟きに驚愕する。

　他の団員達ともども仰天し通しの青年に、ドワーフは重々しく頷いた。

「あるとも。だが決して、ベートは使おうとはせん」

　彼が確かめるように目を向けると、ロキもまた小さく頷きを返した。

「そうやなぁ。少なくとも、うちらの【ファミリア】に改宗コンバージョンした時には、発現しとった」

　啞然あぜんとするラウル達を他所に、ガレスは炎が消えた南東の方角を眺める。

「あやつの『魔法』は、あらゆる『魔力』を喰らう」

「『魔力』を……？　それって、もしかして……」

「そうじゃ、『魔力吸収マジックドレイン』……あやつの『魔法』の属性」

　ベートの魔法【ハティ】。

　四肢専用の付与魔法エンチャントは単体での火力もさることながら、その力の真髄は『魔力吸収マジックドレイン』。炎が触れた『魔力』を宿す全ての攻撃を喰らい、出力を、威力を増加させる。

「ベートの《フロスヴィルト》は【ハティ】の劣化装備じゃ。頑かたくなに『魔法』を使おうとしないあやつが、その属性をもとに椿ツバキに注文して作らせた」

　ガレスの口から語られるメタルブーツの起源にラウルやアナキティ達は息を呑む。

　ベートと付き合いの長い彼等もそんなことは知らなかった。

「ど、どうしてベートさんはそんな出鱈目な『魔法』を今まで使ってこなかったんすか……？　それがあれば、もっと強くなれる筈じゃあ……！」

「『傷』や」

「えっ？」

「あれは、ベートを自分の心傷きずと向き合わせてしまう……」

　身を乗り出すラウルに答えたのはロキだった。

　寂しそうに呟く朱髪の神は、青年の背に刻まれた【ステイタス】を思い出すように己の手の平を見下ろす。

「あれにはもう一つ、属性がある。むしろそっちが本命や」

「本命……？」

「『損傷吸収ダメージドレイン』……傷を負う度に、ベートの『魔法』は膨れ上がる」

「……！」

「ティオナ達の狂化招乱バーサークとも違う。『魔法』の火力を際限なく高めるあれは、桁けたが比べものにならん」

　語られる凄烈せいれつさに今度こそラウル達は言葉を失った。

　同時に、【ハティ】という名の『魔法』の本質を理解してしまう。

　魔力吸収マジックドレインを行う際、付与魔法エンチャントの属性故ゆえに『魔法』の被弾は避けられない。魔法ハティはベートに『傷』を強しい、その代償として力を得る。身に刻まれた損害ダメージまで糧として食らって。

　ベートが『傷』付くことで、巨狼の『牙』は何ものよりも強靭きょうじんになるのだ。

「あれがベートの『牙』の正体……いや、根源そのものや」

　ロキの切なげな声を聞きながら、ガレスは言葉を継いだ。

「儂わし等の前で、ベートはあの『魔法』を一度だけ使ったことがある。遠征中の後続部隊が異常事態イレギュラーに襲われてな……ラウル、アキ、お主等も覚えがあるじゃろう？」

「五年前、のことっすか？」

「私達は、前行部隊にいたけど……後続から何人か死者が出た、あれ？」

「うむ……団員達が次々と殺やられていく中、ベートはあれを唱えた。唱えて、全て焼き払った。モンスターどもの攻撃を自分に集め、強引に押し返したんじゃ。別方面の敵を食い止めとった儂は、見ているだけじゃった……」

　殿しんがりで吠えるベートのその姿をまともに見て、生きていたのはリーネくらいじゃ、と。

　ドワーフの大戦士は臍ほぞを嚙みながら続けた。

　誰も口を開けなくなる中、ガレスは外に広がる空を見る。

　まるで先程現れた炎の巨狼に恐れをなすかのように、夜天の雲は散らばり、その金色の月の姿を出現させていた。

「全ての本領を発揮したあやつは、誰よりも強い」

　断言しながらガレスは、瞳を細める。

「敵は、決して触ってはならん狼の尾を踏んだ」




「なっ、なァ……!?」

　全焼だった。

　折り重なり黒焦こげとなった手下どもを押しのけ、体を起こすヴァレッタは、赤く燃え上がる地下空間に目を剝むいた。

　倒壊した長柱から広間の隅々まで、唸り散らす炎塊が燃え移り、熱波を放っている。その光景はまるで煮え滾たぎる炎の窯のようだった。そのあまりの火力に、皮膚に火傷を負ったヴァレッタの顔が痙攣けいれんする。咄嗟に柱の陰に隠れて焼死を免れた残党達も戦慄を禁じえない。

　頭上を見上げれば、そこに見えるのは厚い地盤を貫いて出来上がった大穴だ。

　蒼然とした天空が、獄炎の世界と繫つながる。

（──不味い）

　ぶわっと汗腺が開いたヴァレッタの予感を肯定するように、この炎状を作り上げた張本人、空間の中央にたたずんでいたベートの身に変化が起こる。

　雲がかき消え、地下空間に降りそそぐ月光。

　金色の光を浴びて、ベートの灰毛が一斉に逆立ち、筋肉が隆起する。

　その琥珀色の双眼が縦に割れる。

『獣化』。

　凶暴性とともに増す圧倒的な身体強化。

　ヴァレッタは気付けば張り叫んでいた。

「殺せっ、殺せェええええええええええええええええええええ!?　まだ間に合う、やれぇええええええええええええええええええええええええ!!」

　女の怒号に蹴り飛ばされ、生き残っていた残党達は自棄になって動いた。

　死神タナトスから『死後の進路』を約束されている傀儡かいらいは死を厭いとわない。恐怖はあっても願望が故に身を捧げられる。ぐちゃぐちゃな雄叫びを上げ、血や涙、鼻水を流しながら、もはや常軌を逸した殉職の戦士となってベートに飛びかかった。

　しかし、

「────げっっ」

　地を蹴り砕き、かき消えた狼人ウェアウルフの牙にまず二人が犠牲となった。

　今も勢いを増す炎の右手で顔面を鷲摑み、地に叩きつける。それだけで団員の体は炎の破片となって砕け散った。続く火炎の足刀が空気ごと敵の上半身を焼き払い、そこにあったものを黒灰の霧へと変貌させる。巻き起こる自決用の『火炎石』の引火に巻き込まれながら、四肢に宿った【ハティ】はその爆炎をも喰らってのけた。

「ぅ、ぁ……!?」

　死を受け入れている筈の死神の眷族達が青ざめる。

　その炎は彼等が見てきたいかなるものより、凶暴であった。

　ベートが纏うそれは『牙』だ。

　両手両足、二対四本。

　上顎と下顎、敵を食い殺すための四つの『牙』。

　手に宿す上牙オルガで敵の肉を裂き、下牙ベネトで敵の四肢を砕く。

　狼人ウェアウルフの剣呑な双眼が蒼白になる獲物どもを射抜く。

　太陽も、月も、全てを喰らってやろうと、巨狼はその顎あぎとを開いた。

『う、うぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　半狂乱の叫喚を上げ、残党達は最期の戦いに臨んだ。

　恐慌を来たしながら死兵となってベートに取り付こうとする。だが獣の本能に身を委ゆだねる狼はその全てを往いなし、上牙オルガの拳で敵の臓腑ぞうふを灰へと変え、下牙ベネトの踵かかと落としによって構えられた『呪道具カースウェポン』ごと相手の体軀を縦断しては焼きつくす。振り回される『魔剣』の輝きも喰らい、より肥大化した炎の舌をもって泣き叫ぶ死神の使徒を舐め取った。

　舞い散る激量の火の粉、炎の尾を引き連れて放たれる拳と蹴撃の軌跡。この世のものとは思えない、それこそ終末の戦争を彷彿させる蹂躙風景に、一人離れて立ちつくすヴァレッタは手足を震わせ、呟いた。

「うそ、だ……」

　やがて、全てを喰らいつくした巨狼の眼が、彼女に照準される。

　ぞっっ、と全身の毛という毛がわなないた間際まぎわ。

　頭上の穴の縁から、飛び降りる影があった。

「け、【剣姫】ぃ!?」

「これは……！」

　更なる凶報にヴァレッタが悲鳴を上げる一方、アイズも周囲に広がる光景に驚倒する。

　不味い、ふざけんな、畜生ッ、と女が思い付く限りの罵倒を胸中で吐き連ねるのを脇に、金髪金眼の少女は一人残っている敵幹部に瞳を吊り上げる。

　そのまま抜剣しようとしたが、

「手を出すんじゃねぇ!!」

　その憤怒の雄叫びが許さなかった。

「ベート、さん……？」

「手を出したら、アイズ、お前でもブチ殺す!!」

　愕然がくぜんとするアイズに怒りの剣幕で吠えながら、ベートは前方にいるヴァレッタに視線を戻した。驚愕して動けない少女を置いて、一歩、また一歩と、炎の世界を渡り女へと歩み寄る。

「ふっ、ふざけやがって……ふざけやがってっ……ふざけやがってぇ……!?」

　味方の援軍を跳ね除けて一対一に臨もうとするベートに対し、ヴァレッタの頭も怒りに染まった。そしてその怒りは彼女の体から怯おびえや畏怖を追い出し、ほんの少しの冷静ささえもたらした。


（舐めてんじゃねーぞ、【凶狼ヴァナルガンド】……！　てめーの体だってボロボロだろうがぁ……！）



　いくら巨狼の牙ハティが損傷吸収ダメージドレインと魔力吸収マジックドレインを発揮したとしても、体に受けた損害ダメージを癒せるわけではない。全身を傷だらけにするベートの方がヴァレッタより遥かに死に近いのだ。

（それに私の女王蜘蛛の巣シャルドーはまだ生きてる！　いくら『獣化』しようが、あれだけ派手に立ち回ったてめぇの体はすっかり『元通り』になる！）

　足もとに張り巡らされた赤紫の模様パターンを見下ろし、ヴァレッタは引きつりながら不敵な面構えを纏い直す。

　上等だ、やってやる。

　私こそが、喰い殺してやる。

【殺帝アラクニア】の名に違わぬ獰猛な笑みを顔に浮かべるヴァレッタは、呪道具カースウェポンの片手剣を装備したところで、

「え──」

　その瞳を凍結させた。

　足もと、地下空間に張り巡らされた模様パターンが、ヴァレッタ謹製の結界が。

　まるで悲鳴を上げるように明滅しながら、踏み締められる餓狼の牙に吸い寄せられていく。

『魔力吸収マジックドレイン』。

　ヴァレッタを支配したのは絶望だった。


（ふざけやがって、ふざけやがってっ……ふざけんなよぉぉぉぉ……!?）



　巨狼の牙ハティは、劣化装備の《フロスヴィルト》とは違う。

　解き放たれた『牙』は何でも喰らう。攻撃であろうと、呪いであろうと、結界であろうと。

『魔力』に由来するものを、全てを喰らいつくす。

「攻撃魔法だけじゃないのかよぉおおおおおおおおおおおおおお!?」

　それは治癒の少女リーネも癒すことができなかった、狼の『傷きば』だ。

　今度こそヴァレッタの顔から色という色が抜け落ちる。

　張り巡らされた結界を跡形もなく喰らい、『能力下降ステイタス・ダウン』を解除したベートは。

　恐慌を起こす哀れな女おんな目がけて、豪速の突貫を仕掛けた。

「らああッ!!」

「がっっァ!?」

　すくい上げるようにして腹部に放たれる右炎拳。

　唾液を撒き散らしながら体がくの字に折れ曲がるヴァレッタへ、すかさず回し蹴りを放つ。横顔を焼かれながら決河の勢いで吹き飛ぶ彼女に、餓狼の追い打ちは止まらない。

　凄まじい牙の連打ラッシュが女の体を削いでいった。

「いっっ、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　様々な戦場を経験してきたアイズでさえ耳を塞ぎたくなるような、女の痛哭。

　骨を砕かれ、皮膚を焼かれ、流した涙さえ蒸発させられるヴァレッタは仮借ない猛襲を浴びる。大気を抉り取りながら繰り出された左の下牙ベネトが女の体をしたたかに打ちすえ、後方、広間中央帯に立つ柱へと叩きつけた。

「ベ、ベートさんっ！」

　我に返るアイズの必死の呼びかけも、怒りに身を燃やす狼には届かない。

　地面をのたうち回るヴァレッタに、ベートは宿す炎で石床を燃やしながら歩み寄る。


「あ、ぁぁあぁぁぁぁあぁぁッ……!?」



「立て」

　四肢に『牙』を宿すベートは慈悲なく告げた。

　一瞬で灰に変えてしまわないよう理性の力で火力を抑えている狼は、割れた瞳孔で女を見下ろす。

　ヴァレッタはふらつきながら何とか立ち上がり、半身を黒焦げに変えた無残な体を晒した。

「やっっ、やめてくれよっ、【凶狼ヴァナルガンド】ぉ……!?　もう嫌だっっ、痛いっ、熱いっ、死んじまう……!?　頭がおかしくなっちまう!!」

　みっともなく泣き叫び、

「まだ死にたくねぇんだぁよぉ～!?　あのスカした勇者に、フィンの野郎にっ、まだ何もやっちゃいねぇんだぁ！　見逃してくれっ、頼むよ、なぁ!?」

　必死に引きつった作り笑いを浮かべる【殺帝アラクニア】は、

「雑魚どもが同じように泣き言をほざいた時、てめーは何をやった？」

　燃え盛る炎に反した極寒の眼差しに、表情を凍てつかせた。

　間合いは僅か五Ｍメドル。一足でヴァレッタの命が喰らわれる距離。

　ベートの背後に牙を剝く巨狼の姿を幻視するヴァレッタは、裏返った声をぶちまけた。

「な、何だよ、死んだアマゾネスの小娘のことで憎んでいるのか!?　それとも私がブチ殺したお前等のお仲間!?　だがそれは、お門違いってもんだろう!?」

「……」

「てめぇ等は冒険者だろうがよおぉ!?　いつ死んでもいい覚悟をしてる筈だ！　お前達の世界はっ、私達の世界はこういうもんだろうがよぉ～!?」

　横暴な弁解を展開するヴァレッタに、知れずアイズの手が拳を作る。

　そんな中、押し黙るベートは静かに答えた。

「……ああ、そうだ。てめえは間違ってねえ」

　アイズはその時、耳を疑ってしまった。

「あいつ等が死んだのは、あいつ等が弱かったからだ。恨みなんざ見当違い……強ぇ奴は弱い奴から全てを奪える。それが強者の特権だ。それが、このクソッタレな世界だ」

　感情を押し殺し、酒場でアイズにも語った己の持論を口にする。

　そう。

　強者は何をしても許される。何を奪ってもいい。

　弱者は何をされても抗えない。何もかも奪われる。

　弱者であっては、生き残れない。

　あの始まりの日に理解した世界の摂理を告げて、女の弁を肯定する。

「な、ならっ」

　ヴァレッタの顔に希望が差した、次の瞬間。

「──だからァ!!」

　眦を裂いて、ベートは怒りの形相で咆哮した。




「俺がてめぇをブチ殺そうが、何も問題はねえってことだッ!!」




　激発する巨狼の憤激に、ヴァレッタは瞬く間に顔面蒼白となる。

　ザッ！　と勢いよく踏み出された右足に恐れをなし、背を向けて逃げ出した。

「ひ、ひぃいっ!?」

　吠えることもできず、無様に逃げ出すその『雑魚』を、凶悪な狼は許さない。

「るぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ぎっ、ぎぃやぁあああああああああああああああああああああああっ!?」

　殴り、蹴り付け、最後に顔面を右手で鷲摑みにする。

　軽々と持ち上げた女の体を柱に叩きつけ、宿す炎の牙を揺らめかせた。

「ま、待てェ!?　私を殺したら、『鍵かぎ』の在処ありかはっ──!?」

「うるせぇ」

　怒れる飢狼の前でそのような保険など無意味だ。

　狼の牙は等しく、平等に、獲物の肉を喰い千切る。

　己が所持していた『鍵』の在処を命綱にしようとしていたヴァレッタの懇願は、あっさりと潰えた。

「だめっ、ベートさん!?」

　アイズの制止も振り切り、ベートは、己の『牙』を解き放つ。




「燃えちまえええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」




　大炎哮。

『────────────────────────────────────アッッ!?』

　上牙オルガが上げる炎の雄叫びに、女の絶叫が呑み込まれる。

　全身を猛炎に包まれるヴァレッタの体は、瞬く間に漆黒の灰となって燃えつきた。モンスターの最期より悲惨な灰燼かいじんと化して。

　アイズは見る。

　目に焼きつけてしまう。

　狼が辿り着いた終焉の世界を。

　怒りの号砲を放ち、全てを喰らった炎の惨状を。

　紅の色に包まれた地下空間には、凶狼ヴァナルガンドに蹂躙された闇派閥イヴィルスの末路だけが横たわっていた。





　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお────…………






　炎に囲まれ、月の光を浴びながら、一匹の狼が夜天に向かって吠える。

　遂げられた誓いを告げるかのように天へと打ち上げられるその遠吠えが、アイズにはとても猛々しく、そしてもの悲しく聞こえてしまった。

　火の粉に横顔を焼かれ、汗を流し、金の髪を照らされながら、その姿を見つめる。

　凶暴で、雄々しく、寂寥せきりょうに包まれたその背中を見つめ続けた。
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　都市を揺るがした『アマゾネス狩り』の事件は、収束を果たした。

　暗殺者達を雇った犯人は不明、ということになっている。余計な混乱を避けるため『闇派閥イヴィルスの残党』という単語を【ロキ・ファミリア】が発さず、口を閉じたためだ。

　歓楽街復興区での戦闘──出現した巨炎はしっかりと観測され、『ギルド』の調査が入った。発見された見張りの冒険者の亡骸なきがら、そして碌ろくに原型をとどめず炎に焼き滅ぼされた暗殺者達の遺体に、全てのギルド職員と【ガネーシャ・ファミリア】の団員は蒼あおざめた。彼等はこれを都市最大派閥どこの幹部だれがやったのか悟りつつも、言及はもとより、口を開くことはなかった。都市を揺るがす危険因子が始末されたのを歓迎することはあれ、余計な事件の是非を問うて怪物の尾を踏むことはない。報告されたギルド上層部も恐れをなして看過することを決めた。より被害を出して遅延することになる歓楽街の復興作業を除いて、その日の夜に何があったのかは闇の中に葬られることとなった。

　暗殺者達の遺体を回収した『ギルド』は経過を見て、襲撃はもうないと判断、護衛対象にあった元【イシュタル・ファミリア】を解放した。一夜のうちに降った大雨が全てを洗い流してしまったかのように、オラリオには事件前と変わらない平穏な日常が戻ってきた。

　唯一、新たな傷を負った者達を残して。




　都市第三区画。歓楽街。

　抗争の爪痕が残る復興区。

　空が夕焼けの色に包まれる中、廃墟の一角で、ベートは瓦礫の上に座っていた。

　そこはアマゾネスの少女の顔を最後に見た広場だった。

　西の方角から差すまばゆい黄昏たそがれの光に、双眸を細める。

「ベートさん……」

　その後ろ姿を、アイズはロキと一緒に見守っていた。

　ヴァレッタを討ったあの日から二日。本拠ホームにも帰らず行方ゆくえをくらませていたベートを、アイズ達はようやくこの場所で見つけたのだ。

　いつからここにいるのかは定かではない。少なくともアイズ達が訪れた数時間前から、彼はずっと動かないまま、移り変わる空を眺めている。

　アイズの目にはそのベートの背中が、今まで見たことないほど静かで、小さなものとして映った。

「黄昏とるなぁ……この状況で空気読よまんでウェーイって突っ込んでも、白けること間違いなしや」

「うん……元気が、ないように見える」

　事実そうなのだろう。

　たった二日間という短い少女との思い出、強者でありながら弱者を守れなかった自責、他にもアイズが思いつかない感情が今のベートには浮かんでは消えている筈だ。

　悲し気に目尻を下げていたアイズは、ロキの方を向いた。

「ロキ……どうすれば、ベートさんは……」

「ん、みなまで言わなくても大丈夫やで、アイズ。うちがとっておきの秘策を教えたる」

　そんな彼女に、ロキは笑みを返す。

「今からうちが言うことをベートに伝えてやるんや。そうすりゃ、立ち直る」

「……どんな？」

　そのまま口唇を耳もとに近付けるロキに、アイズはふんふんと頷いた。

　耳を貸していた時間はほぼ一瞬だった。真剣な顔付きで神の言葉を頂戴したアイズは、意を決して広場の中に足を踏み入れる。

　頑張れー、とロキの小声の応援を背で受け止めながら、ベートに近付いた。

　こちらが言葉をかける前に、彼は声を投げかけてくる。

「何の用だ、アイズ」

「ベートさん……」

「今は誰かに構える気分じゃねぇ。どっかいけ」

　振り向きもせず、ベートはアイズにそう言った。

　西日に照らされる彼の横顔と、茜色あかねいろに濡れている頰の『牙』を見つめたアイズは、ぎゅっと唇を結んで目の前に立つ。

　次に、ぽん、とベートの左肩に右手を置く。

　ゆっくりと振り向いた彼に、その言葉を告げた。




「どんまい」




　全く抑揚のない声で。


「………………………………」



　感情の乏しい表情がくそ真面目まじめに放ったその言葉に、ベートは頰を痙攣させる。

　ブフォ！　と天然少女を唆そそのかしやがった神の噴き出した声が、物陰から聞こえてきた。


「…………？」



　きりっ、としていたアイズは目の前の反応に『あれ？』と不思議そうに小首を傾かしげる。

　もう何か、それこそ色々なものが馬鹿馬鹿しくなってしまったベートは、はぁぁぁ、と思い切り吐息をついた。そして、瓦礫の上から立ち上がる。

　何も言わず、ぐしゃっと少し乱暴に少女の頭へ片手を落とし、横をすり抜けた。

　アイズは頭を両手で押さえながら、先程より哀愁が薄れたその背中を見る。

「よっ、ベート。奇遇やな！」

「何をいけしゃあしゃあと言ってやがる……」

　広場から立ち去ろうとしたベートの前に、ひょいと道化師ピエロのようにロキが物陰から躍り出た。黄昏シリアスの雰囲気を完全に破壊してくれた主神を、ベートは半眼で睨んだ。

「もう探したで～。この二日間、何してたんやもぅ～」

「俺が何をしようが勝手だろうが。それに本拠ホームに帰っても、あいつ等がいい顔しねえだろう」

「んぅ、どうやろうなぁ～」

「……？」

　ほぼ喧嘩別れしたティオナ達を引き合いに出すと、ロキは鼻歌でも歌い出しそうな微笑ほほえみを返してくる。怪訝けげんに思いつつも、ベートは今度こそ場を立ち去ろうとした。

「たんまや、ベート。アイズたんが、どうしても聞きたいことがあるんやって」

「……あぁ？」

　振り返ると、ロキはうっすらと目を開いた微笑を、そして追いかけてきたアイズは真まっ直すぐな眼差しをベートにそそいでいた。

　金色の瞳を見返すと、アイズは緊張するように息を吸った後、しっかりとした声音で尋ねてきた。

「ベートさん……どうして人を見下すのか、何で強くなろうとするのか……教えてください」

「っ」

「酒場の時は、教えてもらえなかったから。だから……」

　ベートは目を眇すがめた。

　途切れ途切れの言葉で必死に意思を伝えた少女は、変わらず真っ直ぐ見つめてくる。

　酒に酔って誤魔化ごまかすこともできなければ、噓うそをつくこともできない。この眼差しの前ではそんなことは許されない。

　ベートは何も言わずに足早に立ち去ろうとしたが、

「ベート、答えてやりぃ。神様のめーれーや」


「ロキ、てめぇ……！」



「みんなの前では言えへんでも、この娘こにだけならええやろう？　……勘違いさせたまま、誰かとお別れするのは悲しいことやって、わかったんやないか？」

　神の言葉が胸を打つ。

　一々心の扉を叩いてくる主神の声に、ベートは心底腹が立った。

　舌打ちを鳴らし、少女に向き直る。

　アイズは今もベートの言葉を待っていた。

　ベートに郷愁を思い起こさせる妹のような表情で、彼女の面影を宿す眼差しで、そして幼馴染アイツのように金の髪を夕焼けの光に輝かせて。

　自分が噓をつけないのは世界でたた一人、この目の前の少女だ。

　それが今、ベートにはわかってしまった。

　誤魔化そうとしていた彼の口は、独りでに開いていた。

「……俺は、雑魚が嫌いだからだ」

「それだけ、ですか？」

「雑魚のみっともねぇ姿なんて、目にしたくもねぇからだ」

「それだけ？」

「雑魚の泣き言を聞くと、虫唾むしずが走るからだ……」

「それだけ？」

「──他に何がある!!」

　何度も尋ね返すアイズに、ベートは我慢ならないように叫んだ。

「弱よええ連中を貶けなすのは強え奴の役目だ！　俺等がしなけりゃあ、誰がするってんだ！　でなけりゃあ勘違い野郎どもが益々増えやがる！　冗談じゃねえ!!」

　ベートは吠えていた。

　溜まっていたものを全てぶちまけるように、『傷』から流れ出る幻痛いたみを全て吐き出すように、目の前の少女にぶつけていた。

「弱ぇヤツは戦場に出てくるな！　弱ぇ女は巣に引っ込んでろ！　身の程を知りやがれ！　ことあるごとに泣き喚きやがって、苛いらつくんだよ!!　もやもやしやがる!!　雑魚が目の前で野垂れ死ぬのはもう御免なんだ!!」

　脳裏に過よぎるのは両親の、部族の、妹の、幼馴染の、彼女の死に様だ。

　心に蘇よみがえるのは自分を癒そうとした優しい少女の、そしてアマゾネスの少女の最期だ。

　それらの光景に胸の中をかき乱されながら、立て続けに言葉を連ねたベートは、最後に大きく吠えた。

「もう、誰も哭なくんじゃねえ!!」

　茜色の空に叫び声が響いていく。

　その場には肩で息をするベートの呼吸だけが響くようになった。

　目を見開いていたアイズはやがて、身じろぎを繰り返す。

　済まなそうに、その体を小さくした。

「あの、ごめんなさい……」

「あぁ？」

　怪訝そうな顔をするベートの疑問に答えたのは、アイズではなく、ロキだった。

　にんまりと、それこそあくどく笑う彼女は、口に手を当てて声を張り上げた。

「そういうことらしいでぇー！　聞こえたかぁー！」

　明後日あさっての方向に声を飛ばしたかと思うと──先にある複数の建物の屋上から、ばばっ、と。

【ロキ・ファミリア】の団員達が姿を現した。


「…………は？」



　ベートは、口を半開きにした間抜けな表情で固まった。

「ばっちり聞こえたよー！」

「あんなでかい声で叫ばれたら、ねぇ」

「聞いてて嬉しかったというか、恥ずかしかったというか……あ、あはははっ」

　硬直する狼人ウェアウルフを他所にティオナが叫び返し、ティオネが肩を竦め、レフィーヤが頰を染めて苦笑いする。彼女達の他にもラウル、アナキティ、アリシア、クルス、ナルヴィ、下位団員達に至るまで反応は似たり寄ったりだった。人造迷宮クノッソスで何度も助けられた兎人ヒュームバニーのラクタ達に至っては、目尻に涙を溜めている。

　ベートの告白は、それはもうしっかり届いていた。

「全く、世話が焼ける……」

「もう少し素直になってくれたら、僕達も助かるんだけどね」

「がははははっ。素直になったベートなぞ、もうベートと呼べんわ」

　広場近くの瓦礫の影から現れるのはリヴェリア、フィン、ガレスだ。

　生ける石像と化している狼人ウェアウルフは錆さびついた目の動きだけで彼等を顧みる。

「アイズがなぁ、いつもの【ファミリア】に戻ってほしいって、頼み込んできたんや。そんで、うちが入れ知恵して、こう一芝居うってもらって……もう説明せんでもわかるやろ？」

「その……ごめん、なさい」

　固まるベートの前でロキはしたり顔になり、アイズはもう一度申し訳なさそうに謝る。

　つまり、そういうことだった。

　団員達はご丁寧にベートの知覚範囲内に引っかからないぎりぎりのとこで身をひそめ、フイン達は完璧に気配を遮断して、アイズに促されたベートが本心を吐露するのを待っていたのである。


「なっ、はっ、てめっ、なぁぁ……!?」



　言葉にならない声の欠片がこぼれ落ちていく。

　顔を引きつらせながら口の開閉を繰り返すベートのもとに、ティオナ達団員がぞろぞろとやって来た。

　目の前で勢ぞろいし、主神と負けず劣らずにやにやと笑う彼女達の中で、ティオナとティオネが口を開く。

「ねぇティオネー？　ベートみたいなの何て言うか知ってるー？　あたし、ロキから聞いたことあるんだー」

「ええ、知ってるわ。『つんでれ』、よね」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっ!?」



　ベートの顔が真っ赤に染まった。

　それを皮切りにどっと盛り上がった団員達は、ラウルを筆頭に一斉に声を浴びせかけた。

「『もう誰も哭なくんじゃねえ』!!　痺しびれましたベートさん！」

「私、ベートさんのこと信じてました！」「誤解しててすいません！」「これが神様の言う『萌え』なんですね！」「『つんでれ』！」「ツンデレだ!!」

「ツンデレベートさんちぃーす！」

「ツンデレベートさん素敵っすね！」

「──てめぇらぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

『あっすいませんっ許してっギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　調子に乗った団員達にベートの怒りが炸裂する。先頭にいたラウルを始め多くの者が殴られて宙を舞う。げらげら笑うティオナ達もその輪の中に加わり、とてもうるさくて賑にぎやかな喧騒が始まった。

　その光景を見てアイズは微笑み、フィン達も目を細めた。

　ティオナとティオネがベートと喧嘩して、レフィーヤ達が慌あわてて止めて、それを見てみんなが笑う。

　少女が望んだ【ロキ・ファミリア】が帰ってきた。

「さて、と……」

　ふと、そこで。

　リヴェリアがもう一仕事待っているかのように、重い息を吐き出す。

　肩を竦めるフィンに非難がましい一瞥を投げた後、頃合いを見て、彼女はベート達の輪のもとに歩み寄った。

「ベート。まず最初に謝らせてくれ、すまなかった」

「あぁ!?」

「レナ・タリーの件で、話がある」

　盛大に興奮して顔を赤くしていたベートは、リヴェリアがそう名前を告げた瞬間、すっと顔色を変えた。

　苛立つように頰の刺青が歪み、表情が冷たいものに変貌する。

「話すことなんて、ねぇだろう」

「いや、ある。聞け、ベート」

「ねぇっつってんだろう！　あの女はもうくたばった！　死んだ奴のことを掘り返して何になる！」

　リヴェリアの呼びかけを聞かず声を荒げるベートは、




「いぇーい」




　ひょい、と。

　瓦礫の影から姿を現したアマゾネスの少女に、今度こそ時を止めた。

「やっほー、ベート・ローガー」

　そのアマゾネスの少女、レナ・タリーという名のアマゾネスは、何事もなかったように満面の笑みで手を振ってくる。


「…………………………………」



「言っておくが、幻覚ではない」

　完全に放心するベートに、リヴェリアが目を瞑りながら説明する。

「襲撃があったあの日、アミッドが解呪の魔道具マジックアイテムを完成させていた。呪いを浴びた聖女アミッドの血を材料にして、蒸留した対専用呪詛アンチ・カースの秘薬だ。無論、数は限られていたが」


「…………………………………」



「現場に向かう際、私はそれをアリシア達と分け、女戦士アマゾネス達に処方した」


「…………………………………」



「ここでレナ・タリーを発見した時は、ぎりぎりだった。何とか『呪詛カース』を解き、治療院に運んで一命を取りとめたものの……予断を許さなかった状況が故に、誰にも話さなかった」
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「…………………………………」



「彼女も含めて、アマゾネス達はまだ狙われる危険性があった。ならばと思い死を偽装して、ほとぼりが冷めるまでかくまっていた……そういうわけだ」

　珍しくばつが悪そうに語るリヴェリアの言葉は、その心の内を物語るようにやけに丁寧で長ったらしく、弁明然としていた。

「……もう一度、謝っておく。傷心のお前に何も話せず、すまなかった」

　正真正銘、本物のレナを横目に沈痛そうに謝罪するハイエルフの王女に、ベートは反応を返さない。

「言っとくけど、あたし達も色々片付いた後、知ったんだからねー」

「僕も生憎あいにく、把握し切れていなかった。リヴェリアが独断で動いていたからね。事件の収束をベート、君に預けた後、やってくれたなと彼女に愚痴られてしまったよ」

　ティオナとフィンの言い訳がましい声も、ベートの耳を素通りしていった。

　彼の瞳は、以前と変わらないようににこにこと笑っている、目の前の少女に固定されている。

「ごめんね、ベート・ローガ！　悲しい思いをさせて！　でもでもっ、ベート・ローガが寂しがってるって聞いて私なんだか胸がぎゅう～！　としちゃってさぁー！　ベート・ローガも感動で言葉も出ないって感じでしょ？」

　清々しい笑みを湛たたえ、子猫のようにすり寄ってくるレナに、ベートはうつむいた。

　彼はすっとレナの頭に右手を乗せる。

「えっ、やだっ、いきなり愛の抱擁？　みんながいる前で、ベート・ローガ大胆！」

　にへらっ、と相好を崩すレナに、ベートは無言で足を振り上げた。

　直後、ドゴッッッ!!　と。

「ぐふゥ!?」

　膝である。

　腹部にめり込んだ膝頭がレナから奇声を引きずり出し、その体をくの字に折り曲げた。

　その後も、ドゴッ!!　ドゴッッ!!　と。

　ベートの膝は止まらない。橙真珠オレンジパールの眼球が飛び出さんばかりに開く少女へ容赦ない膝蹴りの連打をたたみかけた。

「ちょ、ベートさぁん!?」

「馬鹿っ、死ぬッ、本当に死ぬわよ!?」

「構うかァ!!　くたばりやがれぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　レフィーヤとティオネの叫びなど一切寄せ付けず、咆哮を上げるベート。

　先程など比にならない憤怒の感情をもってアマゾネスの少女をボコボコにしていく。慌ててティオネが押さえ込もうとするも、止まらない。第一級冒険者の拘束をも振り解く怒れる狼人ウェアウルフを、ラウル達は悲鳴を上げて団員総がかりで止めにかかった。

　大乱闘が勃発する中、ティオナはどさりと倒れ伏したレナに駆け寄る。

「ねえっちょっと、大丈夫!?　生きて──」


「ふへっ、ふへへへへっ……！　またお腹なかにいいのもらっちゃったぁ……！　これもう妊娠確実だよぉ……！」



（やだナニこの娘ここわい）

　涎よだれを垂らしながら恍惚こうこつの笑みを浮かべる同胞に、ティオナは瞬時に身を引いた。

　置いてきぼりを喰らったアイズとロキは、もはや収拾のつかない光景を前にぽかんとする。

　ほどなくしてロキがゲラゲラと腹を抱えて大笑いし出し、アイズも釣られて手で口を押さえて──笑い出してしまった。

　フィンやリヴェリア、ガレスが驚愕するほどの、いっそ初めてかもしれない、少女の笑声だった。

　顔を真っ赤にして怒鳴り散らす青年の何と滑稽なことか。

　彼の拳をちょろちょろとかいくぐりながら必死に謝る少女の何と可愛かわいらしいことか。

　彼等を止めようと慌てふためく仲間達の何と愉快なことか。

　視界に広がるこの光景の、何と幸せなことか。

「怒んないでーっ、ベート・ローガぁ！　私もすっごく恥ずかしいんだけど、でもっ、やっぱりとっても嬉しいのー！」

「知るかぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「貴方にまた会えてっ、私っ、泣いちゃうくらい嬉しいの！」

　顔を真っ赤にするベートが捕まえようと腕を伸ばす。

　瞳を閉じながら笑うレナの瞼まぶたから涙がこぼれ落ちる。

　青年の怒号と少女の笑い声は、いつまでも途切れることはなかった。


















　東の空が輝く朝。

　都市南東部、人が寄り付かない第一墓地、通称『冒険者墓地』を進む一団がいた。

　踊り子のものにも似た衣装を着る、アマゾネス達である。

「ったく、生きてるならさっさと知らせなよ、このアンポンタンっ」

「いたーっ!?」

　ぼかっ！　と重い音を立ててアイシャの拳骨げんこつを頭に頂戴するのは、結わえた髪をはねさせるレナだ。

「だ、だってしょうがないじゃんっ、【九魔姫ナイン・ヘル】が誰だれにも言っちゃ駄目だって口止めしてきたんだから！　ていうか私達、ずっと治療院の奥に閉じ込められてたんだよ!?」

　また暗殺者に狙ねらわれることを危惧したリヴェリアの指示によって、ほとぼりが冷めるまで身を隠していた少女は涙ながら弁明した。『敵を騙だますには味方から』という企たくらみの片棒を強制的に担がされたのだと、声高に。

　彼女の他ほかにも、アミッドが作った秘薬によって一命を取りとめた戦闘娼婦バーベラ達がずらりといた。遺体は墓地に運んだ、と噓うその報告がされていたアマゾネス達である。

「サミラがおいおい泣いて大変だったんだからね。早まって墓も用意しちまうし……」

「しょ、しょうがねーだろ!?　仲間があんだけ死んだって聞かされてっ、せめて弔ってやらないとって、オレは……！」

「ごめんねサミラ、心配かけて……。でもでも、さっすが元祭具さいぐ担当！　お墓を作っちゃう仕事が早いね！」

「お前はもうちったぁ済まなそうにしろォ！」

「あいたーっ!?」

　顔を真まっ赤かにする灰髪のアマゾネスにも頭を叩たたかれ、レナの悲鳴が上がる。

　墓地に相応ふさわしくないほどやかましく進む中、アイシャ達は一様にスコップや鶴嘴つるはしなど大型の工具を携えていた。レナ達からすれば不可抗力であるが、早まって用意された自分達の墓を撤去するためである。死を偽装して作られた己おのれの墓を放置するのは流石さすがに誤解を招くし、縁起でもない。「墓石用の大金かねがパァだっ」と怒るサミラをなだめながら、アマゾネス一行は、やがて目的地に辿たどり着いた。

　派閥が消滅する前に買い取っていた一角。

　ダンジョンで命を落とした同僚達の墓が存在する、【イシュタル・ファミリア】の墓地だ。

「……ファルージャ達は、本当に、死んじゃったんだよね」

「ああ……遺体はもう、埋められている」

　アミッドの魔道具マジックアイテムによって多くのアマゾネス達が助かったものの、救えなかった命も存在した。夜中に暗殺された者や、発見が遅れたアマゾネス達だ。他にも稀少な秘薬の絶対数が足りず拾い切れない命もあった。助かったレナ達は、運が良かったのだ。

　できたばかりの墓の前で膝ひざをついたレナは、神妙な顔になって瞑目めいもくした。

　もう会えない同胞の冥福を祈り、言葉を添える。

　いつか生まれ変わって、またこの太陽の下で会おう、と。

「……さ、余計な墓を片付けちまうよ！　逝いった奴やつ等もいつまでもこんなもの置いてあったら、文句を言うだろうからね！」

　アマゾネス達を包む湿っぽい空気を、アイシャがおどけた言い方で吹き飛ばす。

　彼女に笑みを返すレナ達は早速、墓の撤去に取りかかろうとした。

　だが、そこで。

「ん？」

「……？　アイシャ？」

　並んだ墓標から自分の墓石を探していたレナの前で、アイシャが急に立ち止まった。

　首を傾かしげていると、他のアマゾネス達の視線も集める姉貴分のアマゾネスは、ぶるっと肩を震わせたかと思うと、

「くっ……ははっ、あっははははははははははは！」

　いきなり大笑いを始めた。

「ど、どうしたの？　何なの、いきなり笑い出して？」

　目尻めじりに涙を溜め、腹を押さえるアイシャからは笑声しか返ってこない。

　笑いの発作のせいで答えられない彼女に「もーっ」と頰ほおを膨らませるレナは、彼女を除よけてそれを覗のぞき込む。

「──あ」

　その時、レナは固まった。

　目の前にあったのは彼女の墓だった。

　真新しさを示す白い墓石。

　少女の名が刻まれたその墓の前には、とあるものが置かれていた。

　その光景が信じられなかったレナはおもむろに、おそるおそる、『それ』を手に取る。

「レナ……やっぱりお前の惚ほれた雄は、どうしようもないよ」

　目もとを拭ぬぐうアイシャが、『それ』を胸に抱くレナの背中に語りかける。

『それ』はレナが好きなものだった。

　そして、レナが『それ』を教えた者は、話を聞いていたアイシャ以外一人しかない。

　だから、これを彼女の墓に送るのも、たった一人しかいない。

「面倒臭いったら、ありゃしない」

　アイシャの一笑が聞こえてくる中、レナは自分の頰が熱に包まれるのがわかった。

　胸を締め付けてくる温もり。

　女戦士アマゾネスの自分がどんなに戦っても感じたことのなかった喜びと、愛いとおしさが溢あふれてくる。

　瞳ひとみを涙ぐませるレナはそれを胸に抱きしめながら、笑みを弾はじけさせ、太陽が輝く青空へと叫んだ。

「ベート・ローガぁー！　だぁーい好きぃー!!」




　少女の胸の中、薄青ミオソティスの花束はなたばが、微笑ほほえむように揺れていた。
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あとがき







　これまで登場していなかった狼男がとうとう表紙を飾りました。

　外伝六巻でアマゾネス姉妹に順番を奪われた不憫ふびんなキャラの怒りの活躍、そんな第八巻になります。




　本編一巻に当たる内容を書き上げた時、最強派閥メンバーの過去がはっきりと決まっていたのは剣姫ヒロインと小人族の勇者くらいでした。他のキャラクターは設定がしっかり定まっておらず、ＧＡ文庫様から外伝シリーズ刊行のお話を聞いた際は「不味い」と焦あせった記憶があります。本巻主役の狼男も、その一人でした。

　作中及び、関係者様の間でも「ベートうぜぇ」「ベート早く倒しましょう」「一巻のベートほんとウザイです」「アニメのＯ本さんのベートほんとウザイからすごい」と非難轟々ひなんごうごうなあれでしたが、作者はいわゆる安易な『やられ役』にはしたくありませんでした。本編主人公が真の走り出す切っかけを作り出したこのキャラクターには、強い人間が持てる傲慢ごうまんさや矜持きょうじ、あるいは美学があるのではないかとずっと考えていたからです。

　いつだって打ちのめされる時は凄い人達からの洗礼で、その人達がいなければ自分や身の回りは中々変わろうとしない、変わろうと必死に思っても変われない。悔しさや憧れもひっくるめて、何となくそんな風に作者は思っております。

　今でこそ『弱者の咆哮』というキーワードが軸になったキャラクターですが、俗に言う『ツンデレ』なんて言葉では簡単に言い表せないキャラクターになっていけたら、と今でも考えおります。

　それでは謝辞に移らせて頂きます（ここから作中の重要なネタバレが入っているので注意してくださいませ）。

　担当の小瀧様、高橋様、ＧＡ文庫の方々、今回も本当に色々お世話になりました。特にプロットの打ち合わせ時「レナ殺しちゃあかん！」と作者を猛説得してくださった北村編集長、エピローグを書き終わった今とても感謝しております。そして壊滅的なスケジュールの中、沢山の素晴らしいイラスト描いてくださったはいむらきよたか先生、土下座する勢いで謝らせて頂くとともに、深く御礼を言わせてください。八巻限定版ドラマＣＤに携たずさわって頂いたスタッフ、キャスト、関係者の皆様もありがとうございました。本書を手に取って頂いた読者の皆様にも最大級の感謝を。

　長くなりますが、もう一点ご報告させてください。

　２０１７年四月より外伝ソード・オラトリアのアニメが放映されることが決まりました。本編に引き続き、外伝がこうしてアニメ化して頂けるのも皆様の応援あってこそだと思います。本当にありがとうございます。素晴らしいスタッフやキャストの方々が手がけるフィルムに負けないよう、原作もより励んでいきたいと思っております。

　次巻でまたお会いできたら幸いです。ありがとうございました。

　失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり　ふじの）

　ラブコメが、書けない……！

　そんな外伝８巻になります。よろしくお願いいたします。




イラスト

はいむらきよたか

　意識するせざるとに関わらず、緩やかに絵柄は変わるものですが、前の巻からはやや意図的に絵を弄り始めています。

「より、オラトリアっぽい」絵になると良いですが…あと青天に増加しつつある作業時間の問題も解決しないと。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797392340.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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